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序

東京都国分寺市は,その「市民憲章」に゛緑あふれる武蔵野の,天平の史跡国分寺"に始ま

る憲章制定の趣旨につづき,5条のうち第一条に「わたしたちは,文化遺産を大切にし,自然

の環境を守りましょう」と掲げている。市および市民の誠意によって,調査の背景は,確かに

固まったとみることができよう。しかし一方,東京の発展は,その歩みは多少鈍くなったかに

見えるが,周辺の市街地化の速度は,いささかも衰えず,埋蔵文化財保護との相克は,依然激

しいものがある。当武蔵国分寺址周辺地域でもその例に洩れず,調査者は日々遺跡破壊の悪夢
に脅やかされているといっても過言ではない。

幸い,上述の「市民憲章」が定められたし,市も本腰を入れて保護に取組む姿勢を持ち始め

ており,地主会諸公も最大の好意を示してくれているので,条件は好転しているといってよ

い。それでもなお,公共事業を含めて緊急性を持つ事業に対応するには十分とはいえない状態
が続いている。殊に私権との衝突は,単純に理屈で割切れるものではない。文化財保護の原則
は,あくまでも守られなければならない。しかし,そこに「人の生活」がある。人の生活にと
って,文化財とは何であるかを,機会のあるたびに,声を大にしていなければならない。それ

と併行して人を納得させることのできる文化財行政がおこなわれなければならない。いやしく
も,調査者が「人の生活」を妨害しているかのような印象を与えるのでは,保護行政は当を得
ていないといってよい。

調査者に与えられた条件は,著しく改善されたということができよう。それでもなお,押し

寄せる破壊の波が,現実には一人一人の調査者に大きな苦悩を与えている。例え・ば,?時を選ば
ぬ野外作業そして人員の不足,そのため調査の結果を十分整理し,研究の段階にのせることの
できぬ悩み一調査者は,いずれも学的欲求を持つことによって野外作業に従事するのである
から。

今回の府中街道下の調査は,小さいものではあるが,文化財保護の一つの型を示したもので
あるといってよい。経過は次に述べるが,結局は,関係者の善意によるものであると思う。し
かし,調査は困難を極めたものであった。その意味で,調査発端からこの小冊子刊行までの全
関係者に感謝の意を表するものである。

昭和52年11月30日

調査団長 滝 口 宏



 



例
一

咥冫
目

1.本書は国分寺市西元町2丁目～府中市栄町3丁目地内を通る都道17号線,および国分寺市西元町1丁目

地内を通る都道145号線における東京都水道局による水道本管埋設工事に伴なう発掘調査の概報である。
2. 発掘は昭和49年5月9日から9月27日まで行なった。

3.調査にあたっては,東京都水道局利根川水道建設本部,および株式会社福田組より多大な協力を戴いた。

4.現場冫こおける夜間立会い,ならびに調査冫こ東京都教育庁文化課学芸員諸氏の協力を得た。

5.本書の執筆は,滝口宏を中心に,調査団の共同討議・検討の上で調査員が各々担当し,その文責を文末冫こ
記した。

6. 出土遺物のうち,灰釉陶器については井上喜久男氏の御教示を得,また,石器の石材鑑定に関しては大沢
進氏の御教示を得た。厚く御礼申し上げます。

7. 出土遺物の実測・トレース・写真撮影ならびに図版作製には,次の方々の参加協力を得た。

行田裕美・浅野晴樹・渡辺克彦・金子正典・剣持和夫・南川交伸・小堺俊一・河内公夫

8. また,報告書作成の過程で次の方々の御教示を賜わった。厚く御礼申レヒげます。

安孫子昭二・大谷猛・小田静夫・加藤修・小林重義・福田健司

i



凡 例

1.?遺構は,各遺構毎にほぼ発見順に連続番号を付し,下記の遺構記号を冠して標示する。本文中に於いて

は,「SI 97住居跡」・「SB 36掘立柱建物跡」の様に記述し,図版に於ては,「SI 97J・「SB 36Jの様に記す。

SA 柵跡・柱穴列・柱穴群 SⅠ 住居跡・工房跡

SB 掘立柱建物跡・礎石建物跡 SK 土坑・瓦溜め

SD 溝跡・溝状遺構 SX 特殊遣構

SE 井戸跡

2.瓦の部分名称は,基本的には佐原真氏の「平瓦桶巻き作り」(佐原1972)での名称を用いたが,側縁を側

端縁,側面を側端面とした。また,凹・凸両面の左側端・右側端とは,広端を上位置にした状態でのそれぞ

れの面の左・右を指す。ただし,狭端・広端の不明なものは,実測図での左・右を指すものとする。

3. 文字瓦の銘記方法については,大川清氏の「武蔵国分寺古瓦搏文字考」(大川1958)と『瓦傳」(大川1970)

での分類名称によった。

4. 須恵器杯の分類は,底部のロクロからの切り離し技法・再調整の有無によって,基本的に以下のように分

けた。

Ⅰ類 同転ヘラ切り後,底部全面に同転ヘラケズリ

Ⅱ類 回転糸切り後,底部全面に回転ヘラケズリ

肌類 ・・ ,底部周辺・体部下端に回転ヘラケズリ

Ⅲb類 ・・ ,底部周辺に回転ヘラケズリ

Ⅲ。類 ・・ ,体部下端に回転ヘラケズリ

Ⅳ類 ・・ ,底部周辺に手持ちヘラケズリ

Ⅴ類 回転糸切り

① スクリーントーンの指示は次のとおりである。

平面図 [▽]焼土・焼け面

断面図 匣[3黒褐色土

崖轢観・-ム

② 断面表示の数字は水糸レベルで,海抜高を示す。

③ 縮尺は下記のとおり統一した。

住居跡・土坑 1/50

①土器類におけるスクリーントーンの指示は次のとおりである。

[二]須恵器・土師器他 2・ 内黒土師器(器内面に表示)

[二]灰釉陶器

② 墨書・朱書ぎについては,墨書はべ夕で,朱書きは網点であらわした。

③ 縮尺は,実測図においては実大・1/2.5・1/3.75,写真においては実大・1/2・1/3・1/4の何れかに統一

してある。

④ 写真図版の遺物番号は,図面番号とその図面における遺物番号を付して表示した。

[ニコ カマト粘土

[ニニコ ローム漸移層

[ニコ カマト粘土

溝跡平面 1/75 建物跡 1/100



テ

序 争・―・1申自・中・・―◆・・中1・噛争・・―・・・・◆嗜1響・噂・・・◆・―・―◆・◆・・・◆◆・―噛・・・・◆1魯・争・・・・―◆・・―・・・争・・・◆・・―台申中―争・1-・・―◆1p・◆・◆・◆・◆・・・・自・・・―・◆・◆―

第1章序 言

Ⅰ 調査に至る経過 ・・・自-・―中・――申-―・自◆・・申・申・譬・・申申・譬◆◆-1申1・・・自・・―・・・レ自1-・・―・・・・・・◆・・・―傘◆・・―・・◆◆◆―・・◆◆・―◆―◆・畢―嘩―雫・噂―自―申申申・◆・―・申}・◆◆ 1

～

Ⅱ 調査地区の概観 ◆・◆・ダ瞥争・◆・醤・1・・・―・1-・・申◆・醤・I・争・―p1-・・・1・レ・譬・・・・・◆・申・・◆自◆・・・1◆◆―自-・中・―會-―・―・◆瞥・争・◆11・・・・―◆―・・・・・―會申争・―譬自―中-・譬 6

第2章調 査

I 調査経過 嗜ダ・争・舎・1・1・1・・――・・・自自レ・・・番・・・・・・・・・――-1・1◆1-・・・・・・・◆・・・・―自―雫申・・1b・――-1■自・・會・・・・・・◆・―會申・中・―噂-・申・◆―卆-・・―◆争-・・・――・・・・ 9

舎・◆1◆・・・・-1・・・舎・・・・・◆・醤-――自・―・・・・・・◆噂・・◆自・・―・響自-・・◆・・・・―噂◆嗜-――・・1・番自1・―自1-I・◆―◆・・・・1◆・・申・譬・―・・―・・響・◆―・・・・1-I・・自1自・ 11

Ⅲ発見遺構 ◆・・・◆―◆――・◆自■・・・・――・・・・・・・・・・◆・,◆―・―嗜申・-1・・―・・―・―――自・1自レe・・―・―p・・・舎・・・・・1・◆・・申・1―串-1・1―自・レ自響自自・・自1-・・・・・1・・・◆・1・・・・ 12

1住居跡 1・レ・台―争・・・1・◆・・・・・・―・申・・・舎・―中・・◆―・―・――・―◆・・・・申・―・・・・―争申ダ・1-――申・・・-1-9・・自-レ・・―・・曽・・・・◆◆■・・―自・・・申・中--1―申-・・・b自瞥・・・-1督自・ 12

舎・・・◆・申申-◆・――申薯・番・e・・・舎・レ・・・・―・1・・・――會―号申1・―・響レ自p・1・・・奮・・―・奢◆・――申争中嗜―沓-―・―自1レ自・・・・―・瞥・1・◆・◆・ト・◆・◆・・・・◆・◆―◆―争-・―・―串-・― 20

・・11番・・―腎◆會-・-1・ダ―◆申・・・・――――申◆―・自舎・・舎・―◆◆―・―・・争譬1・・・・・1会・・・自・◆・・・・ψ・◆・◆―申-◆◆・―・―・・レ――申争・――・・・―・◆1レ自レ-1・・・◆・・・$多・◆・・・・.23

Ⅳ出土遺物 ・・1・◆・・・―自・申―申◆・・I―・・―・―・・番・・・◆・・―・◆争◆――申・・・自会―赤・――◆舎・・・・・◆・・・―・・―・―争・◆・b申号・1自-―・・9自・・・・1自骨―自・1自ダp・・1◆・・・・・・・・―・・l24

1 奈良・平安時代の遺物 ◆◆・◆I會-・―◆ψ・―・―・◆―e―・・雫・1-◆・・舎・・・◆・―・・―◆・中申・◆―◆-1―争申申-1卆・―・噛・・自醤-・・・―・骨・・・・・舎・・・・・・・・・―◆・◆◆◆・1申◆・雫・―督自 24

2 縄文時代の遺物 ―――・・・◆・・・・―◆・申-◆督・◆◆番―・-1自・pI・・・・舎-◆◆・申・響◆◆―――噂-1・響-・―・・――・舎自◆―・・・会-・・・・會―台――申・―◆・申b―◆・―・◆・・―・・―号―・・―――・畢-――――? 47

Ⅴl」 1 結 ・・・◆・申申・◆自台―・申9-◆―台-1・―・・自・・・・・◆・・―I―◆―◆―雫―中b―・――・台・p・沓-・・―自◆・・・・・・◆・・・◆・・―◆―◆―・・◆・申◆・―會―申・◆-1・申-―尋・・―◆・・申・◆・台・・・シ 88

1 住居跡出土の土器について ―◆・――事・・・1―番申-――舎・会・◆・自-・―$――・―醤自―申・・・自1-・・・―・◆・1―番・◆―・・・ψ―-ダ◆―――争・醤自・・◆・・台1f―骨―雫・・―◆号申--1-・◆・◆町 88

2 瓦について1r・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:91

3 遺構について 1申-・・■1会・・・◆・◆・・・―◆・―◆―・中1・台1-・b・1-b・自・―・台―・・―n沓・会・・・・・・1・・・レ・1◆―ψ會◆◆―台-1・・・◆◆・争・◆・1-■赤0・・◆・響-・◆・自申1-・・・p・◆・1・) 94

N

4



目 次

第1図 調査地区の位置(1/5,000) ◆◆◆自番・・・■・自・―・・・曽會◆―◆◆申-◆◆中-―・1・1◆ダ・争・・・嗜・響-◆1雫・嗜争・叩・・・自6自-・・・1自自・―・・・・1◆・・自-・◆自I自b・・・台◆◆-6・・ 5

第2図 遺跡付近の模式地質断面図 番・拳-1・・・・争・・―I・◆◆◆◆噂◆自―中-・1・-レ1◆・・・争・争I・・・争暉―響◆自◆・・◆1・舎・チ・―-1・・・・響・―・―・・争・會・―・―・―・―◆嗜響・・・・―◆・ 6

第3図 調査工程図 ・・p自・―・・◆・・・―自・・・醤-―争-・―・・◆・・拳呻◆・・・1自自-1・―・―・1争・◆・・・・・・◆申・―醤◆自申1・1・ダ・1・―・・響◆響・・◆・・――自-・・・―・―・自1・―・・・1・―-1・・―・・・◆・・ 8

第4図 遺跡標準層序 ・◆b自b・6-1・1・・・◆尋・■・響・・争・◆・◆・自―自-・・・・・◆・―・・・・◆・争―自中・・―自1・―申◆―・1瞥ダ・嗜・・―◆争・・・・嗜◆申呻◆・・-レ-1・―・―・・◆自呻・・・◆・1・争・・・―舎響・I 11

第5図 SI6・21・22住居跡実測図 ・・◆◆・t自會・・・1・争・―・・◆・・自・申自・―・自1・e・・・曽・響・響中◆・・自自-・・・争-―・・・・争響◆番◆―◆・自―自・1・―・・◆ダ◆――――・自-◆・・・―◆ダ―― 16

第6図 SI 23・24住居跡実測図 自1・―・嗜・嗜・・・申自◆―・・◆―■瞥争・・会・・―・中◆-1・―・・・―・・◆◆響・・◆◆◆◆県自1・・・◆1レ・・・◆・・申1・・・・S―■・響・・・・◆◆・――――・・・響・・・―◆・◆― 17

第7図 SI 25・26・28・29・31住居跡実測図 1・・尋・・響・響争・・嗜響・―・・―・1・1・・・―・1・響・・嗜ダb―――会・11会・―・争◆響◆―◆―・・p―自・―・―争・◆雫争申-―・・自・自・―・1◆ 18

第8図 SI 30 (上)・32住居跡,SD12溝跡断面図(下) ・・1・1・―・・1・・・自・・・・申-・・・・・・響嗜争◆・・・・ダ-1争中・◆・・→自◆1・1・・・・響1・争・・◆Ib・舎-◆ 19

第9図 SI 33住居跡実測図 ・◆―・e16・・響響・・や・會赤自・-1暉1・―・―◆・・・・◆―・自・自1◆―・e・・・レ・嗜-◆舎・・―・◆會申-・1・―・・・ダ響◆会・・・―・多争響◆・・中自申・―◆骨・p・―・1・・・・・1争-・争 20

第10図 SD4～13溝跡実測図 1◆◆舎―自・・・―・・電1響◆・◆會中◆・I自・1・嘩・1中■・骨・-1-・―◆申・中◆・―b自・・e・―――・・―響・◆申1・・-1・1舎・舎・・・・b■―・1・―・―響-・申・◆自・◆・◆申・・◆1 22

第11図 SK 185～187土坑実測図 ・ダ-1響中・中自・自・・◆・1・1・1争1・・・・◆◆・・◆―・申・1◆―・―・・―・・s傘・・・・響申◆申1111・・1響-・・◆申◆e・1―醤争省・・瞥・嗜自・・舎◆◆噂◆b・―・・・自23

第12図 SI6住居跡出土遺物 ―・・1嗜叩嗜自◆・・・・・――・争1・◆・自自・―・會◆自・1・1・・瞥・1・・・・・・菅・・・自・會◆自・―・罫・・・◆-1・◆喰◆―・I・蝉・・・・響・・・・・◆―・―・■・■・・-1-1・・・・ダ 26

第13図 SI6住居跡出土遺物 ―b・・・・・響叩響響◆舎◆自◆自1噂1・・響-・――p・争舎・■・自・・・・・―響1響・・・響―響-―◆争番◆1・1・e・・・・争◆申―噂自b・b・―・―・――――・■・◆・・自・b・t―・・1・■・・z1

第14図 SI6住居跡出土遺物 ・・自・・・申・――響争七争・舎◆―・・・・番・申自レ・・・p・ダ・・會・―雫◆◆―噂-・1・・・ダ響1争◆・・―・b尋◆・・――・■・◆・・・・b◆◆・――・響1t-1舎◆舎・・・・◆哲◆◆・1b會6・ 28

第15図 SI6住居跡出土遺物 ゜1111゛゜゛1・゜◆1◆◆・◆◆・1・1゜1゜1゜1゜1゜゛゜1・1゜・611゜゜1゜゜゜゜1゜99゜゛1・1゜゜゜゛中1゜1゜゛゜゛1・1゜會゜1゜1゜11゜9-◆―吻1゜會゜゜゜゛11゜゜. 29

第16図 SI 21住居跡出土遺物 申・自・自-I・・―響・-1・1傘◆・・自◆b・―・1・・-1・嗜・・・・・・會・自・■・・電・-1響1争・・・響舎◆◆・申◆◆自1ダ・・申・―・・―・中・争◆自-―――瞥・-11―響争省・―響・◆拳會申1 31

第17図 SI 21・22住居跡出土遺物 ◆自1・・・・・―・・争1噛曽・・・舎・・・・・・・・11・醤・・旨◆・・・◆・・自・1-31・・11-・・・・・1・―・申自申-11魯・e・・・・・・・争響・◆・◆I・◆――◆◆・◆b◆―・?32

第18図 SI 23住居跡出土遺物 自1曽・・響・響◆旨・自◆・自・自・◆・・―・響自-・・・◆・自自◆電・◆・1・・響省・1・◆―・・◆―・自-―・e・―・■11・嘗・・響会・申・◆自・自自・―・◆・・―-1―響瞥■舎1自・t1・・p・1留

第19図 SI 23住居跡出土遺物 嗜・◆響◆■・自■・1・自◆・-1・七争・舎嗜-・・申・・・申自11・・・・・・◆―自申◆・・―・―・―・――・争1嗜-―◆争1◆―申■自會-・―・・・―・七電・p・・・―響・1・――嘗1■・1・・申1醤1 38

第20図 SI 23住居跡出土遺物 ・自1I・台◆自―噂-・◆・台・◆響―響―旨◆争『・自・I・・噛自・・拳・b・―・1-1・舎・・・響響・牢◆・1自・・鳴e・響1t◆會◆1・―b◆・・申台―・1-・1・唸・◆・◆・赤・・・・・・・申舎・・ 39

第21図 SI 23住居跡出土遺物 1・響・・t11・・嗜・・響響◆―◆會◆自・―e1会・電1s・1・砕響1・1響・◆◆・自自・―・1・・・11・・・―◆・・―尋嘩・-11・瞥-◆・・1・叩◆・・・中・自-■・1・・・響・1・・――・・醤σ? 40

第22図 SI 23住居跡出土遺物 ―・―-1・・・・・◆響・・-1・争・・―・・・◆I◆・◆自◆1・e・・-1-―・・・・・・・・◆b・申1会・・・・1響1-◆・雫自・1・―・・・―・11曽番舎1・・・・會b・中◆・自◆譬e・―雫1◆牢・ 41

第23図 SI 23住居跡出土遺物 ・・◆・・-ダ―中1qレ・響・嗜―中1・雫I――・1・中・―・―会-・・e・◆響t―t申・・ダレ・申・響1自・I・中・・・―・電◆・・―争◆暉雫-■―◆1・■電・旨-1-・争・I・・・・・◆◆――自・藝― 42

第24図 SI 23住居跡出土遺物 申◆自・・1・自・・◆◆・・―・自・・◆・・・自・1・―・・・―響1・・1・・・嗜・噂-◆・◆自・1・号・・中-―p・・・1-1瞥中・◆・・・―号・・申11-―・省瞥・舎・・・會・・申◆・自申會・・申響醤? 43

第25図 SI 23住居跡出土遺物.―◆響・・◆・◆◆噂◆自・自・・◆◆申自1・自県嗜・・・自1-1・―・1-ダ響・會◆・◆呻・―申―申自--1舎・・・1・■旨・・響響嗜・嗜・・・・b◆t中・申・-1■・・響1・・響・・・・・・・t申争中争 44

第26図 SI 23住居跡出土遺物 1・自噂-・◆・・申◆自・自◆◆申・―◆1・・◆・電・申・自-1・―・1-1響・・◆・◆◆・・申・・―申-―骨・・―響e―會・―・響1争◆喰・・・會申會中◆會◆―中-e1・・中・■1・・瞥1嗜・・―會―嘗 45

第27図 SI 23住居跡出土遺物 自自・1・―・・―自自・1・・―・■-1・―e・・・11・・・・響・・t1響◆旨◆自噂嘩中中◆自・1・台・・・1・曽・1・―・1―争・◆―・―ee・・―・―-1・―・・――-1瞥・p―響-1争◆・・・・・ 46

第28図 SI 24住居跡出土遺物 ・ダ響11・電1響―響畢1・◆◆1響・1◆七電9・・・・1申・◆―・◆自・・・t・レ嗜■・p―嗜-1争11-・・會◆申◆傘◆◆・―・―・―申-・1・・瞥1響・響◆1・・自・・・・瞥1旨-・・骨・・・自・◆ 48

第29図 SI 24住居跡出土遺物 ・・響・會・・◆◆・◆自嗜―自・申◆争◆自・自・會・・・1旨1・・・・―-ダ争1菅・-ダ瞥嚇・嗜・督・・1中赤◆自・・・・申◆・自b・申・申h自-・・t・1・・-11・骨-・-111-・中・―・レ・p・・ 49

第30図 SI 24住居跡出土遺物 ・・1自1・・・――・111・―――・1・令舎・・・・・―・・・自・自・◆申・申番1・自・号-11e・―・・――・■・・・1争号・―・111争・・譬響・・・會・・・・―・―・省・・・1争―舎・瞥・―自1・1 50

第31図 SI 24住居跡出土遺物 ―1-―・響・―・1瞥・・尋・・・・ダ1◆・・・・傘中會中自・自・◆中・1・・・1・e・―-1争1・・舎◆―・争雫-・争-―争・◆響-・ナ電1響・響響1舎・・・◆s・響1争・・響1―骨争1・・・――電会・?51

第32図 SI 24住居跡出土遺物 ・響1―響11・争・・・・響1―申◆・◆夛・I・・中自・1・争・・・1レ・1・会-・―骨串◆中・・―申◆中◆・・―・申・・◆自◆―◆◆・―◆―r申・―◆―自・e・―・・ナ・自・b・t・自噂・申◆申・・・I 52

第33図 SI 25・26住居跡出土遺物 ・・争電・・・嗜響ダ.中-q.-11◆會.甲・1◆1・b・・・・1自-・―響七―・・・・・-1・・・・・・争電・ダ噂争中旨中ダ・ダ―譬◆雫・・――響串譬◆中瞥噂嗜-・-1・・―醤―尋-・――醤?1 53

第34図 SI 28・29住居跡出土遺物 ・・響・・◆譬・◆・・・・・・會◆・・自自・―・申・1-p・・・・・・瞥噛-・・――督・・-1争1・◆・嗜-・―・舎雫自嗜傘◆自◆―・噂-◆甲・・◆◆噂・會◆・中・・・・拳・・・・・争・―・J1も1

第35図 SI 29住居跡出土遺物 ・・・七・◆・・争・―◆1噂◆―響-・甲申・◆自噂・中-◆自雫1・◆・・―・・―電・―・◆―骨・会・・―響・―・・――・・響嗜・◆・譬中嗜菅響響嗜牢雫-◆◆・・◆・・I◆―◆・赤・譬・―・1争・・・・・J? 58

第36図 SI 29・30住居跡出土遺物 自-・1・・―自1◆会・傘・――・・瞥・ダ-1t赤-ダ―嗜t1・申・・I・―中・・◆1嘩・争・自-1・會ク―・1・命申・申--4・・申-レ1p・―・―・1◆1譬・p・1-・―・自・・響・・―・1 59

第37図 SI 30住居跡出土遺物 ・会菅-・111・◆喰・・・・自喰・台舎台響自会自-・・1-11・・・・・◆―令―嗜-◆串雪申1-■旨・―・―瀘旨9・・・―e1慇-・1―舎・・―台p1e響e舎噂1111骨―骨-―雫1・着・―・響eee・160

中

Vl



目 次

第38図 SI 30住居跡出土遺物 ・ダ争■・・・・―・1・争・・・響・■・・9?争・1・瞥中◆響◆-1・◆・雫叩響会中1響1・・b島申◆・―b・1・中・台・s・s・・・争争叩・―中嗜◆与・◆・・自1自・1・・・響―自◆雫―自噛-・・・・―? 61

第39図 SI 30住居跡出土遺物 ・・響噌1中・◆・―響―瞥◆嗜・・嘩督喰―電嗜響響・―七呻雫瞥・争・・◆・◆◆・・・・・申・赤◆・・◆・◆◆中自・←・・・・・1・・・響叩響・1p・・―・◆・申◆・◆1・・・・・響1◆・・申雫-―・罫・◆ 62

第40図 SI 31住居跡出土遺物 ◆―中-◆◆・・―・9◆・◆・・・◆・・・・◆・◆―吻・・◆・―◆會―自-◆・◆・中・申・・會・◆申・―◆―・―・9・ダ―レ曹・・・・・・・◆中會◆会・―・・・嗜-か・・―・・◆1◆―・p・・・・9―中・ 65

第41図 SI 31住居跡出土遺物 1・・瞥・――s・p・・・・・台―・1・・・争・レ・・―・―・レ・・・◆・1争・・・瞥・響-―・――・・◆・雪-◆・◆・・争申t・1嘗s・・・1・・・・申・・ダ争・1・9・嗜台・・會申噛申響s1・・・・・? 66

第42図 SI 33住居跡出土遺物 自・・申・自◆・・會中◆噂・1・・申瞥・ダ・會-・申◆申・1・b◆會・◆・・夛◆・・申-―・・・◆・・・1瞥雷・・・響響-・争・◆-1會・・・1-1・レ・・響・會・-99◆・――督レ・・菅・會・・・瞥1響?も1

第43図 SI 33住居跡出土遺物 ・◆1-・1響・1・1争―会◆1・・・1・自・・e・・・争・b・・・1響1瞥・瞥-ダ・・傘◆1・申◆・◆◆◆・・噛・1・p・・・ダ争電・・・◆会・―・・・・-レ・レ・・・・叩・・―申-◆―・1・・◆・會168

第44図 SI 33住居跡出土遺物 ―・・-1・台・・申1傘・b・會◆◆噂・自・申・―◆自◆1・呻・・申台自1争・―・響-◆・醤・◆・・争・争・・-ダ・…―・・・1-レ・・・ダ・・◆◆・◆争・1・―・・・1響n◆争・自-np舎・・響◆? 69

第45図 SI 33住居跡出土遺物・・・1-―・・◆◆・◆・◆―・―◆・・會◆譬申・瞥・・・号◆會◆―・・I◆申・申―自・1・p・響-・・1・争瞥・・・・中-・・11・―・・・・◆・―・・11◆e・―――・・・専申・号・――p争・・・9■s 70

第46図 SD5:7・8溝跡出土遺物 ・p申嘩・―串自・・―中・◆・・・・會中・・◆自・◆申會◆◆・・―・◆◆・1◆1・・・・勢-・◆―◆◆◆1・・・・申◆・噂・◆・1響1・◆・◆自I會・・・・申1s―申・・・――・◆・畢自・e・ 70

第47図 SD 13溝跡出土遺物 嗜會・響◆雫・響響1争・・・・・―・1・・―・響―骨・・・・・ダ―・―・・・・・1・1・・申自沓・1・申・1-1・b・◆・◆―舎・・・1響-・・・1響・・◆菅◆自自-・1・・$ダ9p・・噂11・・・e響響 73

第48図 黒褐色土層出土遺物 1・・―・自・――・・・・・響嗜◆-1・・・響響1会-・・1・1争-・・1響・・◆・台・・-1-―p・b・◆―醤・■・・・・レ1・・―・―・・9■舎◆―◆會・◆◆・―・◆・曽-・・・―會-―◆・・・・p・ 76

第49図 黒褐色土層出土遺物・・1・・・1響1・曽e・響・-11・・e・1・1e自・・申・自-■・自・・申-1-■・レ・1・―p1・・―-1・1争レ・・・1t1・◆・・―・・・會ψ◆申-1-・・・・響・・・◆b・申-◆1・争・・・・―・ 11

第50図 黒褐色土層出土遺物 ・レ・―・・―台自-―◆会・―◆ムb・―・◆◆自申自b◆・申申・◆・自b會◆・b・自・1・台・・・・争1・・・1ダ・響中瞥◆◆・ダ・・會・會・自◆1・台・・・-11争中・・―◆-11・・・・・◆◆・・・・ 78

第51図 黒褐色土層出土遺物 ・・◆・争・p・・・1-―・・・・・・・111・会・・中・響1・・瞥・1・響争・・・・◆―・・・嗜争◆・-1句・・p・―・響争・・◆・・―・・◆會◆―申自・會・―・―響雪・中・・―・自会レ・1・―響・・・79

第52図 黒褐色土層,表土出土遺物 中1自・b・◆・自・自・・6・會―自嗜自自・申◆―◆◆・自1・・・申・自・1・・・・・1争曽・会・・・・・◆・中自◆1会沓・―-1-レ争・・・・・1・・・・・1-1争・・―◆―S・瞥・◆80

第53図 表土出土遺物 ――自◆1・1・・申自bダe・・・會◆◆◆會申◆・・・1-◆・・嗜・◆・1・中旨申ダ―響―響争◆瞥・・1―争旨◆―I自喰噂・・―・・自・・・・響・・◆・◆◆・◆◆會・・申・1自1・a・◆―・争-・争・◆◆1争・―・・◆1・?81

第54図 D～K区出土縄文土器 響・争瞥・嘗11響舎響争響・1瞥・響・会・b・・申響会◆・・1・1・■-1・・e・◆・―曽曽・1・響會嗜鉢中-・―――・・申-―・會1・・―・響◆1・―・・・―争1争◆・・・・會9・・・・1p■・曽186

第55図 C～F区出土石器 旨・・・―瞥■争・―・響嗜-$瞥1-―争・中・―申台―・・◆自-―◆b・1・・◆・会b・・・・・・―争1中1・―――・◆・会会-―嘗・―・―・・―・1・・―・―・・雫1・号・-1響・響中争雫-・自・會・・・111 穎

附図 調査地区の名称および遺構配置図(1/400)

表 目 次

第1表 男瓦(丸瓦)一覧 ・◆1・I中争・◆・・傘◆電-―・自・―◆・――・雫-・―・1・・・―-1・吻・・1・督・◆e・瞥―響・・・電中◆・1s噂・・瞥噂・・・◆◆・◆・七瞥督曽嘗・・・1―中・◆中◆1・―・・・・響1◆中・・◆・・・◆―・ 97

第2表 女瓦(平瓦)一覧 噛瞥・e・・・1瞥醤争・―・-1■督1・・・―争1-・レ・◆・・會1中中-・―・―・―瞥・・◆◆噂自・b-1申-1・・―◆中・申1・―・・・◆-1・争・・―◆・・・・―・――曽・・・句争11会―中嘗◆-1◆―争自・◆ 88

巻首図版目次

図版1 遺跡全景写真(約1/5,400)

図版2 遺跡位置図(1/25,ooo)
県

第1図版 調 査 地 区 1.第1・2地点遠景(北より)

2.第1地点近景

3.調査風景

第2図版 SI6 住 居 跡 1.SI6住居跡(東より)

2.SI6住居跡(南より)

3.SI6住居跡カマド(南より)

第3図版 SI 21～23住 居 跡 1.SI 21住居跡(東より)

2.SI 22住居跡(西より)

3.SI 23住居跡(西より)

会嘩

Vll



目 次

第4図版 SI 24～26・28住居跡 1.SI 24住居跡(南より)

2.SI 25・26住居跡(北より)

3,SI 28住居跡(東より)

第5図版 SI 29・31住 居 跡 1.SI 29住居跡(西より)

26 SI 29住居跡カマド(西より)

3.SI 31住居跡(東より)

跡 1,SD5溝跡(南より)

2.SD4溝跡(南より)

3.SD4溝跡断面

跡 1.SD6溝跡(東より)

2.SD7溝跡(西より)

3. SD7溝跡(西より)

跡 1.SD8溝跡(北より)

2.SD9溝跡(北より)

3.SD10・11溝跡(西より)

第9図版SD12・13・31溝跡 1.SD12・13溝跡(北より)

2.SD12溝跡断面(西より)

3.SD31溝跡断面(東より)

第10図版 SK185～187土 坑1.SK185土坑(北より)

2.SK186土坑(西より)

3.SK187土坑(西より)

第6図版 SD4・5溝

第7図版 SD6・7溝

第8図版 SD8～11溝

第11図版 SI6住居跡出土遺物

第12図版 SI6・21・22住居跡出土遺物

第′13図版 SI 23住居跡出土遣物

第14図版 SI 23住居跡出土遣物

第15図版 SI 23住居跡出土遣物

第16図版 SI 23住居跡出土遣物

第17図版 SI 24住居跡出土遣物 ,

第18図版 SI 24～26住居跡出土遣物

第19図版 SI 29・30住居跡出上遣物

第20図版 SI 29・30住居跡出土遣物

第21図版 SI 31住居跡出土遺物

第22図版 SI 33住居跡出土遺物・

第23図版 SI 33住居跡,SD5・7・8・13溝跡出土遺物

第24図版 黒褐色土層,表土出土遺物

第25図版 黒褐色土層,表土出土遺物

第26図版 C～K区出土縄文土器,石器
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第1章序

Ⅰ 調査に至る経過

昭和49年2月20日～3刀9日まで国指定史蹟武蔵国分寺跡を東西に横切る排水管のことで

国分寺市教育委員会と協議を行った。その時,国分僧寺と国分尼寺の間を南北に通る都道17号

線(通称府中街道)の東側部分で工事を行っているとの連絡が市教委よりあった。この地は国

分僧尼寺を含む,国分寺寺地の範囲内であり,既設の道路ではあるが,遺構の残っている可能

性が強いと考えられた。そのため工事が進行しているのであれば工事を中止し,それとともに

調査についての協議を行うこととし,国分寺市教委に現地での連絡と,工事監督者の調査を依

頼した。

これらのことを決定するのに約1週間ほど内部調整に時間を要し,ようやく工事主体者の東

京都水道局利根川水道建設本部(以下利根建と称す)と3月19日に協議を始めた。

3月19日,利根建と都文化課で協議を行った。文化課より以下のような内容の説明をした。

(1)工事を実施しようとしている都道17号線(通称府中街道)は埋蔵文化財包蔵地であり,

文化財保護法第57条の2の届出を必要とする。

(2)届出による指示では工事前の調査を実施する。

(3)調査費(整理費を含む)は全額利根建の負担である。

(4)調査の時期は利根建・都文化課・国分寺市・府中市の関係者により設置する「調査会一l

で決定することとなるので明確に出来ない。

(5)計画を変更するか,工法を変えて埋蔵文化財包蔵地に影響のない場合は(2)～(4)を必要と

しない。

利根建からは以下の説明があった。

(1)都道使用の中し込みでは都建設局から埋蔵文化財の説明がなかった。

(2)文化財保護法の取1)扱いについては検討する。

(3)幹線導水管のため工期にゆとりがない。

(4)計画および工法の変更は途中まで出来上がっているため困難である。

他に都文化課より埋蔵文化財包蔵地の一般的な取り扱い,および計画地域の国分寺跡につい

ての説明を行った。
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第1章 序 言

また,利根建からはルート選定,東京の水資源についての説明がされた。

この日は両者の立場を説明することで協議を終了し,後日協議を行うこととした。

3月20山前田 利根建より道路使用申し込みのとき,その工事個所が埋蔵文化財包蔵地で

あるとの注意をされなかったと指摘された。そのため,都建設局道路管理部保全課と協議を行

い,今後既設道路でも文化財保護法の取り扱いを必要とするので,十分な配慮をお願いする。

東京都教育委員会による開発・建設部局への埋蔵文化財包蔵地の周知がなされていないため

生じたことであり,早急な対策を講じなければならないことを痛感する。

3月22日,現地で,調査地IKの範囲と,調査方法(一般的な)の説明を行う(都文化課・国

分寺市教委・利根建・建設局)。

3月29日,利根建と文化課で協議を行う019日の協議内容についての以下のように合意する。

(1)計画は変更出来ないので,事前調査を実施する。

(2)調査費は利根建の全額負担とする。

(3)調査については文化課・国分寺市教委で調整する。

(4)調査の方法については後日打合わせる(既設道路なので通常の調査を行うことは困難と

の説明を受ける)。

4月1日,道路保全上のことについて,文化課と都建設局北多摩北部建設事務所で協議を行

う。

4月4日,文化庁へ行き調査方法について相談したところ,京都市で類似の調査を行ってい

るとの指導を受けた。ただちに連絡し,調査方法についての教示をえる。

同日,調査の方法について利根建と協議し,その結果を警視庁へ要望することとした。内容

は以下のようである。

(1)調査および舗装破壊は日中作業とする。

(2)H型鋼材の打ち込みは夜間とする。

4月5出 調査主体について,文化課と国分寺市教委で打ち合せる。その結果は以下の方向

でまとめることとする。

(1)以前から置かれている国分寺遺跡調査会を主体としないで,このことだけの調査を目的

とする,武蔵国分寺関連府中街道遺跡調査会を設置する。

(2)調査会の事務局は国分寺市教委とする。

(3)調査会の構成は,会長を東京都教育委員会主幹(文化財担当)とし,他の構成員を都教

委・国分寺市教委・府中市教委(一部府中市を含むため)・利根建とする。調査団のうち

団長・副団長は国分寺遺跡調査会調査団と同一とし,調査員は文化課学芸員3名=市職員

(専門職)1名を主体とする。
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I 調査に至る経過

4月9川 利根建・文化課両者で調査によって生じる交通規制についての要望を警視庁へ中

し入れる。しかし,警視庁の説明では,都道17号線は多摩地区の交通量の多い幹線であるこ

と,迂回路のないことなどから日中の交通止,一方通行は許可出来ないとの説明があった。し

かし,目中でも二車線を確保出来るならば作業を行うことを了解するとのことであった。

その後,利根建・警視庁と数回協議を行い,以下のような作業方法(調査方法)でまとまる。

(1)調査は利根建の作業に合わせた範囲ごととする。

(2)舗装こわし,目中調査のための覆工板をかける作業は夜間とする。

(3)遺構調査は覆工板の下で11中行う。

4月19・20目の両日,調査団長・副団長と調査について打合わせる。夜間作業の量が多くな

るため,文化課学芸員全員の応援をえることにする。

5月211,利根建と文化課て川程を協議し,調査団長・副団長へその結果を連絡する。

5月811,調査について利根建と最終打合わせを行う。

5月911夜,調査を開始する。

5月2414,武蔵国分寺関連府中衝道遺跡調査会理事会を開く。

武蔵国分寺関連府中街道遺跡調査会組織(昭和49年6月当時)

会 長 西 川 進 東京都教育庁主幹

副会長 渡辺保 国分寺市教育委員会教育長

r! 小 川 元 成 府中市教育委員会教育長

理 事 滝 口 宏 東京都文化財専門委員,早稲田大学教授

h 大 川 清 国士館大学助教授

永峯光 一 東京都文化財専門委員,日本大学講師

坂詰秀 一 立正大学助教授

佐 藤 敏 也 国分寺市文化財専門委員会委員長

松 井 新 一 国分寺市文化財専門委員?????1自

藤間恭介 IP

星野亮勝 1i

宇野信四郎

八代恒治

関口雄基臣

四方田和彦

tt

+1

1?

府中市文化財専門委員

東京都水道局多摩建設事務所王事一課長

国分寺市教育委員会教育次長

府中市教育委員会教育次長

東京都教育庁文化課長

国分寺市教育委員会社会教育課長
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PP

笠原真作

中村万之助

保谷廣
??????番

国分寺市教育委員会委員長

東京都教育庁文化課埋蔵文化財係長

府中市教育委員会社会教育課長補佐

事務局長

事務局員

山 下

五十嵐

実

傅

国分寺市教育委員会社会教育課長

?5 社会教育係長

調査団長

調査副団長

1i

r?

調査員
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俊
重
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川
峯
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川
脇
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大
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西
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東京都文化財専門委員,早稲田大学教授

国士館大学助教授

東京都文化財専門委員,日本大学講師

立正大学助教授

東京都教育庁文化課埋蔵文化財係学芸員

クI

r?

国分寺市教育委員会社会教育課社会教育係

1?
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第1章 序 言

Ⅱ 調査地区の概観

武蔵国分寺遺跡は,中央線国分寺駅の南西約1.5km,国分寺市西元町1～4丁目先に存在

し,東西約2km・南北約lkmに亙る広大な地域に遺物の散布が認められる。

現在中枢部は,国指定史跡と緑地の網が被せられ,辛うじて宅地化を逃れているが,周辺部

は急速な宅地化によって日ごとに破壊されていく現状にある。宅地化の行なわれていない地域

は,その8割が植木畑である。

この遺跡の北側は,比高12mにも達する急崖である。国分寺崖線と呼ばれ,多摩川沿に発

達した立川段丘と武蔵野段丘との境を為している。この崖線は,南東方向は多摩川下流大田区

丸子橋付近,北西方向は武蔵村山市残堀付近まで確認されており,崖下は,古くから湧水の豊

富な所として知られている。国分寺遺跡周辺でも数カ所の湧水が認められ,豊富な水量が絶え

ることなく湧き出している。これらの湧水は,一つの流れとなって東元町2丁目付近で野川本

流に合流する。

このような環境は,人間にとっての居住条件を満して余り有るものであったのであろう。こ

の界隈に存在する多摩蘭坂遺跡・殿ケ谷戸遺跡・多喜窪遺跡・貫井遺跡など著名な遺跡がそれを

裏付けている。しかし年代的に見てくると,先土器時代及び縄文時代中期にその中心があり,

他の時期は,縄文時代早期撚糸文系土器を除いて,ほとんど認められない(1)。長い断絶の後,

武蔵国分寺の造営地として,この地が選ばれた8世紀中頃から再び人々の入植が始まり,9世

紀中頃には,国分二寺を中心とした広大な集落が形成されていったものと思われる。

今回調査対象となった府中街道(都道17号線)は,国分寺市西元町付近で,国分寺崖線を削

武蔵野面

100「

90

内藤面

一 一

一
一 恋ケ窪面 一← 《一本多面

0 1 2 3KM

第2図 遺跡付近の模式地質断面図(鈴木 1974)
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Ⅱ 調査地ドの概観

り?立川段丘を盛土して緩やかな坂道となって府中市に達している。すなわち,この街道は,武

蔵国分寺遺跡の中枢部を東西に二分する形で存在し,東300mに国分僧寺・西100mに国分

尼寺を配する中間地域なのである。

さらにまた,この街道が埋め立てた崖線直下の立川段丘面には,黒鐘公園を源に周辺の湧水

を集めた野川支流によって形成された黒鐘谷と呼ばれる浅い開析谷が存在する(鈴木・片山

1974)。この谷底低地は,立川段丘よりも1 -( 2 m低位に存在し,従来は湿地帯として考えら

れていた。

調査地区は,このように地理的に3地域に亙っている。すなわち,崖線直下の黒鐘谷を境と

して,南に立川段丘・北に武蔵野段丘である。そしてこの黒鐘谷を第1地点・立川段丘を第1

地点の1部および第2地点・武蔵野段丘を第3地点とした。

以上のごとく調査地区付近の地形を概観してきたが,さらに同時期の周辺遺跡との関係を見

ると,南方2.7kmに武蔵国府所在地があり,北方0.8kmには,武蔵国分寺と同型瓦を出土

する恋ケ窪堂址が存蕉する。

また府中街道は,旧鎌倉街道と重なり合いながら東京と埼玉の旧武蔵国を縦断する大動脈と

なり,その沿線には,東金子・南比企を代表とする大古窯跡群・吉見の百穴・埼玉古墳群など

多くの古代遺跡が存在し,あたかも上野国邑楽郡から五箇駅を経て武蔵国府に達したと言われ

る古代東山道を彷佛させるものがある(田名綱 1969)。

今回の調査は,都水道局利根川建設本部による幹線導水管埋設工事に伴なう緊急調査であっ

たが,この地域が国分二寺の中間地域であることから,僧寺および尼寺との関係を見る上に

も,また,国分二寺後方の低地帯にどのような遺構が存在するのか,はなはだ興味を持たせる

地域であり,武蔵国分寺遺跡解明のためには,特に重要な地域ということができる。

註

(1)最近調査された小金井市貫井遺跡・小金井市はけうえ遺跡では,多量の稲荷台式土器が出土していると小

田静夫氏より御教授を得た。
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第2章調 査

調査対象地域は主要幹線道路であり,交通量も多いことを考慮して,われわれは調査を実施

するにあたり,関係機関と協議の上,次のような方法をとることにした。

1. 調査対象地域は都道17号線上が全面,都道145号線上についてはシールド基地(竪坑)

部分とする。これは水道管埋設計画が,都道17号線上においては全面開削,都道145号線

上はシールド工法をとることによる。しかし,都道17号線については一部武蔵野収丘をオ

一プンカットして作られているため,この部分はすでに遺構面が削平されていると判断さ

れ,実際の調査は国分寺崖線の際から南の地域について実施した。

2. 調査に伴なう掘削は,水道管埋設計画に順じ,ユンボにて調査員立会いのもとに遺構面

までとし,遺構の検出されない場合には水道管埋設計画通りの掘削を行なう。

3. 前述の遺構面までの堀削および遺構確認は夜間に行ない,遺構の調査は昼間に実施す

る(ただし,これは都道17号線のみ)。

4、 調査地区の名称は,都道17号線の府中市にかかる約100 mの部分がすでレこ水道管埋設

を終っていたため,便宜上この部分から北を第1地点,南を第2地点と呼称することにし

た。さらに水道管埋設計画で道路上に20m置きに打ってある基準点をそのまま発掘区の

基点とし,両地点ともに北から各々A区,B区・・・・・・の順に呼称した。

また,都道145号線上のシールド基地(竪坑)は第3地点と呼ぶことにした(附図)。

以上の方法で発掘作業は5月9円から9月26日まで,実働延べ126目にわたって実施し,内

訳は昼間の遺構調査45日,夜間の遺構確認37日,整理44日である。このうち整理については,

雨天ないしは調査の合間に遺物水洗,写真および図面の整理等を行なったものである。

調査経過の詳細は工程図(第3図)を載せておいたのでここでは特に問題となった第1地点

D～G区を取り上げて述べることにする。また,地点および区により調査に若干の時間差があ

るが,ここでは記述の都合上併記した。

調査は第1・第2両地点ともにA区から始めた(以下各1A区・・・・・・,2A区・・・・・・と記す)。この

結果,1A～C区は武蔵野段丘を削平しており,ID区以南が立川段丘となり,道路建設の際盛

土をしていることが判明した。即ち,ID～G区にかけての盛土は約3m,2A区では約0.8m
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第2章 調 査

であり,国分寺崖線に向って盛土が厚くなる。従って,1D～G区にかけては遺構面が現道路

面より約4.5m,2A区では約1.3mを測る。

調査地区の概観でも述べたように,ID～G区にかけては国分寺崖線にそって黒鐘公園付近

に源を発する野川の支流によって形成された浅い開析谷(黒鐘谷)が入っている。この谷の幅

は1D区からIG区北側まで約66mあり,この谷に向って立川ローム層はIN区付近よりゆ

るく傾斜している。この谷の部分にはID区北側で表土下に正～Ⅱ。層にわたる黒褐色土層が

認められたので,ユンボによる掘削は表土までとし,以下の層を手掘りで行なった。この段階

でⅡ8層中より,多量の須恵器片および瓦片等が出上し,この面を遺構面と考えたが明確な遺

構ブランを検出するに到らなかった。その後,これ以下の層を慎重に掘り下げていったが,遺

物が出上するのに対し,遺構プランは確認できず,第Ⅳ層の茶褐色上層に到ってようやく住居

跡のプランを確認した。この結果,1D～F区にかけて隣接した7軒の住居跡(SI 6,21～26)

が発見され,この住居跡の発見された地区の黒褐色土層中にのみ遺物の出+が多いことが解っ

た。従って,住居跡の実際の掘り込み面は黒褐色上層中にあり,類似した上が住居跡に堆積し

たものと考えられ,この黒褐色上層より出上した遺物は各住居跡の堆積十中に含まれてぃた可

能性が強い。

註

調査冫こ至る経過で述べたように,この調査は王事施行段階で協議にはいったため,種々の大1、(で難しい状況に

向而した。特に都道17け線は東京都府中市と埼玉県所沢市を結ぶ大動脈であり,1日の交通量も多く,他に辻

凹路がな(・ことから警察の道路使用許可条件に特にきびしいものがあった。即ち,1. 昼間は道路ト下線とも

冫こ確保すること,2. 交通七の安全確保,3. 1日の作業帯が約30m,4.2ケ所同時に作業する場合には,

作業帯の間隔を約300m以「あげることなどである。われわれ調査する側にとって最大のネックは,1と2の

条件であった。都道17シク線の道路幅は最大でも約10m,水道管埋設に伴なう掘削幅は約3mでこれに保安施

設の設置,歩行者通路の確保の分を加えると片側約5m幅の作業帯となり,昼間の上下線確保は難しい。また

道路舗装をはがすためにはユンボを使用せざるを得ないが,これを使用するとユンボの旋目範囲に反対車線も

含まれ,残上を処理するための車両の出人を確保しなければならな(・。

以上の理.山でわれわれは掘削と遣構確認を夜間に行ない,覆下板によって昼間の交通を確保せざるを得ない

との判断にたち,遺構の調査のみ昼間に覆王板の下で実施することで警察側の了解を得た。しかし,この覆王

板をかけるためには,路面から約1mの深さを確保せねぱならないため,遺構[aiのやや浅い地区で一・部遺構が

とばされ,断面で確認するという4<本意な結束となってしまった。また,覆l二板下での調査のため,光量が小

足し第1地,11′,1、D～F区で黒褐色上層中の遺構ブランを確詔でぎなかった。

ついで交通トの安全確保には,側壁の防護が含まれて(・る。道路下には既設のト下水道,電電ケーブル等の

地下埋設物の掘り111があり,多歌の車両通行により崩壊するおそれがある。従い,掘削部分の両側にH鋼をう

ち,ヤリ板をはめて側壁の防護をはからざるを得なかった。結果的にはH鋼の打ち込みによって調査前に遺構

の?一部が破崩され,土層断面も十分ぐこ観察できないこととなったが,この時点ではlトむを得ない処置と考えて

いる。 (西 脇 俊 郎)
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Ⅱ層 序

調査地が立川段丘上から武蔵野段丘下端部にまたがるため,第1地点G～H区を境に北側と

南側では層序が異なるが,遺跡の基本層序は南側に認められる。両地域の層序に以下のとおり

である。なお,調査地は全域にわたって土盛かなされているが,ここでは省略した(第4図)。

第1地点 D区 70.00m

第I層 表土

第Ⅱ3層 黒褐色土 非常に細かいローム

粒および焼土・木炭が混じり,粘質

でやや固い。土器,瓦などを多く包

含する。

第Ⅱ5層 黒色土 非常に細かいローム粒

が混じり,固くパラパラしている。

第Ⅱ。層に漸移的に移行する。

第Ⅱ。層 黒褐色土 第Ⅱ,層と酷似した土

である。

第Ⅲ。層 暗褐色土 赤色スコリアが少し

混じり,粘質である。

第Ⅲ,層 茶褐色土 赤色スコリアが混じ

り,粘質でよくしまっている。遺構

の大部分は,この面より検出した。

この層の上部約10 cm位の間に縄

文土器を包含する。

第2地点 A区

第Ⅰ層 表土

第Ⅱ。層 黒褐色土 細かいp-ム粒が多く混じる。

第Ⅳ層 茶褐色土 ローム漸移層。粘質でよくしまっている。遺構の大部分は,この面より
検出した。

第Ⅴ層 黄褐色土 立川ローム層。

1

L

盛 土

7.00
m

=

1

Ⅰ 盛土

〆-S

こセ;lイ・′・"シて゛ビ箭燕;1.苑
}2,′シ

IIb

IJc

Ⅰ

1??ご
ト.11′.′,′11.1
ト?5.sII,.二▽:?I二Tコ△?1? Ⅳ・

12中1■
赤

1l

沿
第2地点A区

III a

1IIb:

第1地点D区

第4図 遺跡標準層序

(有 吉 重 蔵)
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第2章 調 査

本調査で発見された遺構は,住居跡14棟・溝跡11条・土坑跡3基である。第1地点が住居

跡13棟・溝跡10条・土坑跡3基と発見遺構の大部分を占め,第2地点が溝跡1条,第3地点

が住居跡1棟である。

いずれも奈良・平安時代のものと考えられ,武蔵国分二寺と密接な関係を有する遺構であろ

う。

次に各地点の発見遺構を示しておく(附図)。

第1地点 SI6・21～32住居跡 SD5～13・31溝跡 SK 185～187土坑跡

第2地点 SD4溝跡

第3地点 SI 33住居跡

1.住 居 跡

SI5イ主居跡(第5図,第2図版)

第1地点調査区め一番北で検出された。住居跡の西側て゛SI 21住居跡と重複し,SI6住居

跡の方が新しい。住居跡の東半分は調査区域外へのびているが,一辺約3m程の方形を呈する

ものと考えられる。

カマドは北壁に設置され,焚口の側壁には平瓦をたて,その裏込めに黄灰色粘土と焼土の混

土をつめ,袖まで同様の土で構築していた。なお,袖の構築土の中に完形の須恵器杯がふせた

状態で検出されている。焚口より煙道部先端まで約85 cmである。

住居跡確認面(茶褐色土)より床面までの深さは北壁で約50 cm,南壁で約35 cmを測る。

床面は良好で特にカマドの前面が固くしまり,周辺にいくに従い柔らかくなる。

周溝・柱穴ともに検出されなかった。

SI 21住居跡(第5図,第3図版1)

SI6住居跡の西に隣接し,SI6と重複しているがSI 21住居跡の方が古い。住居跡の大部

分は調査K域の丙側にのびているが,一辺約3m程の方形を呈するものと考えられる。

床面は住居跡確認面と同様に茶褐色土層中にあり,住居跡の北側では新旧2枚の床面が認め

られた。新しい床面は旧床面Q上に黄褐色粘土を貼って床面をつくっている。

住居跡の南東隅に直径28 cmほどの円形ピットが検出されているが,床面からの深さ約17

cmであり,柱穴かどうか疑わしい。

住居跡確認面から床面までの深さは約60 cmである。周溝は認められない。(西脇俊郎)
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SI 22住居跡(第5図,第3図版2)

SI6住居跡の南42 cm,SI 23住居跡の北東70 cmに位置する。平面形は,大半が調査区域

外になるため明らかでないが,西辺で3.36mを測る。

周溝は,幅17 cm,深さ5cmのものが,西壁中央部に長さ1.18mに渡って存在するが,

他の調査範囲内には認められない。

床面は,北隣のSI6住居跡に比べて25 cm程低く,また,壁沿は,中央部よりもさらに5

～10 cm程低くなっている。

壁高は,北壁で68 cm,南壁で60 cm,西壁で45 cmである。

SI 23住居跡(第6図,第4図版1)

SI 22住居跡の南東70 cm,SI 25住居跡の北60 cmに位置する。平面形は,西半分が調査

区域外に延びているため,未発掘であるが,ほぼ4mの方形を示めすものと思われる。

カマドは東壁中央やや南側と,北壁中央部の2カ所に存在する。この内北壁中央のカマドは

住居跡北東部に作られた張出し部によって袖の部分が削り取られているところから,当初北壁

にあったカマドが,張出し部が作られた時点で,東壁に作り改められたものと思われる。北壁

のカマドは,袖の部分が削り取られていることと,西半分が未調査のため,その全容は明らか

でないが,支脚に平瓦の破片が利用されている。東壁のカマドは,カマド壁め補強材として丸

瓦を左右2枚づつ横二段に積み込み黄色粘土で固められている。煙道は未発掘であるが,両

袖・焚口ともに良好な形で残存していた。

周溝は,幅20 cm,深さ12 cmで廻っているが,南東隅でこの周溝のすぐ内側に,床面と

ほぼ同一面に平瓦が2枚伏せてあり,それを取り除くと,径33 x 47 cm,深さ20 cmのピッ

ト状の落ち込みが現われた。おそらく,この.2枚の平瓦がピット状の落ち込みの蓋であり,こ

の落ち込みが貯蔵穴の役割を果たしていたことを想定させる。

壁高は,北壁で68 cm,南壁で31 cmであるが,床面は,ほぼ水平で極めて強固である。

また壁高の違いは,この地域が北から南へ緩やかに傾斜しているためである。

なお,この住居跡の上面,床面より25cm前後の所に,かなり堅い一面を確認した。当初

貼床ではないかと周辺部を精査したが,床面ほどの広がりを持たず,また住居跡と伴なう他の

施設も認められなかった。

SI 24住居跡(第6図,第4図版1)

SI 25住居跡のすぐ南に隣接して発見された。住居跡の東西は調査区域外にのびているが,

ほぼ方形を呈するものと考えられる。

床面は住居跡の確認面と同様,茶褐色上層中にあるが,住居跡の中央部に黄褐色粘土による

?- 13-
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貼床が一部認められた。壁の四周には幅約20 cm,床面からの深さ約2～7cmの周溝がめぐ

り,特に南壁沿いのものが深い。

また,北壁の周溝が切れる位置に一辺約25 cm,床面からの深さ約40 cmの方形のピット

が検出された。また,北壁の両側で直径約80 cm,床面からの深さ約24 cmの円形を呈する

と考えられる落ち込みが検出され,中には焼土と灰が多量につまっていた。カマドの一部かも

しれない。

住居跡の深さは確認面より北側で約60 cm,南側で約30 cmである。

(西 脇 俊 郎)

SI 25住居跡(第7図,第4図版2)

SI 23住居跡の南60 cm,SI 24住居跡の北20 cmに位置する。平面形は.西壁が調査区域

外であり,東壁は,SI 26住居跡によって破壊されているため明らかでないが,南北4.2m前

後の方形を示めすものと思われる。

カマドは,調査範囲内では確認されていない。周溝は,南・北壁で幅15 cm,深さ7cmを

測るが,東壁では,SI 26住居跡の床面が6～7cm下がるので,痕跡も確認されない。南東隅

に径52 cm,深さ14 cmのピッ1・が存在するが,SI 23住居跡の平瓦の蓋付ピットと同様な性

格を有するものであろう。

床面は,中央部分で若干の盛り上がりを示めすが,ほぼ平坦で,また強固である。

なお,この住居跡の覆土上面には,厚さ15 cmに堆積した焼土が全面に広がっている。おそ

らく,住居埋没後,何等かの要因で,窪地であったこの地で,多量の火を焚いたのであろう。

SI 26住居跡(第7図,第4図版2)

SI 25住居跡の東側に重複する住居跡であり,北壁のラインがSI 25住居跡と一致する。平

面形は,未発掘部分が多く明らかでないが,西壁の南端が幾分東に振れてくるので,西南隅に、

近いことを示している。おそらく3.2m前後の方形プランとなるのであろε烏

周溝は,幅15 cm,深さ6cmのものが北壁沿いに存在するが,西壁では,北壁よりに幅20

cm,深さ13 cmの溝が,1m程確認されるが,西壁中央部分までくると,床面とほぼ同一面

となり,消滅してしまう。

床面は,他の住居跡と同様に強固である。

壁高は,北壁で69 cmであるが,西壁の掘り込み面は確認できず,SI 25住居跡の床面から

は,7cm下がる。

SI 25住居跡との新旧関係は,床面の低いSI 26住居跡西側にSI 25住居跡の貼床が存在し

ないこと,およびSI 26住居跡西壁からの覆土堆積状態から,SI 25住居跡よりも,SI 26住居

跡が新らしいものと判断される。 (早 川 泉)
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SI 27住居跡

SI 24住居跡とSD5溝跡のほぼ中間に検出された。調査区の東壁にカマドの先端が若干か

かったもので,住居跡の本体は調査区域外にある。遺物は全く出土しなかった。

(西 脇 俊 郎)

SI28住居跡(第7図,第4図版3)

SI 24住居跡の南17. 6 mに位置する。平面形は,東北隅が肩崩れをおこしているため不正

方形であるが,一辺約2.2m前後である。西側半分は,調査区域外に延びてぃる。

周溝は存在しないが,東北隅に幅30 cm,深さ4cmの不正形の溝や,径29 cm,深さ8cm

の不正形ピットが存在する。

床面は,ローム面には達っせず,漸移層中に作られていて,他の住居跡と比べて軟弱であ

る。

壁高は,南壁で10 cm,東壁で8cmで,極めて低い。

SI29住居跡(第7図,第5図版1・2)

SI 28住居跡の南約10mに位置する。住居跡の大部分は調査区域の東にあるが,一辺約3.5

mの方形を呈するものと考えられる。

床面はローム層中にあり,固くしまっている。特にカマドの前面が著しい。

カマドは北壁にあり,原形をとどめないが,周囲には焼土・灰白色粘土とともに瓦が多量に

堆積していた事から,カマドの芯に瓦を使用していたものと考えられる。焚口から煙道部先端

まで約1mを測る。

西壁の一部に幅約10 cm,床面からの深さ約3cmの周溝が認められた。柱穴は検出されな

″かった。住居跡確認面(ローム層)より床面までの深さは,約15 cmである。

なお,住居跡の北西隅付近に若干の木炭とともに須恵器杯がまとまって出土した。

SI 3g住居跡(第8図)

SI 31住居跡の約15m北に位置する。調査区の壁際にかかったことと,覆工板をのせるた

めやや深く掘削したために,断面で確認した。詳細は不明。本住居跡の遺物はすべて断面より

採取した。

SI31住居跡(第7図,第5図版3)

SD6・7溝跡の約10m北で発見された。住居跡の大部分は調査区域の西側にのびている

が,一辺4m以上の方形を呈すると考えられる。

床面はp-ム層中にあるが保存は極めて悪く,根による攪乱が激しい。東壁の北寄りにピッ

トが3ケ重複して検出されているが,いずれも新し,いものである。
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P?????町?

冫- 1罎漠龜酸閣

◆中

～

1

2

′ 1暗褐色土 下部はロームを多量に含む

2茶褐色土 焼土・木炭を含む

r

65?50m

1
1

0

2L1-?-

85.5[1m

lm

3 1茶褐色土 焼土・木炭を含む

2黒褐色土 ロームブロック多量混入

3黒色土 ローム・焼土を含む

第8図 SI 30 (上)・32住居跡,SD 12溝跡断面図(下)

遺構確認面からの住居跡の深さは北側で約20 cm,南側で約45 cmである。

なお,本住居跡からは置カマドの破片が出土している。

(西 脇 俊 郎)

SI 32住居跡(第8図)

SD 12溝跡に重複する状態で,その南側において確認された住居跡である。平面形が不明な

のは,側壁を防護するために打ち込すれたH鋼に矢板を取り付ける作業で,側壁を数10 cmの

厚さで削り取った段階で,住居跡が出現したためである。

壁高は,南壁で35 cm,北壁はSD 12溝跡によって破壊されている。

なお,昭和51年12月,東京都北多摩北部建設事務所による府中街道補修および歩道設置工

事に伴なう調査で,この地区の西側地域の調査が行なわれ,本住居跡に接続する部分が確認さ

れているので,詳細は後日の報告に譲ることとする。

SI33住居跡(第9図)

第3地点に位置し,住居の南半分を電々ケーブルとガス管の掘山に壊されているため全体は

明らかでない。破壊をまぬがれた北壁と西壁の遺存部分の長さはそれぞれ約2.9m,約2.2m

を計り,ほぼ方形の平面形を呈するものと考えられる。カマドは,北壁中央部に位置する。

本住居跡は,茶褐色土(ローム漸移層)上面で検出され,壁高は北壁・西壁ともに約30 cm

であり,ローム層を床面としている。

カマドは煙道部分が壊されていたが,南北約72 cm,東西約80 cmの規模であり,北壁外

に30 cmほど半円形に掘りこまれている。カマド全体に多量の瓦が遺存してぃたが,側壁部

分に構築時の姿を止めており,瓦を芯として褐色土で構築されていた。

・?- 19-
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1,.??,1-??-ヤ

床面は,全体にやや西側に傾斜しており,固くしまっている。周溝は,北壁下のカマドより

西側部分と西壁下に検出され,幅約15 cm,深さ5～12 cmの規模であった。北東隅に柱穴と

思われる径約46 cm,深さ約20cmのピット1個が検出された。

(有 吉 重 蔵)

2・溝 跡

SD4溝跡(第10図,第6図版2・3)

第2地点で発見された唯一の遺構である。幅約1mの南北に走る溝であり,遺構確認面か

らの深さ約30 cm,底面はほぼ平坦,壁の立上りはやや急である。南北両端ともに調査区域外

へのびている。遺物は全く検出されなかった。

SD5溝跡(第10図,第6図版5)

SI 27住居跡の南に位置する,北西から南東に走る素掘溝であり,調査区域の東へのびてい

る。溝の北西は幅約50 cmであるが,南東に向うに従い幅が広くなる(約lm)。遺構確認面

からの深さは約10 cmと浅い溝で,底面はほぼ平坦である。また,溝の周辺に計15ケのピッ

トを検出したが,性格は不明である。

SD6溝跡(第10図,第7図版1)

SI 31住居跡の南約7mの位置にある。長さ約5.5m,幅約90 cmのほぼ南北に走る素掘

溝であり,遺構確認面からの深さが約llcmの浅い溝である。

SD7溝跡(第10図,第7図版2・3)

SD6溝跡の東に隣接し,平行してほぼ南北に走る素掘溝である。最大幅は約1.lm,深さ

は遺構確認面から約30 cmを測る。底面はほぼ平坦で,壁の立上りはやや急である。溝跡の

ほぼ中央に長さ約3m,幅約40～50 cm,底面からの深さ約15 cmの小溝がある。溝は南北

-20-



方向ともに調査区域外にのびている。

SD8溝跡(第10図,第8図版1)

SD7溝跡の約8m南で発見された,東西に走る素掘溝である。最大幅約1.5m,遺構確認

面からの深さ約30 cmを測る。底面はほぼ平坦で,壁の立上りはゆるやかである。溝跡のほ

ぼ中央南壁よりに土坑状の大きな掘り込みが認められる。

SD9溝跡(第10図,第8図版2)
1

SD8溝跡の約36m南で発見された。最大幅約50 cm,遺構確認面からの深さ約23 cmを

測る。調査区域の西にのびるが,あるいは土坑かもしれない。

SD10溝跡(第10図,第8図版3)

SD9溝跡の約20m南に泣置する。最大幅約50 cmの南北に走る素掘溝であり,遺構確認

面からの深さは約6～16 cmを測り,溝跡の北で深く,南にいくにつれ浅くなる。底面はほぼ

平坦である。また,溝の南側でSD11と重複するが新旧関係は不明である。南北ともに調査

区域外へのびている。

SD11溝跡(第10図,第8図版3)

SD 10溝跡のすぐ西側に隣接する。溝跡の南側でSD 10と重複する素掘溝である。最大幅

は溝跡の北側にあり約50 cmを測るが,南にいくにっれ細くなり約30 cmを測る。遺構確認

面からの深さは約20 cmであるが,これも南にいくにっれ浅くなり約6cmとなる。

SD12溝跡(第8・10図,第9図版1・2)

SI 32住居跡と重複し,SI 32よりも新しい。幅約1mの東西に走る素掘溝である。遺構確

認面からの深さは約50 cmを測る。東西ともに調査区域外へのびてぃる。

SD13溝跡(第10図,第9図版1)

SD 12溝跡の北に隣接する。当初,土坑と考えていたが,その後の調査によりさらに西側に

のびていることが確認され,溝であることが判明した。幅約1.2m,遺構確認面からの深さ約

10 cmを測る。

SD31溝跡(第9図版3)

SD 12溝跡から約14m北で確認した。調査区に覆工板をかけるため,やや深く堀削したた

めに断面で確認した。幅約80 cm,深さ約40 cmの東西溝である。

ゞ

(福 田 信 夫)
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第11図 SK185～187土坑実測図

3. 土 坑

SK185・186・187土坑(第11図,第10図版)

SD 12溝跡の南方,第1地点Ⅴ区で発見された径1m前後の円形の土坑である。深さは,

平均して13 cm前後で,ローム粒子を含む黒褐色土が一様に詰っていた。

この手の土坑は,武蔵国府ならびに埼玉県下に類似したものが確認されているが,性格は不

明である。

(〒. 川 泉)
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第2章 調 査

1.奈良・平安時代の遺物

SI6住居跡

(1)土師器

いずれも小破片であり,全形をうかがえるものはない。

杯

口縁部のほぼ直上するものおよび外反するものがある。いずれも体部にはヘラケズリはみら

れない。口辺部外面より内面全体シこ横ナデが施されており,底部はヘラケズリされている。

壷

ほとんどが体部から肩部にかげての破片で,体部は縦方向の一ラケズリ,肩部は横方向のへ

ラケズリが施されている。

ユ\
ー 付婁

体部にふくらみをもち,コの字状口縁を呈するものが出土している。

(2)須恵器

杯(第12図1～6,第12図版)

いずれも内外面ともにロクロ調整が施され,底部のログロからの切離しは回転糸切りであ

る。体部がほぼ直線的に立ち上がるもの(1・4・5)と,やや内彎しながら立ち上がるもの(2・

3・6)の2グループにわけられる。また3・5は口唇部がやや肥大する。色調は1・2・4・6が

全面灰色ないしは青灰色を呈すのに対し,3・5は体部内外ともに灰色を呈し,底部が褐色を帯

びている01～5には粘土紐巻上げもしくは輪積みと考えられる痕跡が認められる03はカマド

内出土,5はカマド左袖の芯に使われていたもの,他は覆土内の出土である。

その他,底部周辺に回転ヘラケズリのみられる破片が若干出土している。

蓋(第12図7,第12図版)

扁平なつまみをもち,口縁部はくの字を呈し直立している。肩部より上は回転ヘラケズリに

よる調整が施されており,色調は灰色を呈す。

須恵器では他に大形嬰の破片が出上している。

(西 脇 俊 郎)

(3)瓦

男(丸)瓦(第13図1,第11図版)
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13-1 無段式の瓦と思われ,凸面は縦方向のナデが施されており,凹面は布目圧痕をとど

める。胎土は礫を多く混じり,焼成は良好で青灰色をしている。

女(平)瓦(第12図8,第14図1～3,第15図1,第11図版)

12-8 そりのない板状のもので,凹面は布目圧痕下に糸切り痕をとどめ,凸面は太い縄の

叩き目痕がある。端面は2面にヘラケズリされている。凹面の布目圧痕が端面内側で終わり,

その部分に段差がみられる。

14-1 厚みが約2.7cmの厚手のもので,凹面は布目圧痕下に糸切り痕をとどめる。凸面

は縄の叩き目痕が側端に平行してあり,縄目が両端まで通ってぃる。

14-2 凹面に布の継ぎ目痕をとどめる。

14-3 凸面は小さい斜格子に「荏」の文字を配す押型がある。

15-1 広端の一部を欠失しているがほぼ完形のもので,凹面は布目圧痕をとどめる。凸面

は縄の叩き目痕があり,縄目の不連続面が縦方向に約5cmおきにみられる。端面は全てヘラ

ケズリされており,特にた右両端面は2～3回のケズリが施されている。色調は赤褐色をして

いる。

これらの遺物は12-8・14-2・14-3が覆土中,13-1・14-1・15-1がカマドより出土し

ている。

(有 吉 重 蔵)

SI21住居跡

土師器・須恵器ともに小破片の出土であり,図示し得るものはない。

(1)土師器

杯

底部ヘラケズリ,体部に頭による整形痕を残すものがある。

椀

口辺部から体部にかけての破片が出土している。体部は横方向のヘラケズリが施され,口縁

部外面から内面にかけては横ナデ,内面全体にヘラミガキが施されている。

壷

口縁部が弓状に外反し,肩部に横方向のヘラケズリを施したものがある。

台付妻

コの字状を呈する口縁部破片および外に強くふんばる脚の破片が出土している。

(2)須恵器

杯および皿
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第2章 調 査

杯には体部がやや内彎しながら立ち上がり,口縁部が外反するものおよび体部から口縁部ま

でほぼ直上するものがある。底部破片はいずれも回転糸切りである。

皿は底部より体部にかけての破片であり,底部には回転糸切り痕を残す。

その他,灰釉陶器の小破片が出土している。

(西 脇 俊 郎)

(3)瓦

宇(軒平)瓦(第16図5,第12図版)

16-5 瓦当面の半分以上を欠失しているものであり,内区文様は中心飾から左右に伸びる

均正蔓状唐草文である。顎は段顎で女(平)瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。凹面は瓦当面

近くは横ナデされており,その他は布目圧痕が残っている。凸面は縄の叩き目痕が顎部まであ

り,接合部分は横ナデされている。

男(丸)瓦(第16図4)

16-4 凹面に粘土紐の合せ目痕があり,合せ目を指ナデにより消している。

女(平)瓦(第16図1～3,第17図2・3,第12図版)

16-1・2 凹面は布目圧痕をとどめ,凸面は格子の叩き目痕があるが,2は布目圧痕下に糸

切り痕がみられる。

16-3 凹面は布目圧痕をとどめ,凸面に縄の叩き目痕がある。

17-2 凹面広端・側端はヘラケズリされており,凸面は縄の叩き目痕がある。

17-3 凹面は判読不明のヘラ書きがある。胎土に白色の小さい繊維状の物質を混じる。

これらの遺物は全て覆土中より出土している。

(有 吉 重 蔵)

SI 22住居跡

(1)瓦

女(平)瓦(第17図1,第12図版)

17-1 覆土中より出土したもので,凹面に陰刻の縁取りをした押印があり,陰刻された文

字は「荏」を表わすものと考えられる。凸面は斜格子の叩き目痕がある。

(有 吉 重 蔵)

SI 23住居跡

(1)土師器

杯(第18図1～5,第13図版)

口縁部を1～2cm前後横ナデし,体部に指頭による調整痕を明瞭に残し,底部をヘラケズ
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リした杯で,pクロを使用せず,粘土紐の巻き上げで成形したものとおもわれる。内面は全面

に横ナデの調整が行なわれている。非常に特徴的な杯で南武蔵に多く分布するようである(1)。

口縁部は外反するものが多いが,図示出来なかった破片の中に直立ぎみの口縁もある。色調

は赤褐色・淡橙色のものが多い。また5の体部には墨書があり,「四」であろうか,はっきり

しない。

妻(第20図1～5)

図示したもの以外に10数個体の口縁部小破片がある。中には台付婁の口縁と思われるものも

ある。

口縁部から頚部にかげて横ナデの整形が見られるが,あまり丁寧ではなく,成形時の輪積痕

を残したり,1・2のように指頭による成形痕を顕著に残すものもある。また,この指頭痕は,

粘土紐の継ぎ目を押し潰すような形で残されている。

頚部の整形は,ヘラ状の工具で頚部を強く削り出し,その後を横ナデした1・4と,頚部を

削り出さずに,単に横ナデしただけの2・5とがあり,そのため頚部と胴部との界は,前者に

はきつい段が付くが,後者にはそれが見られず,滑らかに胴部に移行するもの,胴部のヘラケ

ズリが強く,逆に段の付く5などがある。前者のそれは,所謂「コ」の字状口縁の前段形態に

なるものであろう。

胴部はヘラ状工具によるケズリが,上端は横方向・下半は斜方向に行なわれてぃる。

底部は四方向からヘラケズリさ庇た径4.4cm前後の小さな平底であるが,3のごとき径8.6

cmの丸底風の大きなものも存在する。この3の土器は,おそらく八王子市寺田遺跡第5号住

居跡出土の賽形土器Bに類似したものと思われるが,時期的に問題がある。

註

(1)この手の杯は,多摩川流域および鶴見川流域に多く分布しているとの御教授を福田健司氏より受けた。氏

は,この杯を南武蔵型杯と規定されている。

(2)須恵器

杯(第18・19図,第13図版)

本住居跡出土の須恵器杯の底部切り離し技法は,大半が回転糸切りのままであり(Ⅴ類),

ヘラその他による二次的調整の行なわれて、いるものは少ない。

これらの杯は,器形ならびに技法上から,幾つかのタイプに分類することが可能である。

V-1類(第18図6～9) 器高が低く,底径と口径の差が小さく,全体に器壁の厚い杯であ

る。体部は内彎ぎみに立ち上がり,口縁部は直立する。色調は濃灰色あるいは青灰色を呈する

ものが多いが,中には9のように体部下端から底部にかけて,赤褐色を呈するものもある。お

そらく重ね焼をしたために半焼状態になったのであろう。またこの杯の底部には墨書が二文字
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認められるが,判読不能である。胎土は非常に緻密で6を除いて石英の混入が認められる。底

部と体部の界は,6・7は明瞭な稜が付くが,8・9は糸切りの際に食み出た粘土を指でナデ付

けたのであろうか,非常に滑らかな曲線を描く。特に8は,ナデ付けた後に,細い棒状のもの

を底部から体部にかけて擦った様な痕が明瞭に認められる。

V-2類(第18図10～13) ログロによる水挽き痕が顕著な杯である。体部は直線的に立ち上

がりそのまま直ぐに口縁となる01類の土器に比して器壁は薄く,また器高は高い。色調は濃

灰色であるが,10のごとく黄灰色を呈するもの,12のような赤褐色を呈するものもある。な

お,10および12は,重ね焼の結果,口縁部lcm内外は濃灰色・灰色を呈している。胎土は

小石の含有量が多く,11・13などは器壁がザラザラして粗悪な感じがする010は他に比べる

と緻密な胎土をしている。また口唇部がかなり薄手に作られている。

V-3類(第18図14,第19図1～3・6) 内彎ぎみに引き上げられた体部が,口縁部で外反す

る杯である。体部下端には,ロクp調整に際し,底部の切り離し位置を明確にするためか,外

側の指を深く食い込ませて底径を作り出している。そのために体部下端よりも底径はlcm前

後小さくなっている。特に19-1・2は,それが顕著である。色調は濃灰色・淡灰色あるいは

18-14のような半焼のため淡橙色を呈するものもある。胎土には,白い繊維状のものが特徴的

に認められる。この混入物はV-2類の一部にも認められ,特定の生産地を示すものと考えら

れる(1)。

Ⅲ。類(第19図7) 体部下端および底部外縁部に回転ヘラケズリの見られる杯である。口縁

部は多少外反ぎみであるが,さほど顕著ではない。図示出来たものは1個体であるが,他に同

様な底部破片が9個体ある。その内体部下端にヘラケズリが行なわれているのは1片であり,

全面回転ヘラケズリ(Ⅱ類)になりそうなものが1片ある。

椀(第19図4)

底部を回転ヘラケズリした椀である。口縁部は外反し,茶褐色を呈するが,破片のため全面

ヘラケズリしてあるかは明らかでない。

蓋(第19図10・11,第13図版)

扁平化した宝珠状の鉗を持つものが図示した以外にも3片ある。10も同様な銀が付いてい

たと思われる。ロクロ水挽き後糸で切り離し,ヘラで調整している。また11の所謂天井部は鉗

を強く押し付けたためか,幾分落ち込んでいる。

瓶(第19図8・9,第13図版)

口縁部の形態は不明だが,糸切り痕を明瞭に残した9と高台の付く8とがある。特に8は,

非常に硬質な焼上がりを示している。

妻(第20図6,第13図版)

ご東
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かなりの破片が出土しているが,図示し得るものは少ない。口唇部の形態は,口唇が鋭く尖

った所謂「鳥頭状」を呈するものが多く,平縁のものは少ない06は鳥頭状口唇の典型で,

43 cmの口径を有する大型の婁で,口縁部に櫛描きの波状文が見られる。この波状文は他の口

縁部破片の大半にも認められるが,無文のものもある。底部は,径12～14 cm前後の大きさ

で,高台の付くものと,付かないものとがある。

(早 川 泉)

註

(1)小林重義氏によれば,胎土に白い繊維状の混人物を有する土器は,埼玉県下の国分期の遺跡に非常に多く

出土するとのことである。また神奈川県鳶尾遺跡・本郷遺跡の資料の中に,この手の土器が若干含まれてい

るのを実見している。

!(

(3)瓦

宇(軒平)瓦(第26図6,第14図版)

26-6 瓦当面のゴ部を残す小破片であり,内区文様は直線波状文がヘラ書きされている。

男(丸)瓦(第21図1・2,第22図1・2,第14図版)

21-1 狭端の一部を欠失しているが無段式のほぼ完形のものである。凸面は丹念に横ナデ

されており,凹面は布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕がある。左側端を除く3端はヘラケズリさ

れており,広端左右は少し隅切りされている。左右両端面は2面にヘラケズリされている。

21-2 狭端がすぼまる砲弾形の有段式完形瓦で,全体に薄手に作られている。凸面は部分

的に縄の叩き目痕をとどめ,横方向の軽いヘラケズリの後,ナデを施している。凹面は左側端

寄りに布の継ぎ目痕がある。端面は全てヘラケズリの後,ナデを施している。

22-1 広端を欠失しているものである。凸面は丹念に横ナデされており,広端寄りに「父」

の文字がヘラ書きされている。

22-2 全体に厚手に作られており,焼成は不良で黄褐色をしている。凸面は凹凸が顕著で

雑に横ナデされている。凹面は側端に対して斜方向に布の重ね合せの痕跡があり,桶巻作りに

よるものと考えられる。上に重ねた布の末端はまつりなどはなく,ほころびたままである。布

目圧痕下に粘土紐の合せ目痕がある。左右両側端はヘラケズリされている。端面は全てヘラケ

ズリされていて,広端部は小さく隅切りされている。

女(平)瓦(第23図1,第24図1,第25図1,第26図1～5,第14～16図版)

23-1 広端を欠失しているがほぼ完形で,凹面は布目圧痕下冫こ糸切り痕がみられる。広端

を除く3端はヘラケズリされている。凸面は縄の叩き日痕があり,縄目は両端まで通ってい

る。叩き板は幅4cm,長さ25 cmほどであると考えられる。

24-1 完形瓦で,凹面は布目圧痕下に糸切り痕がみられる。広端布目圧痕上に側端に平行
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して幅1,0～1.7cm,長さ3.2cmの細長い板状の圧痕が7本連続してある。狭端はヘラケズ

リの後,指により横ナデされている。凸面は縄の叩き目痕があり,広端左寄りに糸切り痕と思

われる条痕がある。左右両端面はヘラケズリされている。また左側端面は凹面の布目圧痕が中

ほどまで連続しており,分割突帯の布目がぐいこんだ痕跡と考えられることから,桶巻作りと

思われる。

25-1 狭端の一部欠失しているもので,凹面は左右両側端にヘラケズリを施した後丹念に

横ナデしている。広 ?ア
ー 1 り,文字は広端を上位置にすると逆字ながら「上」と

読める。凸面は格子の叩き目痕がある。端面は全てヘラケズリされている。

26-1 凹面は狭端寄りに「主」の文字がヘラ書きされている。広端・左側端はヘラケズリ

されている。凸面は縄の叩き目痕がある。焼成は良好で一部に自然釉がみられる。

26-2 凹面は布円を縦方向のナデにより消しており,側端は2面にヘラケズリされてい

る。

26-3 凸面は小さい格子の叩き目痕が密にあり,端面に陽刻の縁取りのある押印がある。

文字は「那」 と考えられる。

26-4 凹面は布目圧痕上に幅3.5cmほどの板状の痕跡がみられる。側端はヘラケズリさ

れている。凸面は細い縄の叩き目痕があり,縄目の不連続面が縦方向に約12 cm,横方向に約

5cmの間隔でみられる。広端面・側端面はヘラケズリされている。

26-5 凹面側端はヘラケズリされているが,この部分は他の面より一段高くなっており,

約0.3cmの段差を生じている。布目圧痕は段の部分まで連続しており,一枚作りと考えられ

る。凸面は斜格子の叩き[I痕がある。

これらの遺物は21-1・21了2・22-1・22-2・23-1・24-1がカマド,25-1.26-1は南

東隅ピット,その他は覆上申より出土している。

(有 吉 ,重 蔵)

(4)鉄製品

釘(第27図2・3,第13図版)

径7mm前後の方形の断面を示めす釘である03は折れまがっているがほぼ完形である。

刀 子(第27図1,第13図版)

現存部の長さ5.5cmの刀子である。

-36-



Ⅳ 物

7
2′

\
3

????????????????????????????l

--

?????????????????????1

4

゛雫
5

10

-1

71

園
～

一

゛;腎ナ
ア穢夛′

一一一一一一一

))I1

=べさ

゜笑悪′

1?

一
???????????j

6

ナ????????由?????????????????????????j

8

系?2,
゜l頓冨1

゛゛IごSS杯)シ:)"～

?1L

曝、む
??????????????????????????1

????????????????????1

11

一

′;誹
l)、〉

?????????????????????????????????ノ

???????????町????????????????????1

/一

1,、,/-
?ノ

12

マ弓;?

・i5,叡・7?',,s&s)
鹸昭ビ

(》

トザ
5 10cm

N己又
辺閤グ′

lλ、工F

飄
I
l

第18図 SI 23住居跡出土遺物

-37-



査2 章調第

7

B

ズ

-

に

一

-西戸へ戸鴨♂呟8一つ?

?、????ψ?ト==:==

-

??????????????????
一

ー 一

???????い???イ???ml???

2

1

?????????1

レ、8X

\
一

〆

xり(

一一一/一?.

璽一
-

゛(夕

((:杼
皐

-一

?二ニニ7;?二====二5???イ?い1

-
f彩C8

一

-

3

r??????I?????????

一

―?1―???????P

/?(

輔

I???ト?ノ

―

9

r??C

-

畠
一

??ml???!=??????????????
?????岬??????????????

一

-

,
,
,
l
ヘ
ド
?
・

's-,>r
一一

一

4

一

==二=二;壬ど三三三三?三三D一

5

O1

=

???―?????????メ?
一一

一- -

??シ?戸?μ??????????ス

????削??????????―?????レ??リ)
??.?????1

11
lgclll

1

50
」

図19第 SI 23す居跡出土遺物

一38-



ε
o
ロ
声

一

一

一

\

-

父
\
V
一

Ⅳ
ajj

/
,

r

2
/

/
一

1

参
痩
剖
ヨ
酋
国
如
o
N
}
の
 
区
o
N
派

\
艷

11

1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?

ー

1
-

1

l

\

1

\
、

\

゛
\
-

ζ
5
、

～

1
?
?
I
1
?
?
?
?

l

↓

↓

》

〜
1
、
U
冫
I
J

,
.
l
?
″
?
?
h

一

?
?
?
?
ノ

1

l

1

l

l

5
ノ
N
,
,
l
゛
?
l?

イ
、
l
?
?
I
?
5

↓

↓

↓

↓

L

(
Δ～

一39-



査調章2第

I

-

プ

\

??

1ミ

一

》

覧I?

゛1
〆―

;i

?゛?.
イ

冫

1

;

:

4

『
戸
い
・

ナ

シ

-

=.

牙

1

?、

′
デ
ハ
,
?
、
了
,
.
1
イ
一
?
H

〆
?

J-?・

l

＾

1;

懺?Fリ

へ

J〕.

デ

うへ

?馬

ぞ

―1?

1

l

/
ゞ

)

l

(
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
・
説
・
"
゛
“

づ

ロ

・
,
?
一
、
ン

ζ

町

Ir

～

7
東
、

5?

鳴?
ゼI

?、?・

(

・:f

～

乙
“
・
(
′
・
"
帆
〆
一
力

、・?
/

?、
1

′一夕7▽?シ?1鳴?

l

!
tl}

?..一止
1

コ?

-一' . '-J'

、?
5ゝiゞ

?、-
1;“

β1

ハ

コ?1?-

2

10cm5[一

第21図 SI 23住居跡出土遺物

一40-







?r

1

.、・ミー!?-
lへY

=?レへ
yト Jピ ＾b?

?+
?Iへ
1花シ

N7ζ゛ =:)、=゛
r～?

～pや???

一 ?づ,

?囁? μ=

4J,?1…Oハン、,,五

;ご」.7゛L.ζ;-
2:ぐ

「鳴

H? Tケ?

-

?J

(

l

『?

1メ・:1～Q,,

iう゛ζ9
一

′
―
!
゜
=
l
゛
へ

4

一
ナ
(
(
ト
)
?
泌
室

で
ル
;
ゞ

レ
゛
d
一
?

ψ

〆

1
・

)

・
呂
6
休

ト
a

I

l

1
ζ
込

穴
,
邊
江
(
一

て,

ミ
′
s
?
ご
)
ク
\
叩
・

H
ジ
1

へ

船ト二
Z

屹
ラξ

イ
、
ρ
一
t

一
゛
n
{
ん
"

そ

)1

\

-

・:゜゛、?デ、、悌1二;・こ],

1- .二。″:-V,歳。ガー2′・5・゛辛、一1≦:、2ニl!3二′2[:跡″′こ、′゛・ミ

一

;:・;輻タ→ミ ュ:′スe1゛ 3ユー ざ9:゛ご“==二:,・゛一 、,5;二==シ、r-シー・4人エ,.
?勢 一?-ー・;く,二乙

lざ

争

1)
1d)

リ

〆

一
烏
2
Ⅵ
=
v

ゝ
(
曳
拭
一
剋
一
N
一
一
元
一
☆
(
鴛
゛
′
゜

嘱

:

幻

r

ゐ
守
劇
か
→
一
?
二
る
慮
劉
々
印
}
の
N
}
の
 
短
二
寸
N
棹
愉

??

1

Y ε
O
一

一

I
冫
J
I
J
-

リ1

一

一

ー

一、.- 一

一43 一



づご←

S
? 粉・′,7-ー

7～1
絹し?

???hmlナ ク?ゝ

＾F〆

リ

、一、.-ψ〆・.Wtこ rへ、
へIり

さ訃中?〉x
19ゞ .1.!、?っご,

ψ?
へイ

- ?い、1・

?15.h ?》町?-
二

鋸
親
(
士
二
溢
゜
蔦
嬰
[
)
の
N
}
の
 
区
o
N
派

j

?
i
?

ン
Δ
よ

\

1
ゝ
引
冫
・

ε
o
ロ

ll'l-

\

人

11

,′

-

一

s ゛?,″′

b?

I

J

゛,

ぇ、;2

ド

-

I

〉ぶ

!
シ,

り

ノ

・)
/

′
ク
1
?

ゝ?

/

・～

?・:二?・;};]
7?

4

二必
Lr

、う".

yt

?/

【1

1
?
番

I?

ー

中h???

V)～1

ー

?
N

1.涜一

ー
1

??

←

・オリ、

S

?,1、

一

～

一

3
一

(.

゛・.

ラ

?
＾
F

〆"

?
d

～

1
J
゛
?

＾

覧

J
l
執

l
?

?
 
?
乍
一
一
゜
?
一
゛
・

゛
?
,
 
〉
,
゛
,
?
ヴ
 
\
冒
?
1
,
!

欠
゛
,
八
、

ノ.

Tぐダ

??1

・!E?′-ヌ二

な

六)

〉
-

.′・(

》

5?

z?

フ?、～

ウ〆

J

c
コ
?

一

},.

〆
Z
c
?

こ

1
′
ゝ
上

?
?
I

乙
ζ

冫)?,
ご

シ
1

J

J?
\゜

一

1
・、?

→
f
f

?
ら
、
?

?
J
7
1
,
\
″
・
げ

1

J

3

′
西
?
υ
?
杏
)

゛:

?
f

12

ゝ,・

、.1,;:"・・j・ゝ,
ミ、?:,′;こ

身
?
-

t
l
?
吃
ン

1

1
1

J

2?

fさ

)

笑

?
\
、

i

1
2′(

シ

l＾\

31

44???―????町



Ⅳ 出 土 遺 物

負

1
←

-

rシ

西

、
ゝ
゛

少 ?L

=宕
ζ
晩
,
.
.

か

、ナ

娠
作
改

実
゛
ド
庖

腎

昏ッ

\＾

y直ラ

)ζi
?2

?イ

リd

らゞト2?\
!
1
『

♂

)
゛
ト

.19
/
?
゛
?

5

登゛・?[

七去
\覧皐7jJ

;、:4
1)へ44h

～

トδ?
C 8ミ・?1さで・

県?と
i]らS鉢却・?(

5(八a:ご

?,?こく1(?、:・弧゛?:烈Σ′:.
・::;??5j父“くζ,ア穴iぐ、契′

?÷?]1セjぐ,
710 夕弥゛

゛5,・゛・返゛・・′・〉、・

1ラ゛?J?ご
公

霧

℃?

Z

ζ

一

?1〉

,x-べ
7喝.

π
t
l
?
l
?
l

r7

゛,/l

ごN,ζZ:,:,、.
′?;

・゛?:′?、

(?

Lご1浅冫′ご“上{

秩j,Wi見
??M

ト 1
籏ノυゝ

15

1

ペ、2J

ζ?

二,′j,!9・・ふ
)

9ゝ?

??1″:
4,2?′:′・゛j!.′.

-?
5゛

-

d

“沙?ぺ
一

k

ゞ9

木)一

?―〆 ～ μい甲?v.
J}ベトr1〆吟-1μ,I芝♂ i%'-.':=':.,'::11:二、?2′ゴ′L′!?r-ー鉤?I

VU～P社2ψいhxζん砕〉? ??ヤ

S′?ト
-

\

一

? ??????し・1?′?!1:?.
? ?飾

ゝC ト

冫
h
-
t
…
コ

?ヤ:

)ご
＾.

(゛

ク
?1゛ざニL
?
′
゛
リ
ト
?
ゞ
:
 
ゝ

デ゛巽ベ

;′l詐・
?lr～ 2y1

声?遍の・

己、6亡そj..;}{,.I.:?:ミY′
j[ど夛・!ξ

,、・5?ζ゛
1～＾,よ二Sさz,′

〃ドヘ

)(〈

4?
hン1

二で?警
?1?1

?′ゞ:、;z.
]?j二;゛,j

トヶ

とS暢.

′澗

?ぴ覧7yxグ71" >,:6aa':':..l,a:.プ?\.
1?

?、1

～ご
hf

1p? y漱
,苛,g℃雪べ R←砕11L,

L :螢j2

Fレ:J)2:゛;?ン;=鳩さ?Tk
1?-5.,

神

?二Zビダ]ξ(,λf・?;?j

゛飄)李》
讃鱗;"ゝ

i

一
一

?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
那
一
,
(
?

1?

?
1
ノ

へ

:寥?
=ユ

{へ

i.

゛;1,
々,)コ

?〉

ド

?
t
『
じh?h

゛
ゞ
h
箒
・

?
七
t

[ご支:
ペ

?′二

t

1

\

j.

ご一ノ

セ

1、

;

&
1ニ?
ラ

?
1
伽
l
イ
\
,
V
η
弓
1
う
゛
\
?
鵡
r

=〉
、〆

〆

1、

少ミ:・
・〔i゛

′一、t
?へむ

』
ト
◆
V

-

2?べ?、

龜?

ぐ

ゝく

ゞ

い
b
゛
一
′

『
:
本
゛
4
?
′
一
゜
?
0
徹
′
い
六

l
?
2
゛
1
d

c
・
-

l
?
、

:?

゛
冫
了
冫

5;

廊
り
口
潤 ク

・ゞ2

?く?二

τ
ク

ゞ゛?:2
ゞ,

?1、

、′

ル

、コベ

シX

,哩・
t
f
p
)
ゞ
′
゛
一

へ

,?

よ?

で゛

～

,柑湾頽ζ)
,gク。:・、)

會
ゝ、 ら

一

1支1
・?3ご

記追゛r
i?代゛・應

シ!σ○・我や,jコi,

才

1ツ
イ
っ,y1101.lil,i
隋1

ネイト

1゛・嘔
1yh

?k?
?『

ミct Cト

せ町

公ざ
七

zト

゛・?♂ 葵抛ト
32≧5
?I

～?
?ダ1

戸

「:ミ]iSゞ

へ
吻v!

匁5

リ: ≦並

―

0 ご一

-

一71?{～

一
)
裂
一
豹
=
・

h
母
?
A
n
゛
゛
一
?

参
禦
午
玉
溢
凶
セ
o
N
}
の
 
X
o
?
派

冊芸
i雪一%lえ3:碗ご・3

こ:゛?′イ
ζ:・躍;12趣赫喝]藝:;.

j・・・-,1?zI蹴・分

2
-

5
=
ー

5〆ゝ

1

～

-

ζ
―岬

;噌 リ!e
く

;
1へ?

『,こい′?=

ノ

ー45 -



第2章 調 査

\ミ、′(
一

1

」?.1.
一

ユ )

一一 -

1

二?嘱′?

y

=S

NIシシ

1

鶏 1

l
1

-

〃

リ

峠
1
′
q

シi

3

-

1
自
5
?
?
5
?
?
?
?

(週

一

0

2

0

0
ー

丁
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F
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-

SI24住居跡

(1)土師器

杯(第28図1・2,第17図版)

1は体部から口辺部にかけての小破片から復元したものである。体部はゆるく内彎しながら

立ち上がり,門辺部がやや外反する。体部中央は指頭による調整,口辺部から内面全体に横ナ

デによる調整が施されている。

2は平底で体部が内彎しながら立ち上がり,口辺部はほぼ直上する。底部はヘラケズリ,口

辺部の外面から内面全体に横ナデによる調整がみられ,内面には放射状の暗文が施されてぃる。

他に小破片であるが,体部から口辺部の外面に横方向のヘラミガキを施し,内面に放射状の

暗文をもつ,口辺部のほぼ直上する杯が出土している。

(2)須恵器

杯(第28図3～11,第17図版)

すべて底径と口径の比の小さいやや浅い感じのする杯である。右回転のロクpによる調整が

施されており,ロクロからの切離し後の底部再調整の技法によって4類に分類できる。

Ⅱ類(11) 底部全面に回転ヘラケズリが施されており,ロクロからの切り離しはおそらく

回転糸切りであろう。回転ヘラケズリの方向は中心から外辺に向って,ラセン状を呈す。

Ⅲ8類(4・9) 回転糸切り後,底部周辺と体部下端にわずかながら凹転ヘラケズリを施した

-46-



ものである。

Ⅲb類(3～9) 回転糸切り後,底部周辺にのみ回転ヘラケズリを施したものである。

Ⅳ類(10) 回転糸切り後,底部周辺に不定方向の手持ちヘラケズリを施したもの。

いずれも,体部は,やや内彎ぎみに立ち上がり,口縁部は8のやや外反するものを除いて,

他のものはほぼ直線的に開く。

3・5・7・8・11には,粘土紐巻上げもしくは輪積みと考えられる痕跡が認められる。

胎土には,白い繊維状の物質の混入したものと(3・5・8・10・11),混入していないもの

(4・6・7・9)があり,これは生産地の違いを示すものではないかと考えられる。

色調は,10がやや褐色を帯びるほかは,すべて濃灰色もしくは青灰色を呈す。

椀(第29図1・2,第17図版)

底部のロクロからの切離しは不明。底部全面に回転ヘラケズリによる再調整が施されてい

る。体部はやや内彎しながら立ち上がり,口唇部は強く内彎する02の底部はやや丸味をも

ち,口辺部内面に沈線がめぐる。また,1の体部外面にはヘラ状工具によると思われるロクロ

調整痕が明瞭に残る。色調は1が青灰色,2が灰色をおびる。

鉢(第29図3,第17図版)

底部からやや内彎しながら立ち上がった体部は,中央で強い段をもち,ここから口辺部にか

けて強く外反し,底部には回転ヘラケズリによる再調整が認められる。体部内外面ともにロク

ロによる調整が施されている。色調は灰白色。

その他,図示し得なかったが,大形婁の破片が出土している。

(西 脇 俊 郎)

(3)瓦

男(丸)瓦(第29図5,第31図1・2,第17 = 18図版)

29-5 凸面は「埼」の逆文字を陽刻した押印があり,凹面は粘土紐の合せ目を指ナデによ

り消している。

31-1 有段式の完形品で,凸面は縄目の叩き後,丹念に横ナデされている。凹面は布目圧

痕下に粘土紐の合せ目痕があり,広端から狭端方向に巻き上げられている。広端および側端は

ヘラケズリされている。側端面は側端部の後,ヘラケズリされている。焼成は良好,色調は黒

灰色をしている。

31-2 狭端の一部を欠失している有段式のもので,凸面は縄目の叩きの後,丹念に横ナデ

されている。凹面は布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕がある。左側端を除く3端に布の縫い合せ

痕があるd側端および側端面はヘラケズリされている。焼成は良好,色調は黒灰色をしている。

女(平)瓦(第29図4・6・7,第32図2～4,第17・18図版)
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第2章 調 査

29-4 凹面は細長い板状のもので押しつ

けられた「大」の文字があるが,この種のも

のは「大里」の二文字を一単位とするもので

あり,「里」は欠失している。

29-6 凹・凸両面に縁取りのない押印が

あり,陰刻された文字は「豊」と思われる。

29-7 凸面は「荏」の陰刻文字を配する

斜格子の押型がある。

32-2 凸面は格子の叩ぎ11痕が密にあ

り,その上に縁取りのない押印がある。盆弧

された文字は「豊」 と考えられる。

32-3 凹面の狭端および側端は幅広くヘ

ラケズリされている。凸面は不定方向に縄の

叩き目痕がある。側端は狭端方向にヘラケズ

リされている。

32-4 凹面は広端に平行して横ナデされ

ており,布目が消されている。凸面は細かい

格子の叩き目痕が密にある。

隅切り瓦(第32図1)

32-1 凹面に布日圧痕をとどめ,凸面は

大きい斜格子の叩き目痕をとどめる。
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第30図 SI 24住居跡出土遺物

これらの遺物は全て覆土中より出土している。

(有 吉 重 蔵)

(4)鉄製品

釘(第30図1,第18図版)

全長約11.5cmの角釘である。先端部をわずかに欠損する。

鑓 鉋(第30図2,第18図版)

全長約13 cm,関づくりの長い茎をもち,先端部は扁平である。

(西 脇 俊 郎)

SI 25住居跡

(1)土師器
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SI 25・26住居跡出土遺物図33第
一

杯

図示出来るほどの個体はない。小破片から観察すると, 口縁部を横ナデし,体部は手捏のま
ま二次調整を加えず,底部をヘラケズリした杯である。 暗文は無いが,SI 24住居跡出呈の第
28図2の土師器杯と類似してぃる。
妻

時Mの妻になるのであろ
:?W:,.'!gmvc$UffiJ T爾34:Frltkなlisfys, 底部破片で径8.3cm程のものがある。

0う

比較的古い
―

類とⅣ類に分けるbⅢ

番

底部を再調整した杯で,凡例に示した分類にょると,

器恵須(
2
)
杯 (第33図1～4)

回転糸切り後,

とがでぎる。こ

屯
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第2章 調 査

1・4がⅢb類にあたるが,他にこの類に属する6個体分の底部破片が存在する。ヘラケズリ

の幅は,1のごとく全面に近いものから,外縁部をほんの僅カ>Mったものなどさまざまである。

器形の分かるものは4だけで,口縁部は外反し体部下端は著しく内側に入り込み,僅かな段を

付けて底部になる杯である。また1・4ともに胎土に白い繊維状の物質が混入している。

Ⅳ類は2と3のみで,他に破片はない。この2にも胎土に白い繊維状の物質が混入してい

る。3は底径と口径との差が小さく,器高の低い杯である。体部は,下端が内側にやや入り込

むが,直線的に立ち上る。

蓋・瓶(第33図7・6)

糸切り後,ヘラによる二次調整が行なわれているが,銀の部分が欠損している。おそらく扁

平な宝珠状の鉗が付いていたと思われる。

6は長頚瓶の頚の部分と思われる。口縁部ならびに胴部破片は存在しない。

SI26住居跡

(1)須恵器

杯(第33図5)

丸味を持って立ち上がった体部が,口縁部で外側に肥厚する杯である。底部は,回転糸切り

のままで二次調整は加えていない。

(早 川 泉)

SI 28住居跡

(1)須恵器

杯(第34図1・4)

口径と底径の比がだいぶ大きくなる。底部のロクロからの切り離しは,回転糸切りであり,

再調整は施されていない(Ⅴ類)。

口縁部は,1・4ともにやや外反して直上する。色調は,1が赤褐色を呈し,4は灰白色を呈

す。また,両者ともに底部より体部にかげての境冫こ,段がつくのが持徴である。

(上 村 昌 男)

SI 29住居跡

(1)土師器

妻

小破片のため図示し得なかった。口辺部がコの字状を呈し,肩部に横方向のヘラケズリを施

したものが出土している。

(2)須恵器

杯(第34図2・3・5・石,第19図版)
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Ⅳ 出 土 遺 物

いずれも底部には回転糸切り痕をとどめ,体部内外面ともにロクロ調整が施されている。p

クpの回転は右回転である。体部は外に強く開き,底径に比して口径が大きい。口唇部はやや

外反する。3および6には成形もしくは焼成時のひずみが認められる。いずれも堆積土中より

出土し,色調は2・5・6が灰色ないしは青灰色を呈し,3は二次的に火をうけて褐色をおび,

器壁はザラザラである。

その他,須恵器には大形凭の破片がある。

(西 脇 俊 郎)

(3)瓦

男(丸)瓦(第34図7,第36図1,第19・20図版)

34-7 凸面は縦方向のナデが施されており,凹面は「十」の文字がヘラ書きされている。

36-1 完形瓦で,凸面は横方向のヘラケズリの後,丹念に横ナデされている。凹面は側端

に対して斜方向に布の重ね合せ痕と思われる痕跡がある。布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕と思

われる痕跡がある。端面は全て一ラケズリされている。焼成は良好で端面と凹面広端に自然釉
がみられ灰色をしている。

女(平)瓦(第34図8,第35図1・2,第19図版)

34-8 凹面は判読不明の模骨文字があり,凸面は縄の叩き目痕がある。

35-1 凹面は広端を上位置にすると「上」 と読める模骨文字がある。凸面は縄の叩き目痕

があり,縄目の不連続面が縦方向に約6cm,横方向に3～4cmの間隔でみられる。

35-2 凹面は左側端寄りに棒状の圧痕があり,凸面は縄の叩き目痕がある。

これらの遺物は36-1がカマド,その他は覆土中より出土している。

(有 吉 重 蔵)

SI 30住居跡

(1)土師器

杯(第38図2～4,第20図版)

高台を付したもの(4)と付さないもの(2・3)がある02・3はともに小形の杯で,2は体

部の立ち上がりがやや内彎するのに対し,3はほぼ直線的に立ち上がる。製作技法は両者共に

共通し,体部まで粘土紐巻上げの後,口辺都に一段の輪積みによって成形し,体部下端から底

部全体にヘラケズリ,目辺部外面から内面全体に横ナデの調整が施されている。内外面には一

部スス状の黒色物の付着が認められ,灯明皿として使用されたものと思われる。

4は外反する高台が付され,成形技法は2・3とほぼ同様であるが,ヘラケズリの調整は認め

られない。また内面は黒色処理され,底面より体部下半まで放射状の?ガキ,体部上半から口
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第2章 調 査

辺部にかけては日辺と平行するミガキが施されている。内面には炭化物の付着が認められる。

妻(第38図6・7,第20図版)

6は小形の竪であり,口辺部はゆるく外反する。体部上半には輪積み痕跡が明瞭に残り,体

部下半には横方向のヘラケズリが施され,口辺部外面より内面全体に横ナデによる調整が施さ

れている。また底部には糸切り痕跡が認められる。体部外面に炭化物の付着がある。

7は大形の賽である。底部を欠損する。口辺部にはかなりのひずみが認められ,コの字状に

強く外反する部位と,ほぼ直上する部位がある。体部には輪積み痕が残り,体部中央は縦方向

のヘラケズリ,体部下半は横方向のヘラケズリが施されている。口辺部外面から内面全体に横

ナデによる調整が施されている。

(2)須恵器

杯(第38図1,第20図版)

色調は赤褐色を呈する。体部内外面ともにロクロによる調整が施され,底部は回転糸切りの

後,高台を付しているが,雑なつくりである。口唇部は強く外反し,内部底面に幅約8mm程

のヘラ状工具によるロクワ回転を利用したラセン状の痕跡が認められる。また口辺部には,粘

土紐巻上げないしは輪積みと考えられる痕跡が残る。

(3)灰釉陶器

椀(第38図5,第20図版)

濃灰色を呈し,胎土には大粒の石英粒を多量に含む。やや粗雑な灰釉陶器である。すべてp

クロ調整されており,やや内彎する高台が付されている。釉は漬掛けによって内外面ともに体

部上半部にかかっている。釉の色はやや緑がかった乳白色を呈し,不透明である。

(西 脇 俊 郎)

(4)瓦

男(丸)瓦(第36図2,第20図版)

36-2 凸面は縄目の叩きの後,縦方向のナデが施されている。凹面は側端と平行して布の

継ぎ目痕がある。左右両側端および端面はヘラケズリされている。

女(平)瓦(第37図1,第19図版)

37-1 厚さ約2.7cmの厚手のもので,凹面は布目圧痕下に判読不明の横骨文字がある。

狭端および側端は小さくヘラケズリされている。端面はヘラケズリの後,指ナデされている。

焼成は良好で暗灰色をしている。

これらの遺物は全てカマドより出土している。

(有 吉 重 蔵)
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(5)鉄製品

釘(第39図1・2・3,第20図版)

いずれも角釘である01は全長約10.4cmの完形品,他は破片である02は現長約8.lcm,

3は現長約8cmg

(西 脇 俊 郎)

SI31住居跡

須恵器・土師器の杯が出上しているが,いずれも小破片である。須恵器杯の底部破片には回

転糸切りのもの,回転糸切りの後,回転ヘラケズリの再調整を施したものがある。

(1)土製品

カマド(第40図2,第21図版)

カマド左側縁の庇部分の破片である。厚さ約lcmの器体に庇をつけており,内側を粘土紐

で補強し,付根の部分は内外面ともに指による縦方向の強いナデによって器体との密着をはか

っている。庇の外側は縦方向のヘラケズリ,内側は指による縦方向のナデがみられる。また,

器体の内面は横方向のヘラ状工具によるナデが施されている。色調は茶褐色を呈する。

(西 脇 俊 郎)
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(2)瓦

女(平)瓦(第41図1・2,第21図版)

41-1 凹面は織目のやや粗い布目圧痕をとどめ,中央に「父」の文字がヘラ書きされてい

る。凸面は斜格子の叩き目痕があり,その方向は狭端では側端に対して右上りの斜方向にな

り,中央では側端と平行になる。叩き目痕上に不定方向のナデがみられる。

41-2 凹面は織目のやや粗い布目圧痕をとどめ,「廿」の文字がヘラ書きされている。凸

面は縄の叩き目痕がある。胎土に白色の小さい繊維状の物質を混じる。

道具瓦(第41図3,第21図版)

41-3 女(平)瓦側端部分の破片を再利用し,一辺が約7.5cmの不整方形の形状に整え

たもので,凸面は斜方向に縄の叩き目痕がある。側端はヘラケズリされており,他の3端は割

れ口を雑に擦って仕上げている。形状から面戸瓦の類と考えられる。

これらの遺物は42-1がカマド,その他は覆土中より出土している。

(有 吉 重 蔵)

(3)鉄製品

刀(第40図1,第21図版)

刀身の中央部分の破片である。

(西 脇 俊 郎)

SI 33住居跡

(1)土師器

杯(第42図3,第22図版)

底部は回転糸切り痕を残し,内外面ともにpクpによる調整が施されている。体部中央から

口縁部にかけて強く外反する。内外面ともに体部から口縁部にかけて黒色の付着物がみられ,

灯明皿として使用したものと思われる。

妻(第42図1・2,第22図版)

1・2ともに肩部は横方向のヘラケズリ,体部下半は縦方向のヘラケズリが施され,口縁部か

ら内面全体に横ナデによる調整が施されている。また,口辺部には輪積み痕跡が残っている。

1の口縁部は肩より丸味をもって立ち上がり,強く外反する。肩部より体部にかげてはやや

ゆるやかに移行する。

2の口縁部は1ほど外反せず,肩部との境に強い稜がある。肩部より体部にかけては強く張

り,丸味をもって移行する。

(西 脇 俊 郎)
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第2章 調 査

(2)瓦

宇(軒平)瓦(第43図1・2,第22図版)

43-1 瓦当面の左半分を欠失しているもので,内区文様は右から左に流れる扁行唐草文を

配するものである。唐草の反転先端部左右には2葉の枝葉がある。顎は外側にややふくらむ曲

線顎で,ヘラケズリされている。凹面は瓦当面近くに布の末端がみられ,この部分は段差を生

じている。凸面は縄の叩き目痕がある。

43-2 幅約3.8cmの瓦当面に二条の太い沈線からなる重弧文をあらわしたもので,顎は

段顎で,女瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。接合後の剥離を防ぐためのきざみなどはみられ

ない。凹面は布目圧痕をとどめ,瓦当面近くは瓦当面の横ナデの後,ヘラケズリされている。

凸面は小さい格子の叩き目痕がある。

男(丸)瓦(第42図4,第44図2,第23図版)

42-4 凹面は布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕があり,中央に判読不明の朱書きがある。凸

面は縄目の叩きの後,ナデを施している。

44-2 凸面は縄目の叩きの後,横ナデされている。凹面は側端に対して斜方向に布の重ね

合せ痕があり,重ね合せ部分は深くなっている。布目圧痕下に粘土紐の合せ目と思われる痕跡

がある。また中央に判読不明の朱書きがある。焼成は良好で凸面に自然釉がみられる。

女(平)瓦(第44図1・3～5,第45図1～3,第22・23図版)

44-1 凹面に判読不明の朱書きがある。

44-3 凹面は布目圧痕をヘラ状のもので縦方向に雑にナデ消している。布目圧痕下に糸切

り痕がある。凸面は斜格子の叩き日痕がまばらにある。

44-4 厚さ約3cmの厚手のもので,凹面は布目圧痕下に糸切り痕がある。凸面は縄の叩

き目痕があり,縄目の不連続面が縦方向に約6cm,横方向に約5cmの間隔でみられる。焼成

は不良で褐色をしている。

44-5 厚さ約3.7cmの厚手のもので,表面はかなり磨滅している。凸面は太い縄の叩き

目痕がある。側端寄りで瓦全体が急に折れ曲がり稜がみられる。

45-1 凸面は斜格子の叩き目痕がやや密にあり,叩きの後,横ナデを施している。部分的

に横方向の擦痕がみられる。

45-2 凹面中央に書体の違う「父」のヘラ書文字が2字ある。凸面は小さい格子の叩き目痕

がまばらにある。左右両端面は2面にヘラケズリされている。全体に二次的な火を受けている。

45-3 厚さ約2.5cmの厚手のもので,凹面中央に判読不明の朱書きがある。凸面は細か

い縄の叩き目痕がある。端面はヘラケズリされており,さらに側端面はナデを施している。
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Ⅳ 出 土 遺 物

これらの遺物は44-4が覆土,その他は全てカマドより出土している。

(有 吉 重 蔵)

SD5溝跡

(1)瓦

宇(軒平)瓦(第46図3,第23図版)

46-3 瓦当面の右半分を欠失しているもので,内区文様は中心飾から左右に3回反転する

均正唐草文を配するものと考えられる。外区内縁は上下に珠文を配する。顎は外側にややふく

らみをもつ曲線顎で,女(平)瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。顎は指ナデされている。凹

面は瓦当面近くをヘラケズリの後,指により横ナデしている。焼成は良好で光沢があり,瓦当

面に自然釉がみられる。

(有 吉 重 蔵)

SD7溝跡

(1)須恵器

杯(第46図1・2,第23図版)

1は体部下端と底部全面に回転ヘラケズリの再調整が施されており,底部中心に残る粘土の

状態から,ロクロからの切り離しが回転ヘラ切りで行なわれた可能性がある(I類)。やや深

目の杯で体部はやや内彎ぎみに立ち上がる。色調は白灰色をおびる。

2は底部中心部に回転糸切り痕を残し,底部周辺に回転ヘラケズリの再調整が施されている

(Ⅲ,類)。1に比べやや扁平な感じをうげ,体部はほぼ直線的に開きながら立ち上がり,口縁

部はやや外反する。色調は濃灰色を呈す。

(福 田 信 夫)

SD8溝跡

(1)瓦

宇(軒平)瓦(第46図4～6,第23図版)

46-4 瓦当面の中心部が残っているもので,内区文様は中心から左右に3回反転する均正

唐草文を配するものと考えられる。外区は素文である。顎は段顎で,段の部分を含めて縦方向

に縄目の叩き目痕が認められる。焼成は良好で青灰色をしているが磨滅が著しい。46-3の文

様の簡略化されたものと考えられる。

46-5 瓦当面の左端が残っているもので,格子の叩き目を瓦当文様としている。顎は低い

段顎で,女瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。顎および凸面はナデを施している。

46-6 瓦当面の右端が残っているもので,内区文様は翻波文とも呼称される文様の退化し

た均正唐草文,を配する。外区内縁は重廓文を配する。顎シr次顎で,女(平)瓦に粘土をはりつ
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け瓦当面を作る。顎の瓦当面近くは横方向,その他の部分

は縦方向に縄目の叩き目痕がみられる。

(有 吉 重 蔵)

SDi3溝跡

(1)鉄製品

釘(第47図1,第23図版)

現長約4cmの角釘の破片である。

(福 田 信 夫)

-11
-

l
=
h

ー=

0黒褐色土

(1)土師器

杯(第49図3,第24図版)

口縁部より体部にかげて,横ナデが施され,底部から体部下端は,手持ちによるヘラケズリ

による調整がなされている。内面には,放射状の暗文が施されている。胎土中に金雲母が多量

に認められる。同類のものとしては,SI 24住居跡において出土している。

妻(第49図7～10)

口縁部は,7・8のように「く」の字状を呈するものと,9・10のように「コ」の字状を呈す

るものとに大別できる。さらに「コ」の字状を呈するものは,頚部がほぼ直立するもの9と,

外反するもの10とがある。口縁部内外面ともに横ナデが施されている08・9は口縁部に輪積

みの痕跡が認められる。肩部は,7・8・10ともに横方向の手持によるヘラケズリが施されてい

る09は,ヘラをたてて器面を削るためについた痕跡である。いずれの婁も胎土中に金雲母が

認められる。

(2)須恵器

杯(第48図1～11,第49図1・2・4,第24図版)

杯は底部の整形において3分類できる。

Ⅱ類 底部を切り離した後,全面ヘラケズリしたもの(48-1)。口縁部はやや外反しながら

直上する。体部は左回転のロクロによるナデが行なわれている。底部は,回転ヘラケズリ後,

pクpによるナデの調整が施されている。また器面に重ね焼をした時の火夕゛スキの痕跡が認め

られる。胎土・焼成ともに良好である。

Ⅲ.類 底部の成形は「b」と同じである。さらに体部下端にヘラケズリが施されてぃるも

の(48-4)。口縁部は直上する048-3と色調は同じであるが,焼成はやや悪い。また底部に

ヘラ記号の痕跡が認められる。

Ⅲ,類 中央に回転糸切り痕をのこし外縁部をヘラケズリしたもの(48-2・3)03は口縁部

第47図 SD13溝跡出土遺物(原寸)
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第2章 調

が内彎気味にたちあがる。色調は灰白色で胎土も良質である02の口縁部は直上する。色調は

青灰色である。胎土中に白い繊維状のものが混入している。いずれも右回転のpクロを使用し

て器面の調整をおこなっている。また体部外面に輪積みの痕跡が認められる。底部のヘラケズ

リはラセン状に施されている。

Ⅲ。類 底部の成形は,底部を糸で切り離した後,体部下端にヘヂケズリを施したもの(48

-5～8)。5・6・8は口縁部は直上する。7は体部より外反しながら直上する。4個体ともに灰

白色である。胎土・焼成は,Ⅲ,類よりもやや悪い。

V類 底部の成形は,糸切りのみで再調整がされてないもの(48-9～11,50-1・2・4)。

Ⅱ類・Ⅲ類にくらべて底径と口径の比が大きくなる。口縁部はだいぶ外反してたちあがる。49

-2・4は,杯よりも椀に近い器形である。体部はすべて右回転によるロクロの調整が施されて

いる。48-9は酸化炎による焼成がおこなわれているため土師質である。また49-1は体部外

面に2次的な焼成をうけ黒色化している。

蓋(第49図5,第24図版)

扁平なつまみをもつ蓋であり,天井部上半部は,右回転のロクロを使用したヘラケズリの調

整が施されている。色調は灰白色で胎土は杯I類と同じである。

妻(第49図6,第24図版)

口縁部は鳥頭状口唇を呈する。器面に自然釉が付着している。また器面に多数の「ブク」突

きが認められる。

査

(上 村 昌 男)

(3)瓦

鐙(軒丸)瓦(第52図3,第24図版)

52-3 瓦当厚約4cmの厚手のもので,中房に1+8の蓮子を配する八葉単弁蓮華文瓦で

ある。花弁は船形で弁端が尖っており,花弁間の界線が大きく楔形をしてぃる。外区は素文で

ある。瓦当と男瓦は印籠づげ手法により接合されており,男瓦の接合部分は凹凸両面ともきざ

みがつけられている。焼成は良好で暗灰色をしている。

宇(軒平)瓦(第51図1,第25図版)

51-1 瓦当面は女(平)瓦接合部より剥離しているが,瓦当文様は均正唐草文と思われる。

顎の形状は不明であるが,女(平)瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。接合後の剥離を防ぐた

めのきざみなどはみられない。凸面は縄の叩き目痕がある。焼成は良好で,凹面・瓦当面に自

然釉がみられ暗灰色をしている。

男(丸)瓦(第50図1・4,第51図3・4・6,第25図版)

50-1 凸面は縄目の叩きの後,丹念に横ナデされており,陽刻の縁取りのある押印があ
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る。陽刻された文字は「栓」で,意味は不明である。

50-4 凸面は横ナデされており,左側端寄りに「橘郷」の文字がヘラ書きされている。凹

面は布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕がある。端面はヘラケズリされており,ことに側端面は2

～3面削られ丸味をおびている。

51-3 凸面は縄の叩きの後,ナデが施されており,「六」のヘラ書き文字がある。凹面は

布目圧痕下に粘土紐の合せ目痕がある。

51-4 凸面は丹念に横ナデされており,「十」のヘラ書き文字がある。

51-6 凸面は縦方向に指ナデされており,凹面は側端以外は指ナデにより布目を消してお

り,粘土紐の合せ目痕が部分的にみられる。広端左は小さく隅切りしている。端面はヘラケズ

リされているが,側端面はさらに棒状のもので仕上げている。

女(平)瓦(第50図2,第51図5,第25図版)

50-2 凹面は布目圧痕下に糸切り痕がある。縁取りのある押印があり,陽刻された文字は

1那」を表わすものと思われる。凸面は縄の叩き目痕がある。焼成は良好で黒灰色をしている。

51-5 凹面は布目が擦り消されており,中央に縁取りのない押印があるが意味は不明であ

る。

道具瓦・太専(第50図3,第51図2,第25図版)

50-3 現存長約6.5cm,幅約12 cm,の女瓦を半載した曵斗瓦である。凹面は布目圧痕

下に糸切り痕があり,凸面は丹念にナデが施されている。

51-2 厚さ約6.7cmの博で,側面に小さくて縁取りのない「中」の押印がある。焼成は

良好で灰色をしている。

(有 吉 重 蔵)

(4)石製品

砥 石(第49図11,第25図版)

石材は,凝灰岩である。四面とも使用されている。特に上下二面の使用度がはげしい。

(上 村 昌 男)

表 土

(1)瓦

鐙(軒丸)瓦(第52図1・2,第24図版)

52-1 全体の1,/5ほどの破片であり,中房を欠失している。瓦当内区は花弁中央部が接す

る中肉の細弁を配する単弁蓮華文瓦であり,弁数は15～16と考えられる。界線は凸三角形をし

ており,外区は素文である。焼成は良好で黒灰色をしており,瓦当裏面に自然釉がみられる。

52-2 全体の1/4ほどの破片であり,中房は欠失している。瓦当内区は弁中央に稜を有す
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Ⅳ出 土 遺 物

る中肉の八葉単弁蓮華文瓦と考えられる。界線はみられず,外区は素文である。瓦当裏面は縦

方向にヘラケズリされており,焼成は良好で灰色をしている。

宇(軒平)瓦(第52図4,第53図3,第24・25図版)

53-3 瓦当面の1/3ほどが残っているもので,瓦当文様は不明瞭であるが右から左に流れ

る扁行唐草文と思われる。顎は曲線顎で,女(平)瓦に粘土をはりつけ瓦当面を作る。凹面に

布目圧痕下に糸切り痕があり,瓦当面近くはヘラケズリされている。凸面は顎も含め縦方向に

ナデを施し,瓦当面近くはヘラケズリされている。側端は2面にヘラケズリされている。焼成

は良好で黒灰色をしている。

52-4 瓦当面の1/3ほどが残っているもので,瓦当文様は中心飾から左右に3回反転する

均正唐草文である。外区内縁は珠文を配する。顎は曲線顎,女(平)瓦に粘土をはりつけ瓦当

面を作る。顎面は縦方向に縄の叩き目痕があり,瓦当面近くはヘラケズリされている。凹面は

布目圧痕下に糸切り痕があり,瓦当面近くはヘラケズリされている。瓦当内区牟端の唐草より

外区にかけてぎずがみられる。焼成は良好,色調は灰色をしている。

女(平)瓦(第53図1・2,第25図版)
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第2章 調 査

53-1 凹面は布目圧痕下に粘土紐の合せ目と思われる痕跡がある。凸面は不定方向に縄の

叩き目痕があり,端に矢印状のヘラ書きがある。

53-2 凸面に「荏」の文字を文様化した押型がある。

(有 吉 重 蔵)

2.縄文時代の遺物

本遺跡周辺地域は,武蔵国分寺跡の存在から,採訪する考古学者も古くから多い。その為か

縄文時代の遺跡も早くから注日されていた。明治27年,鳥居龍蔵・大野延太郎両氏により東京

人類学雑誌に発表されたのを発端に,殿ケ谷戸遺跡(吉田 19528)・多喜窪遺跡(吉田 1952,)・

恋ケ窪遺跡(吉田 1956)が調査された。いずれも縄文中期を主体とする集落跡であることは

自明であり,特に連孤文土器を主体的に出土した恋ケ窪遺跡は,加曽利E式土器の客体土器と

して対置される際,引き合いに出される遺跡でもある。近年に至っては,宅地化や諸工事等に

伴っ一て多くの縄文遺跡が調査され,本遺跡の立地する国分寺崖線,特に野川流域には,貫井

南・仙川・西之台・大蔵遺跡をはじめ87ケ所の周知縄文遺跡が所在している(小田 1974)。

(1)縄文土器(第54図1～23,第26図版)

出土した縄文土器は総数262点,コンテナ3箱である。出土地区は第1地点D～K区,特に

D～G区に顕著に検出された。層的には,表土(I層),茶褐色土(Ⅲ,層)上部層,奈良・平

安時代住居跡内の堆積土中冫こ見られ,順に,若干量・1/3・2/3の出土量である(1)。これらの空

間的・層的分布には,土器型式の偏在性等が何ら認められなかった。よって以下一括して記述

したい。

本遺跡の縄文土器はいずれも小破片で検出された015点の口縁部破片,8点の底部破片の他

は頚部～胴部破片で殆んどを占める。器形については不明瞭な点が多い為,文様を基本に列記

したい。

さて,総数262点は大きく勝坂式・加曽利E式・称名寺式に区別される。しかしその殆んど

は加曽利E式土器であって,図示できなかった無文の一部,縄文,あるいは縄文を地文とする

垂下する懸垂文風なモチーフの沈線文土器等,いずれも加曽利E式の胴部破片と思われる。

1は,円筒状か口縁の外反する深鉢と考えられる。隆起線をはさんで,連続爪形文が施さ

れ,押擦痕は干渉し合う。可児のいう(可児 1969) rB4J竹管文である。又,玉抱き三叉文

が見られ,勝坂I式と思われる02は,隆線に逆時計廻りのC字状「B3・」を,凹線には「BiJ

が兄られる。1・2とも胎土は比較的脆弱で,特に2は焼成が悪く疎放な感じを与える。

3～21は加曽利E式土器である03は,原体Lの撚糸文を地文とし,直線と蛇状の粘土紐を

貼付けている。7～12は,沈線・竹管文・櫛目文を施し,10は粘土紐を貼付げている。そのう
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ち8は,煮沸時のススが多量に附着している013は,「く」の字状冫こ屈曲する胴部分で,口縁

の内反する浅鉢であろう。15は,無文地上に連孤状の沈線が入る。他例と比較して,色調は赤

味の強い黄褐色を示し,胎土は緻密である。17は,可児のいう(可児 1969) e区画,20はb,e

区画が併用されたものである018は,吉井城山のD類(岡本 1963)と同様なモチーフをもつ

縦方向の細い竹管文である019は,地文が無文で,断面が緩やかなやや幅広な徴隆起線文がめ

ぐる。21は,波状口縁で,把手部(橋状?)は欠折している。単節RL縄文を施文している。

22・23は先の加曽利E式土器にはない特徴を具備している。

以上加曽利E式土器のうち,3はEⅡ式でも古く,7・13はEⅡ式でも新しい。又,17・20

及び16・19・21～23はE式後半～終末期と思われる(2)。

(2)円盤状土製品(第54図24・25,第26図版)

24・25共に加曽利E式土器胴部破片の再利用品である024は,長軸4cm,短軸3.6cmの

楕円形。裏面は定かではないが,表面は沈線文の状態から,研磨され平坦に近い状態に仕上げ

ていることがわかる。周縁は,一方が少しずれる長軸両端が内側に60度傾斜して打剥し,短

軸側縁は80～90度に加工されている025は,直径3.3cmの正円に近い形態を呈し,周縁は

打欠き後,入念に研磨整形され,24と異なり丸味を持たせている。重量は各々20g・12gで

あり,大きさと共冫こ平均的タイプである。

(3)石 器(第55図1～9,第26図版)

本遺跡で発見された石器は,土器と同様にD～F区(スタンプ状石器はC区)の,表土,茶

褐色土および奈良・平安時代の住居跡内の堆積土中に検出された。点数は,打製石斧6点,磨

石3点,両面加工石器1点の計10点である。なお,打製石斧は北側のD・E区に,磨石は南側

のF・G区に放れて出土している点は注意される。上記の石器類のうち,打製石斧・磨石は縄

文中期通例な石器であって,出土した土器と共存したものと考えてよいであろう。以下器種別

に列挙する。

両面加工石器(1) 大形剥片から作出されたもので,表裏面共に大振りな剥取によって成

形され,一側縁は鋭利に加工されているが,細部加工が殆んど施されず,また使用による磨滅

痕も見られない。石質は軟質な頁岩である。

打製石斧(2～4,6～8)3・4・7・8は幾つかの点で共通性を具備している。先ず(1)い

ずれも大形円礫の平坦な部分〈F部(3)一図3・4〉から緩やかに丸味おびる部分〈C部一図7・

8〉を素材として利用している。(2) プロポーションが4点共酷似している点である。例

えば,刃部は若干袖状の偏刃を呈し,両縁辺は僅かにノッチ状に凹む幅広な短冊形態である。

(3) 加工について,先端部は3・4が若干加工されており,7・8がそのままになっている

点は区別されるが,表面加工はいずれも非対称的に施されている。一方裏面は薄身になる3・8
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は大振りに,肉厚な4・7は入念に整形されている。側縁は明瞭な打製石斧特有な階段状剥離

はいずれの例も明瞭に施されておらず,加工方向は4点共刃部から基部に至る。(4)縁端稜

部は明瞭な摩滅痕がみられ,欠折部近くでも明瞭に観察される。(5)遺存形状は,いずれも

尾部が1/3～1/2程度欠折している。(6)石質は3・4・7・8すべて砂岩である。

該遺物は大きさの差によって区別されるが,遺存形状(機能・使用体験の還元)一形態・整

作方法・石材の撰択等(規範・イメージ)一同範型内(4)の作品として捉えることができるであ

ろう。以下の2・6と比較するとさらにそれは明確となろう。

2は,前例とは共通点を持たない。基部に原石肌面を残し,外形は一見短冊形とも見える

が,刃部が欠折したもので,先端部が裾広がりになる所謂撥形に近いものである。側面観は,

先の例が,身の反りが殆んどないのに対して,緩やかな反りをもたせている(5)。剥離方法は,

表裏共に比較的入念に施され,側縁は刃部から基部に向けて交互に加工され,その為側面観は

千鳥状である。側辺の凹部にはステップフレーキングが行なわれ,磨滅痕跡はない06は器肌

が著しく風化し,剥離等の観察はしがたい。石質は安山岩である。

磨石(9) 不整円形を呈す。下部は稜線部に磨滅痕が,平坦部には敲打痕がみられる。周

縁には幅員1～1.5cmのアバタ状の痕跡がみられるが,ローラー状の平坦なものではなく,

凹凸の稜線が看取される。表裏面には浅い凹がみられる。石質は閃緑岩である。

スタンプ状石器(5) 握形の自然石を半折したもので,本例は打割断面は研磨されてぃな

い。石質は硬質砂岩である。なお,本遺跡と関連のある多喜窪遺跡の調査中,1号住居跡(勝

坂期)より 「凡字型石器」が発見されている(吉田 1952)。

ところで,本調査地区と関連すると思われる多喜窪遺跡について,若干ふれておきたい。報

告によれば(吉田 1952),その範囲として,国分寺市滝久保・薬師堂附近の阿玉台式土器を

主体とする地域から,西方は府中線(街道)を起えた尼寺近く,また丘陵下の僧坊と鎌倉街道

までの散布地を取り上げている。後二者は順に,勝坂式及び加曽利E式土器,五領ケ台・加曽

利E式土器の散布があると報告している。つまり,国分寺崖線をはさんで武蔵野段丘の丘端か

ら立川段丘の崖線近くを指している。これを受けるならば,本調査地区は多喜窪遺跡の一部で

あろう。しかし一方野川流域に目を転じるならば,立川段丘上の国分寺市南町～貫井南～小金

井附近には幾つかの縄文遺跡が立地し,近年の当調査会によっても,本遺跡附近の立川段丘上

にも発見されている(6)。かくして本調査地区が多喜窪遺跡の一連(遺物の移動を含めて)のも

のであるのか,ゾーンを立川段丘上にもっ遺跡であるかにつぃては,幾っかの点,例えば本調

査が水道管埋設工事に伴なう幅2.5mという調査の性格上,ある駒・は遺構との関連や,遺物

のプライマリーな状況を摘出できなかった点等から,結論は出し得なかった。かかる問題は,
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第1章のⅡに取り上げた「黒鐘谷」の形成～埋没期とも大きく関与してくるもので,本調査は

原地形・環境復原としての今後の課題の一つを提起したものとなろう。

(小日向 正)

註

(1)茶褐色土層は,C～G区レこみられ,崖線下に形成された「黒鐘谷」の埋土である。縄文時代の遺物は,谷

中央部のE区茶褐色土にのみ検出された。表土はD～G区を中心に南はJ～K区にみられ,奈良・平安時代

の住居跡内の堆積土中検出はE区を中心にD～F区である。後二者は二次的移動が容易に予想されるが,E

区を中心とするところから,E区附近が縄文時代ゾーンとみることができよう。

(2)該遺物は,安孫子昭二氏の御好意により実見していただぎ,加曽利E末期に位置付けられるものと御教示

願った。『平尾』(安孫子他 1971)の見解と合わせて,加曽利E終末期と称名寺式に関わるきわめて示唆冫こ
豊んだ御教示であった。

(3)小田静夫(1976)による打製石斧の素材部分の類型表示。後出のC部も同様である。

(4)小林達雄(1967)による範型論を応用した橋本正(1968)の範型の別解釈がある。

(5)小田静夫(1976)が論ずるよう冫こ短冊形と撥形の差として見ることもでぎる。

(6)MKⅢ-8(四中第二次)には礫群,MK Ⅰ-53(戸川宅)からは,本遺跡と同様な崖線下の黒鐘谷内の
茶褐色土中より,諸磯C式土器が出土している。両者とも未発表。
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Ⅴ小 結

本稿は調査員の共同討議・検討の上,文章化したものであり,末尾にその文責を記した。

1.住居跡出土の土器について

今回の調査で発見した住居跡は総計14棟であり,各住居跡で出土した土器数にかなりの差が

あり,住居跡ごとにそのセットを把握するにいたっていない。これは住居を廃棄する際に土器

を一部持ち去る可能性が考えられるが,今回の調査の場合,調査区域が限定されていたために

住居跡の全体を明らかにし得なかったことにも一因があると思われる。

住居跡からは,土師器および須恵器の杯・喪・椀・蓋などが出土しているが,最も普遍的に

出土しているのは杯である。ここではこの杯をとりあげ,技法および形態を基準として大きく

4群に分類したが,この分類はそのまま第1群一第4群への変遷を示すものと考えられる。

第1群

SI 24住居跡に代表される。須恵器杯のロクロからの切り離しは,すべて回転糸切りによっ

ているが,その後底部および体部下端に回転または手持ちヘラケズリの再調整が施され,底部

の再調整には全面および周辺の二者が認められる(Ⅱ・Ⅲユ・Ⅲ,・Ⅳ類)。この技法は椀・鉢の

底部にも共通する。器形でみると,体部は底部からやや内彎ぎみに立ち上がり,口縁部は直線

的に外に開く。全体に底径が大きく,口径との比が小さい。器高が低く,扁平な浅い杯と,や

や器高の高いものがあるが,圧倒的に前者の方が多い。

土師器の杯では,平底で体部が強く内彎して口縁部がほぼ直上し,内面に放射状の暗文が施

されるものと,やはり平底で体部がやや内彎し,口縁部が外反して暗文の施されないものとが

ある。両者ともにヘラケズリは底部のみ認められ,体部は指頭による整形,口縁部外面から内

面には横ナデが施される。

本群とほぼ同じ杯の組合わせをもつ類例は,八王子市中田遺跡〔D地区46号住居址〕(甲野・

岡田他 1967)と日野市神明上遺跡〔第7号住居跡〕(久保・坂詰他 1972)に求められる。

両遺跡ともに須恵器杯は回転糸切りの後,底部の周辺あるいは全面にヘラケズリにより再調整

を施したもので,回転糸切り痕をそのまま残す杯は出土してぃない。土師器杯でみると,中田

遺跡〔D地区46号住居址〕では本群と同様,内面に暗文をもち,平底で体部が強く内彎し,口

縁部の直上するものが出土しており,神明上遺跡〔第7号住居跡〕では暗文をもっものは認め

られないが,平底で体部がやや内彎し,口縁部の外反するものがある。

なお,土師器の杯では,本群と中田遺跡〔D地区46号住居址〕および神明上遺跡〔第7号住
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居跡〕で整形技法の上で若干の差異が認められる。本群出土の土師器杯は,ヘラケズリが底部

のみ認められるのに対し,他二遺跡ではヘラケズリが体部下端にも施されている。

第2群

本群はSI6・23住居跡に代表される。本群では,須恵器の杯と椀に第1群と同様,底部周辺

に回転ヘラケズリによる再調整の施されたものと(Ⅲb類),回転糸切り痕をそのまま残すもの

(Ⅴ類)とが共伴する。量的には後者のものが大部分を占める。器形は第1群と同様,体部が

やや内彎ぎみに立ち上がり,口縁部が直線的に外に開く,器高の低い扁平な浅い杯と,やや器

高の高い杯もあるが,新たに,底径が小さく,体部がやや内彎して立ち上がり,口縁部の外反

する器高のやや高い杯および底径が小さく,体部がほぼ直線的に外方に開きながら口縁部にい

たる器高の高い杯が加わる。

土師器杯は,放射状暗文の施された口縁部の直上する杯が姿を消し,平底で体部が内彎しな

がら立ち上がり,口縁部の外反する杯と,体部がほぼ直線的に立ち上がり,口縁部のやや外反

する器高の高い杯がある。整形技法は第1群の杯と同じである。

本群と同じ杯の組合わせをもつ類例は,八王子市中田遺跡〔D地区49号住居址〕(甲野・岡

田他 1967)と奥多摩町とげっぱら遺跡〔第1号住居址〕(吉田・岡田他 1974)である。い

ずれも土師器杯は出土していないので比較できないが,須恵器杯の技法の組合わせに共通する

ものがある。それは両遺跡ともに,回転糸切り後,底部をヘラケズリによって再調整された杯

と,回転糸切り痕をそのまま残す杯とが共伴することである。

回転糸切り後,底部に再調整のある杯を焼成した窯跡としては,埼玉県前内出窯跡(高橋

1974),南比企窯跡群の中心地域にある虫草山窯跡(坂詰 1977)などが知られ,回転糸切り

痕をそのまま残す杯を焼成した窯跡としては,埼玉県東金子窯跡群の新久窯跡(坂詰 1971),

南比企窯跡群の中で新しい時期に属する亀ノ原窯跡(久保・坂詰他,1961),東京都南多摩窯

跡群の宇津貫町閑道第二号窯址(早稲田大学高等学院歴史研究部 1960),御殿山窯址(大谷

1962)などが知られている。生産地であるこれらの窯跡では,両技法をもつ須恵器杯が併焼さ

れることはない。

また,須恵器杯が前者から後者へと変遷することは,すでに周知のことであり(小出 1970・

坂詰他 1972),このことは今回の調査でもSI 25住居跡とSI 26住居跡の新旧関係から確認

されている。しかし,ある時期に2つの異なった技法をもつ杯が,それぞれ別の生産地で併行

して焼成されること,および生産地において杯の製作に新技法が採用され,旧技法による杯の

生産を中止したとしても,消費地である集落では,ある時期に両者が混在することなどは十分

考えられることである。従って,本群は第1群と次に述べる第3群への過渡的段階とみること

ができる。

-89-



第2章 調 査

第3群

SI 28・29住居跡によって代表される。すべて須恵器杯であり,個数も極めて少ない。第2

群に比べて底径が小さくなり,口径・器高ともに増す傾向にあり,体部の立ち上がりから口縁

部にかげて大きく外方に開き,逆台形状を呈すものが多い。すべて底部に回転糸切り痕を残

し,底部に再調整を施したものは伴出しない(Ⅴ類)。

個数が少なく他遺跡のものと比較するには,やや無理の感があるが,強いて類例を求めるな

らば,八王子市甲の原遺跡(長友・栖1965),昭島市経塚下遺跡〔第4・10号住居址〕(和田

1977)をあげることができる。両遺跡ともに,逆台形状を呈する底径が小さく,器高の高い須

恵器杯が出土しており,本群の杯に極めて近い器形といえる。

なお,甲の原遺跡では「隆平永宝」が,また経塚下遺跡〔第10号住居址〕では尾北窯址群篠

岡窯で生産された灰釉陶器が伴出している。

第4群

本群はSI 30住居跡に代表されるが,遺物量は少ない。第3群までの青灰色ないしは灰色を

呈する須恵器杯にかわって,赤褐色を呈する杯が多くなる。しかし,この第4群の際立った特

徴は土師器杯にあらわれる。第3群は土師器杯が出土していないのでどのような杯が伴なうの

か不明であるが,第1群・第2群のものとは明らかに差異が認められる。本群の杯は,全体に

つ<')が雑で,体部外面に輪積み痕跡が明瞭に残る。高台を付した椀に近い器形のものと,高

台を付さない普通の杯があり,前者は内面を黒色処理し,ヘラミガキが顕著に認められる。後

者は底径がかなり小さくなり,体部から口縁部にかげて大きく開く小型のものであり,体部外

面下端に横方向のヘラケズリが認められる。

以上の土師器杯の器形は第1群・第2群には全くみられず,また逆に第1群・第2群にみら

れた器形は全く存在しない。また内面の黒色処理とヘラミガキおよび体部下端のヘラケズリと

いった技法も,第1群・第2群にはみられず,本群で初めて出現する。

なお,土師器の小型婁の底部に糸切り痕を残すものがある。また,本群には胎土の粗悪な,

乳白色の不透明な釉を周囲に漬掛けした灰釉陶器が出土しており,静岡県浜松市周辺(清ケ谷

窯)のものとのことである(1)。

本群と同じ組成をもつ遺跡は今の所皆無であるが,土師器の小型杯と同種のものが,府中市

片町遺跡〔3号住居址〕(岡田 1966),同市高倉遺跡,同市府中薬局(2)などで出土しており,

今の所武蔵国分二寺,国府の周辺に分布している。

片町遺跡〔3号住居址〕では粘土紐巻上げ痕を明瞭に残し,体部外面下端をヘラケズリした

小型杯が3点出土しており,技法・器形ともに本群の小型杯と全く同一である。しかし,他に

出土遺物がないため,組合わせは不明である。
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以上が住居跡出土の杯からみた分類であるが,もとより今回分類した4群がこの時期のすべ

ての土器群を綱羅しているとは考えていない。あくまで今後の目安とするための基礎的な分類

である。各群の間にはかなりの時間差があると思われ,調査の進行をまって埋めていきたい。

(文責 西脇俊郎)

註

(1)井上喜久男氏の御教示による。

(2)雪田孝氏の御教示による。

2.瓦について

今回の調査で検出された住居跡内からは,土器類とともに多量の瓦博類が出土している。そ

の中で,鐙瓦・宇瓦などの軒先瓦はわずかに数点みられる程度であり,男(丸)瓦と女(平)

瓦が総出土量の大部分を占めている。ここでは,各住居跡より出土している男(丸)瓦と女

(平)瓦の製作技法の分類・検討を行ない,先に示された杯の編年観(第1群-SI 24,第2群一

SI6・23,第3群-SI 29,第4群-SI 30)を基に,各技法の変遷を考えてみることにしたい。

なお,記述を進めるにあたり,瓦の製作技法を型の違いと粘土素材の違いで分類したが,これ

は,今後の課題である古瓦製作技法の実体とその変遷を考える上での基礎作業であることをあ

らかじめお断りしておきたい。

今回の調査で出土した男(丸)瓦と女(平)瓦の製作技法は,大別して桶巻作り(Ⅰ)と一

枚作り(Ⅱ)とがあり,両者は,粘土の素材によりさらに粘土紐桶巻作り(I-A),粘土板

桶巻作り (I-B),粘土板一枚作り(Ⅱ-B)とに分けられる。男(丸)瓦と女(平)瓦の

各々にみられる技法は次のとおりである。

男(丸)瓦 I -A技法 女(平)瓦 Ⅰ-A技法

Ⅰ-B 〃 I -B ク

Ⅱ-B ク

男(丸)瓦I-A技法

有段式と無段式の両者にみられ,後述するI-B技法より数量も圧倒的に多い。

凹面は,粘土紐の合せ目痕を明瞭にとどめており,粘土紐は,有段式で12～13本,無段式

で10本前後である。合せ目痕は,狭端を下位置にすると右上りの傾斜になっており,広端か

ら狭端に向け左回りに巻きあげられている。また,布の合せ目痕がみられるものがある(22-

2・36-1)。端縁は,小さくヘラケズリするものが多い。

凸面は,縄目の叩き後,横方向または縦方向にナデを施しており,前者が多い。横ナデのも

のにはナデ痕が狭端および広端と平行に走り,回転を利用したとみられるものがある(30-1・
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2)。また,ヘラ状の工具により横方向に掻きとったものもみられる。いずれの場合にも縄目痕

はすり消されるが,中には調整が不十分なため部分的に縄目痕が残るものがある。

端面は,1例を除いて,端縁も含め2面のヘラケズリによる面取りが施されている。ケズリ

の方向は,凹面を上にした場合,左右の側端面を狭端方向に,広端面を左側端方向に削るもの

(a),左右側端面はaと同じで,広端面を逆方向に削るもの(b),左右側端はa・bと逆方向

で,狭端面を右側端方向に削るもの(c)の3種があり,a・bは狭端にワラ状の圧痕がみら

れる。また,有段式の瓦には,いわゆる「いぶし」 と呼ばれる表面を黒色化したもの(30-1・

2)と,還元焔により焼かれた一般的なもの(21-2)とがある。

当技法は,杯1～4群に伴う男(丸)瓦に普遍的にみられ,しかも,粘土紐のものが小破片

を含めた総量の大部分を占めていることから,比較的古い時期から長期にわたり男(丸)瓦製

作の中心的技法であったと考えられる。ことに有段式のものは1・2群の住居跡にみられ,比較

的古い時期に限定使用された可能性がある。同技法のものは埼玉県林光寺遺跡・宿遺跡(青木

1971),同県山田遺跡(田中・谷井 1973),同県新久窯跡(坂詰 1971),八王子市船田遺跡

(上野他 1972)より出土しているが,全て無段式のものであり,有段式のものはみられない。

男(丸)瓦I-B技法

図示できなかったが,当技法冫こよると思われるものがSI 28と黒褐色土に2例みられる。い

ずれも小破片で,詳細は不明な点が多い。前者は,やや厚手の作りで粗い布目圧痕下に糸切り

痕をとどめ,凸面は,縦方向に指ナデされている。後者は,やや厚手の作りで布目圧痕下に糸

切り痕を明瞭にとどめ,凸面は,縦方向にナデが施されている。糸切り痕は両者とも側端に対

して斜めに弧を描いている。

当技法は,その実体が明らかでないが埼玉県宿遺跡(青木 1971)に同技法のものがみられ

る。同遺跡の場合,糸切り後,底部周辺をヘラケズリ調整するものと糸切りのままの須恵器杯

が伴出しているが,出土状況が工事に伴なうものであり,したがってその関係は不明なところ

が多い。

女(平)瓦I-A技法

凹面の粘土紐合せ目痕は,男(丸)瓦の同技法のものよりも不明瞭なものが多い。端縁は,

小さくヘラケズリするものとそうでないものがあり,後者が多い。

凸面は,全て縄目の叩き目痕があり,縦方向に約5.5cmおきに縄目の不連続面がみられる

ものがある(35-1)。

端面は,端縁も含め1～2面のヘラケズリによる面取りが施されており,さらにケズリの

後,指ナデされるものもみられる。この種のものは,厚手のもの(38-1)と薄手のもの(35

-1)とがあり,凹面に模骨文字を有することから,他の模骨文字を有する瓦も当技法による
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ものと考えられる。また,広端面にワラ状の圧痕がみられるものが多い。

当技法は,杯2～4群に伴うことから女瓦製作の中心技法であった可能性が考えられるが,

しかし,桶巻作りのものでも粘土素材が粘土紐か粘土板か不明瞭なものが多く,一概に論ずる

ことはできない。同技法のものは,山田遺跡(前掲),新久窯跡(前掲)より出土している。

また,模骨文字を有するものが八王子市宇津貫閑道第二号窯跡(早稲田大学高等学院歴史研究

部 1960)より出土しているが,粘土紐か粘土板かは明らかでない。

女(平)瓦I-B技法

凹面は,糸切り痕を明瞭にとどめ,側端に対して斜めに弧を描いているもの(23-1・24-1)

と,ほぼ平行して直線を描いているもの(45-1)とがある。また,幅1.0～1.7cmの細長い

板状の圧痕がみられるものがある(24-1)。端縁は,小さくヘラケズリするものとそうでない

ものがある。

凸面は,縄目と斜格子目の叩き目痕がある。縄目は,側端に対してやや斜め方向に横幅4cm

前後で長く通るもの(23-1),同様に小単位で連続するもの(24-1),不定方向のもの(41-

2)などがある。

端面は,端縁も含め1～3面のヘラケズリによる面取りが施されており,ケズリの方向はま

ちまちで統一性がない。広端面にワラ状の圧痕がみられるものが多い。また,側端面に分割突

帯の布目がくいこんだと考えられる痕跡がみられるものがある(34-1)。

当技法は,杯2群に伴なう。八王子市鞍骨山遺跡(岡田・服部 1971)より同技法のものが
-

出土しているが,全て凸面に格子の叩き目痕をとどめている。

女(平)瓦Ⅱ-B技法

I-A・I-B技法の瓦レこ比べ反りがなく,板状の形状をしているものであるが,いずれも

小破片で全体をうかがえるものはない。

凹面は,側端に対して斜め方向に弧を描く糸切り痕を明瞭にとどめ,端縁の内側に「し」形

の段がみられるものがある(26-5)。

凸面は,縄目の叩き目痕が側端に平行するもの(14-1)があり,縄目が残存部両端まで通

っていることから,叩き板の長さは25 cm以上あるものと考えられる。

端面は,端縁も含め1～3面のヘラケズリによる面取りが施されており,削りの方向はまち

まちで統一性がない。

当技法は,杯2群に伴なうが,破片ではI-B技法との区別が困難である。したがって糸切

り痕をとどめる破片は,この両者が混在している可能性があり,注意を要する。

この他,女瓦には,桶巻き作りと考えられるものの中に凹面の布目痕を擦り消す一群があ

る。この種のものは粘土の素材が明らかでないが,布目痕を縦方向にナデ消すもの(26-2)
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と,横方向にナデ消すもの(25-1・31-5)とがある。いずれもヘラ状の工具を用いてナデ消

している。厚さは約2cm前後と比較的薄手のものである。凸面は,格子目の叩き目痕をとど

めるものが多いが,縄円の叩き目痕もみられる。この種のものは,杯1・2群に伴うことから

比較的古い時期に製作されたものと考えられる。

以上,各技法について述べてきたが,住居跡出土瓦のもつ資料の性格から結果的には各技法

の特徴を述べることに終始し,その変遷を明らかにすることができなかった。今後は,資料の

増加を待って各技法の実体とその変遷を明らかにしていきたいと思っている。

(文責 有吉重蔵)

3。遺構について

今回の調査で検出した遺構は,住居跡14棟・溝跡11条・土塘3基である。第3地点で発見

したSI 33住居跡を除いて,他はすべて第1・2地点での発見である。

住居跡は,大部分が第1地点のSD7溝跡(南北溝)の西側に集中しており,特にD・E地

区に7棟が集中している。D・E地区は国分寺崖線に沿った黒鐘谷の埋没部分にあたり,土器

の項で述べた分類に従って住居跡の時期をみると,ほとんどが第1群ないしは第2群にあたる

もので,比較的古い時期のものである。この時期の遺構は,その後の調査によるとほぼ黒鐘谷

の埋没部分に沿って東西に分布しており,武蔵野段丘上あるいは立川段丘上では今のところ全

く発見されていない。

また,第3群・第4群の新しい時期のものは,武蔵野および立川両段丘上に広く分布する。

昭和48年より広範囲に調査を実施している国分寺市立第四中学校地内での所見によれば,住居

跡の分布に規則性のあることが認められており,この時期の住居跡も広い地域にある一定のま

とまりをもちながら分布している可能性が強い。現在のところ,この時期の住居跡が圧倒的に

多数を占め,古い時期のものは極端冫こ少ない。

以上のように住居跡が,古い時期と新しい時期とでその分布地域に差異がみられ,さらに新

しい時期の中でも,一定のまとまりをもって広範囲に分布することは,武蔵国分二寺周辺で住

居を営むにあたって,何らかの規制が働いていたものと考えられ,溝跡とも密接に関連するも

のと思われる。

例えば,SD7溝跡については先にも述べたように,該溝跡の西側に住居跡の分布がみられ,

東側ではほとんど発見されない。また昭和40年代の調査で滝口宏は,溝によって区画された

武蔵国分僧寺と尼寺を含む1寺地」の存在を想定されており,当時,今回調査した都道17号線

の東側まで,この溝が存在することを確認している(滝口 1968・1974)。今回の調査でもほ

ぼこの地域にSD12・31の2本の東西溝を発見し,寺地を区画する溝がさらに西側にのびて
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いることを確認した(1)。さらに,この地域での住居跡の分布をみると,先述した国分寺市立第

四中学校地内および最近までの調査・立会いの結果を総合すると,大部分の住居跡が滝口宏想

定の「寺地」の中に含まれることが判っている。

以上のことから,武蔵国分二寺周辺には,溝によって区画された地割の存在が想定され,こ

の地割に基づいて住居群が営まれ,さらに住居群は時期によってその分布地域を異にしている

ことが推定され,また時期により,営まれた住居の数に変化が認められる。これらのことは,

武蔵国分二寺の造営過程とその変遷を知る上で重要な一側面であり,今後も武蔵国分二寺跡の

調査とともに,その周辺の状況を明らかにしていく必要があろう。

(文責 西脇俊郎)

註

(1)SD12・31溝跡のうち,いずれの溝跡が昭和40年代に滝口宏の調査した溝跡につながるものか現在の所

不明である。今後,明らかにしていぎたい。
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国分寺研究は,当然,国府と併せて綜合的に行なわれなければならない。しかし,現実には

かつての一国の中心地は,人の居住に適した地であるため,遺構のかなりの部分は,長い人の

生碍によって改弯を受けている。殊に都市に近い場合には大部分が失なわれてぃる。そのため

残存する僅かな証拠でも貴重なものになる。本書に述べた府中街道下の遺構を困難を承知の上

で調査したのも,この趣旨によるものである。

寺院址調査,殊に国分寺調査は,この十数年著しく前進した。礎石が残存し,土壇状のもの

がある場合,また,遺瓦を多量に出土する場合など,比較的早くから保護措置が講ぜられた

が,それらは伽藍中心部にすぎず,寺院址の研究としては不十分であった。従って,伽藍配置

などについては,かなりの論議がなされ,遺瓦についても研究が進んだのであるが,寺院址の

全貌については殆んど明らかにすることができなかった。やむを得ないことであったが,この

ため寺院址調査が伽藍中枢部だけを知れば良いのではないかという誤解さえ生むほどになって

～h↑こ。

しかし,好ましいことではなかったが,近年の土地開発がある程度調査者に新しい視野を広

めてくれることになり,広域調査の風が生れてきた。その結果,中枢部一伽藍地を画する区域

の外にさらに外郭を区切る溝が発見されたり(例・上総国分僧寺址),僧尼寺址の中間に居住

地が発掘されたり(例・上野国分二寺)という事例が認識されるようになった。国分寺と条里

の関係は,すでに石田博士が出雲国分寺址調査で論ぜられたが,国分寺がどの程度の寺域(管

理地)を持っていたかについての適確な調査例はまだ示されていない。これは,国分寺址を中

央においた広域の調査となると,現実には不可能に近い困難に遭遇することになるからである

が,今後何らかの形で実施する地方があってもよい課題である。

武蔵の場合についていえば,推定する国庁から北に2キp近く,武蔵野台地の一部を北に背

負う地を選び,僧寺伽藍を設計したものと思う。仮説では,僧寺金堂心を中心として東西八丁

強,南北約六丁を選定したものと思う。その南西部に尼寺を設置することになり,僧寺を約三

丁四方に区画したとし,僧尼寺の中間などに雑屋,民家が次第に建てられたのであろう。これ

らは国分寺がその機能を本来の姿で発揮していた奈良末から平安にかけてと思われる。現在,

調査団は,現国分寺の一隅に本拠をおき,年間調査を継続している。従って,この時期の遺構

が相ついで発掘されている。

府中街道は,国鉄(旧下河原線)と平行して北から南に尼寺址の東側を縦断している。街道
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は北が台上で崖を下って寺址のある低地に出るため,崖側は相当の盛土をしたものと思われて

いた。従って,想定寺域線内は機会があれば調査をしなければならない地域であり,今回の工

事に当って発掘を強く要望したのはこのためであった,,交通量の多い道路下の調査であり,地

盛りによる覆土のかなり厚い部分もあったが,調査は敢行され,本冊に示す成果を得たのであ
る。

細長い道路の一側であり,攪乱個所もあったので,住居址14・溝数条が発掘された。それら

と出土した土器・遺瓦などから,四期に分類し,おのおのの特徴を記載してある。奈良末から

平安にかけての国分寺の活動をしていた時代に相当する。この成果は,この狭長の地区だけで

は十分なことはいえないであろうが,想定寺域全域にわたって遂次機会を求めて進められてい

る発掘調査の結果と併せ綜合することによって生かされるものである。それらについては,今

後,できるだけの努力を調査者一同惜まないものである。

?(滝 口 宏)

一100-



参考文献

〔ア〕

安孫子昭二 1971 「平尾No.9遺跡 5)縄文後期初頭土器」「第Ⅳ章 第2節 縄文時代後期の諸問題」『平

尾 平尾遺跡調査報告Ⅰ』 平尾遺跡調査会

1974 1第6章 第3節 縄文中期前半の土器」『貫井南』 小金井市貫井南遺跡調査会

青木忠雄 1971 「埼玉県鴨川流域の布目瓦出土遺跡に関する予察」『浦和考古学会研究調査報告第4集』

〔イ〕

岩井住男・佐原和久他 1970 「膳棚」 鳳翔7号

〔ウ〕

上野 猛・服部敬史 1972 1船田 東京都八王子市船田遺跡の第2次調査」 八王子市船田遺跡調査会

〔オ〕

大谷 勃 1962 「南多摩郡由木村御殿山窯址調査概要」 多摩考古4

岡本 勇 1963 「横須賀市吉井城山第一貝塚の土器(二)」 横須賀市博物館研究報告(人文科学)7号

岡田淳子 1966 「府中市の奈良・平安時代の遺跡」 府中市史史料集(十)

岡田淳子・服部敬史 1971 「鞍骨山遺跡」

小田静夫 1974 「第2章 地理的環境と周辺遺跡」『貫井南』 小金井市貫井南遺跡調査会

1976 「縄文中期の打製石斧」 どるめん10号

〔力〕

可児通宏 1969 「多摩ニュータウンNo.46遺跡 I縄文中期前半の土器(1)A竹管文の分類」『多摩ニ

ュータウン遺跡調査報告Ⅱ』 多摩ニュータウン遺跡調査会

1971 「平尾No.2遺跡 2)縄文中期後半の土器」「平尾No.9遺跡 4)縄文中期後半の土器」

「Ⅳ章 第1節 縄文時代中期後半の土器に関する問題」『平尾 平尾遺跡調査報告I』 平

尾遺跡調査会

金子浩昌・和田 哲 1977 「経塚下遺跡」 東京都昭島市経塚下遺跡調査会

〔ク〕

久保常晴・坂詰秀一他 1961 「南比企窯業遺跡群 その基礎的研究〔1〕」 立正大学考古学研究室小報1

1972 「神明上遺跡群 Ⅱ」 立正大学文学部考古学研究室小報 第12冊.

〔コ〕

甲野 勇 1950 「武蔵国分寺址附近の竪穴住居(予報)」 武蔵野 第31巻第3・4号

甲野 勇・岡田淳子他 1967 「八王子中田遺跡 資料編旧 八王子市中田遺跡調査会

小出義治 1970 「鶴川遺跡K・P地点発掘調査報告」 町田市史料集 第一集

小林達雄 1975 「タイポロジー」 日本の旧石器文化 第1巻

〔サ〕

佐々木達夫他 1971 「清水場」 佐江戸遺跡調査会

坂詰秀- 1971 「武蔵新久窯跡」 雄山閣

1977 「武蔵・虫草山窯跡」 考古学研究室粟報 第18号 立正大学文学部考古学研究室

佐藤 攻 1974 1第6章 第四節 縄文中期後半の土器」『貫井南』 小金井市貫井南遺跡調査会

〔シ〕

重住 豊 1976 「久我山東・大宮中学校遺跡」 文化財シリーズ7 杉並区教育委員会

-101-



新藤康夫 1976 「加曽利E式土器細分の再検討」 考古学雑誌62-3

白石浩之 1977 「当麻遺跡 第Ⅷ章 第1節 縄文中期の編年試案」『当麻遺跡・上依遺跡』 神奈川県文

化財協会

〔ス〕

鈴木隆介・片山恒雄 1974 「震災対策基礎調査報告書(地形・地質・地盤編)」 国分寺市都市整備部公害防

災課

〔タ〕

田名綱宏 1969 「古代の交通」 吉川弘文館

田中一郎他 1973 「山田遺跡・相撲場遺跡発掘調査報告」 埼玉県遺跡調査会報告 第18集

高橋一夫 1974 「前内出窯址発掘調査報告書」 埼玉県遺跡調査報告 第24集

高林 均 1974 「第2節 縄文中期後半の土器」『平山橋』 東京西線及び八王子変電所遺跡調査会

滝口 宏 1967 1武蔵国分寺図譜」 国分寺市教育委員会

1968 「武蔵国分寺址調査私見」 日本歴史考古学論叢2

1974 「武蔵国分尼寺」 国分寺市教育委員会

〔ナ〕

長友 博・栖 国男 1965 「八玉子市犬目町甲の原平安時代竪穴住居址調査報告」 多摩考古7

〔ノ〕

能登 健 1975 「縄文文化解明における地域研究のあり方一関東地方加曽利E式土器を中心として一」

信濃27-4

〔ハ〕

橋本 正 1968 「先土器時代の石器(1)・(2)一形と機能に関する覚書一」 若木考古88・90号

服部敬史他 1975 1下寺田・要石遺跡」 八王子市下寺田遺跡調査会

〔マ〕

松井新一・藤間共助 1965 「恋ケ窪遺跡発掘調査概要」 国分寺市教育委員会

〔ヨ〕

横山悦枝・新勝康夫 1971 「1土製品,勝坂式土器,加曽利E式土器」 『中山谷』 小金井市文化財調査報告

1

吉田 格 1952ユ 「東京都国分寺町熊之郷殿ケ谷戸遺跡」 考古学雑誌38-2

1952b 「東京都国分寺町中期縄文式竪穴住居址調査概報」 武蔵野3・4号

1956 「東京都国分寺町恋ケ窪竪穴住居址の土器に就いて」 銅鐸12号

吉田 格・岡田淳子他 19741とけっぱら遺跡」 登計原遺跡調査会

〔ワ〕

早稲田大学高等学院歴史研究部 1960 「八王子市宇津貫町閑道第二号窯址」 古代35号

-102-



図 版

甲

・



 



\
X

l2

一

一

▼?

―
処
べ
―

=

一

ー

11

ガ

-

ふ

ー

一

ク

丁
l

本

～

ー

Δ

門
=

漬
遣
1
′
い
t
酬

゜゛・冫b

j
町

Vリ

利
r

会±
舅
?

圃
に
k-

1

4

・―自自―

ー 轟1

1

(

一

;
喝
-

-】
Z

二

-

-

一

「1

V!

1

;
P

讃==-
嶋
■
一

1
一=
-

第1図版調査地区

一

1

引
鴫
-

・
ト

1
日
1

一

.
1
一
0
―
?

-

1

ナ
レ
1

1

一

=
d
=
【

冫一

口

/
鑓
Ⅱ
U

Δ
・T

第」・2地点遠景(北より)◆
1,

1

\

即

ト

一

1

1

\

1
1

1

一

U

-

N
嶌

一二

一

蔦

I

鳴

一

-

―

1

?
J
1
八

1
1

1

1
V
▲
U
1
1
入
瞥
.
屯

♂
ナ
争

1

-

ら,?

話
1

鮎
a
璽
゛

し

L◆

一

1-

萼
岬

一1・

嚇-レ―

-

-

コ
1

11

1

11

1

1
=
?
・
t

1
1

I
1
メ

1j

◆
1

一一

?5j

-

(

J

～

1
4

噴、

一

二;J-1
▲

!

一

ー
-

ー --

-

-
-噂?

竺

免

瞥
l
1

-- --一
一
-

ク

・タ―

l
,l

一- -
「】

・15′・
ー -

,1

ヂ
奢

-ー

-

1

1

一
 
1
?
?
-

1

◆1

◆
゛

ー

PVf1

謔

1
1rI
r

電
唖
Φみ

―

12

-一 ---

一

hL

l
1

%Fy ]

i―幽目r,【ノ [11;;!!醪絋津I耘2

41・
-1(コ

乙

■
1

N
噂

j

1

・・

r
一

i-

一

-凰

ー-

一

〆

一

f

-

rl

一メ

一
(
〆
(1

I

-

レL
6
1
1

も
1

第1地点近景

?景?査風.調3.

―
2,

閉――礒
合飄訳奪匡
ー

■■
閣

l



・

-

◆

一

島

゛砕′
1―炉

、:

-

が八～ー -

ト
へ

禰ト
瀝

・

1

・

1

・1

-

゛′,卆11艷一
・

・

命

吻
・

・
鳴

4

「

―第2図版 SI6 住 居 跡

◆

・
―

屯

O

一
ー

・

―

噂

b

・6

i

1

!゛

セ

1

吃
◆

1

i
◆

・.

ク覧
r
温1
1-
4

.
・
゛
i―艦

ー

ー

・

～

―

畢

r畢

鳴\.
ぎ
)

拳1C

・ー1

量

1.SI6住居跡(東より)
-一

-
一

一一

--

I

略

一

魯

--
--

一

・

1

1

J

-

ム
ハ

『

2.SI6住居跡(南より)

1

1

亀
-

11

1

1

a
ー

Ii

一

丸1

1

薯牙
へ

!-
1

-(

會

り

―

・

-

一

て′
▼

“
l

1
轟
臥
ν
h

1メ

～;

へ

3

一
劃
コ
也
-

1

S
2

)

-

時

虻

ψ

畢

▲
h
『レ

ー―

自

-1

ψ

◆

～
―

一

r

1.

・

一シ
r
-

1
r一

Ⅴ
β
ψ
】

L『
1
ち
L1

Z曜剖

1

★
ξ

う

＾

0

L

-

I

シ

一

亀

瓢

5)$:

―

ー1

F号

3.SI6住居跡カマド(南より)



杏3図版SI 21～23住居跡
一

-

一

1

ー

-
一

ナ

ー

ー

-

・

--

一・

・

-1

ー

1
k

―Lkk"
一

1
- L

ー
り
L
り
b
L
r

1A≧( 8

P

p,じ―b1

1
一

甲

一

・p

1・

一P
一

一

1

～(

1 》

1゛〆
-
―1

1～トl
9ト、

◆

孕り
r1)

1
一

―

-
1b

-

-
-】

臨シ
-
p

\i

(
一

1

5y
(

I

・

・

・

1.SI 21住居跡(東より)
一

ー 一

一

一

一

l

一

P

一
し-
ー 奮1
?ノ-

-σ I
一

-1

r ―b1
一

一-

P噛

l

一
- l

一

ー
;- へ

ふ

ー

-
～1

一

-

r5
一 一

′-1

-

一

l
一

一

―

-

-

鴫

O

2.SI 22住居跡(西より)
ー

- ー

一

O
レ1

-
-- ー

一 ---

ー

1

r
一

し

一
一

・ P1
l
h

-

1

1

一・
h
二
-

＾・

一

・
伊 一

I

b

―

一ψ

-
コ

―

コ

●
,

ー

1
r

曳1
一

1
一

O
一

P

一
1

.1

-▼
ノ

嘴 P

-

一

人
}
.
-

3.

■

薯

SI 23住居跡(西より)1
一 曜P1 h

-

L
ら

- r1
▲

～ h -

n1 ―

k

h

1
r

I

一

-

奢

』
ー

-

r

l

■
―

1

閣



・

～

第4図版 S124～26・28住居跡

直

SI25・26住居跡(北より)

1
-

1
LL-
1

自
2.

1
ー

rl
I

町

l

――

-

1

喝

転L1
0

1

k

r

k

1埼
自

-

k1

1

L

鮎
へ
8
1

1
1一

1

』

〕

虜
倉
“
h
父
[
F
]
覧
・

雫

U

L
′
巳

l

C

6
1

一

・

1
1

1

『
1

r

1

』
八

1

1
1

L
評

1

(
リ
ν
-

・

-

p〆

-

＾

一

赤

).ぐ伽

ー

1

1

1・

l
1

N

へ

セ

『1

・

ーr

り

シ

一

L
1
レ

1
1
j
騒
1
1
七
1
1
1
J
r
h
フ
咄
?
1
り
1
―
4

1

1

I
シ

1
-

―

一

・
-

・

1

自

I

I

1-ーー

・

』
1

j
l

1

シ

鴫

-- ー -ー--一

ワ
ー

七

O(

-

一

一

-

・

舎

◆

・

ー

---

1.SI 24住居跡(南より)

b

1

ち

:

～

L

か

N
》

』

V

レト.

戸
ー

・

J

-

-

4
コ

-

1
】1

■L?

一

41

A

―

◆

-

q

一

ー

噺コ
1
1

-

に

◆

・
-

-
h

-

◆

一・

ー
一→

-

『

一
1

嘱

L
4-

一

ー

一

-

―

-

ー

ー

1?

・
3. SI 28住居跡(東より)

=

4-

『
7

e



第5図版 S129・31住?居 跡 -

-

一

―
匈

―

1
1

一

-

-

(11

一一

-

h

LI

-
-
0CL

▼,

-
一

1
ロ

・

身 1・ かL
一

I

一
中

一

一
-

-
ー

◆

L
一 一-
- 一

- :
L
一

一

-
一

ち

-

一

-

一

一

・

-

-
一
-

一一

一

l

赤

町

j

-

・

一

―

賑

銅
ー

』 1
タ1

嘩
j
-

・
O

1.SI 29住居跡(西より)
--- -

「

響

・

町

-

i
』

＾

ー

トD
゛
・

1

1

ム

A

1
k

1

【14

ー

ー

ー

p

I

I

一

-一」
I

戸 1
jユ

1

-

l
一
μ 1-

-

一

1

ロ

-

ナ

ー
1

1

r▲

1

番

L

ー

1

ー

ー
一

k
一 一

『デq

r
『

一
1

一

l.

一

-

-
・

一

へ

:
j

1゜[ゞ曵ご゛l
r

1 1

珀
-

rb'-:Q'Nt・be*:'゛菰 ? ゛, ・ ?ぜ
1 -

1―
-

～

r′ ψ

シ

h

へ

1
◆

9

2.SI 29住居跡カマド(西より)

-

◆

一

1

-

b喝

(

一

-

レムi

ー

1
k

ー

シ

啼

ーーー

-

(
ー
- 1・

1
ー

― 喝冒彊

～

◆

◆

-

-

一一

l
乙

ヘト1トご゛
▼l

ユ ゜―
(

―侭
ら 一1

?U 】

b

1-
一

1

l
～-

薯

伽

1

1

ー1

1l
-

・

賑

-
-

―

1

ー
鴫

自L?

シ

ゞJゆ 竺mg
a.薯

1

1
-

1

へ

-

1

1
1
■
■
―
岬

一

・

1
1

j
1

A

ロ
-
-

一ー

1h

タ

】
=
-

叩

-

1
一

4?

1

ー

一
-

一

-

一

・

ー

j
一

-

3.SI 31住居跡(東より)





1
1

;
1

I

も

」ざ

1

ー

h
」

一

【
】

(4)

τ
rL.

J

11
1 本

一

―1―

〉

申・1

1,.
五・
J町
一

中

1

I
龜―

へ

ん
ネ1

1
?

゜1
1
一

h ≦1

一

一

―

1一

リニ

警
ー

4
覧1

トA

帰S嶋き゛
2
j

1―

{

・口

?＾

j

d

1

11
;二

弓飯

I
彊-r1

r

L1

ー

冫

ユ

h

 
一
〆
寓

髪3
セ
0

チ

【・,

一

一

】喘

金
ρ.

・-

ナ

】

嗜r中

角

ヤ

1
.
・
l

律
艷
袋
渇
ロ
・
(

;
晒
謹
 
一
′

第7図版SD6・7溝 跡

1.SD6溝跡(東より)

-

(
2二

一

1

1

・

1

b,
14巴
レ

A
一

a
i

L ジ

一

1a
v
翳
・
】

・
?
-

2・1ηJ
ノ

1

1も=

4

-

?ず門

1
b

4

い
】

、
-

,′1
b(

A

】
魯

1

― デ

勺

-

゛;
・

-

L1

レ
[L

轟〆

』

―

イ

―

1

1

1

aL

へ

14
1

閑

1
L1

一
ー
1
 
n一

L績
1
〕

レ

ー

一!=

皐
5

も

一

し

峯

?
5:】コl
閤普1野・4

V

r
～

1

2.SD7溝跡(西より)

▼2一
Ⅰtパ-

一

も

・

-
一
ψ
L
-

1
ら

ト
-

『

A

『

A

11

誕クl'- ゛
171
-
一
ー

-

h

讐

3.SD7溝跡(西より)
1



ー一

-

一

--

1【ー
?“《―騨―陶へ,

-

1、

-

ー

・

一

-
-

-

ー

f

b

が
〆

ー

跡SD8～11溝図版O
)第

―

ー

玉;

片.

lナ

フ
(

1
゜

l
レ』

-
シ
d

゛
4
゛
(
一
゛
)
へ

s
4
k
麺

一
゛
.
Δ
メ

p
、
.
L
・
t

濱
メ

蒐
漬
駈
請

令
゛
(
}

、
(
ト
社
一
叫

一
一
嬶

]

＾
11

獣
シ

11

丈
P

SD8溝跡(北より)・
1.

-
- -

一 - - ～ ー

r

(

―?1

1

1

J
「

】

ド
到t
r

k優

?ノ

ψ
l!Oク

や
h
1
パ
゛
-

『
諷

I

L
紀

紅

'ml

1―

墾
謬

潰
ワ
ゞ

飄
鮎

ト
穐
V

▲吻

1

春
-

Lイ:

κ

1

Nコ
収,
ゝ
鬼
いk
晶
V

―

1

1.

2ν・

-

ロ
1

h

2゛ ト

ゞ
゛

喝
k1

1L・
門

一一

奮

弓

a▼

1.

1

11

b

▼

).
U

・

1

a

r

』

h
ト
k

vi

レ
11

i
き

1

～

へ

【・

1

1

1

-

ー

1

戸
ナP1

11

t,(
1ゞ′

a

【

L1

1

1

1

r1
r
Ⅱ

゛:冫
13

1
N
-

一

ー

1

-
一

fr"
′
薄

≧ゴ

ワ

へ

(

ラ

転
1
6
゛
〉

～

寿

a『
―J

ら
-

(

-
1

一

嘱

1

1

1

も

―

メ
ゞ

l

娠

1

戸】

b{

J

ifI
-

鴫

譬

r.・ド
蜘
浴
ツ

l
?
鈍
買
斉

4輛

1

4
1
1 門

1

A

・

b

一

ー

L1

ゞ

コ
6
1
1
?

2
!ク

レ

争

ダ

1

心
1ト1

警

記
説
火

繁

一

セ

-

グ′】
』

シ

(,C、4

t
敞
)
V

1
I

ゞ
窄
4

A
旨
1
?

7

1
l
?

シ賑゛賑

キ

◆

ト
》

}

▼

『

4
1

』

～ 伊L

略

向

?喝

J

j
1き―

・d
χ

A

階

善C―

b.

口

タ
.
も
a

P
"k

絋?

ビ

テ
W

I

ル
一
社
,
「
9
・

l

4

-

t4
L-5↓
1!

ー

1

l

巳
r
杷
鋳

5
1臥

ゞ1誹

1

喝

1づ

酵・

岡
謝

(

,?

畢

4・ク・1

う

1・

番
し

疲
A
覧-

～

一

1

誦

-
y
-

樽
-

阪
閤

r11

7

U
l
)
鳴

1・

岬
社

l

L

貞

中

SD9溝跡(北より)I
2.

一

一

曳

一

一--

▼νl

『 I-?

づ[a驚為a影、1
1゛9翼k覧也F7轡

隷δ釘駐5

-

SD10・11溝跡(西より)3.







第11図版 ーS 6住居跡出土遺物

レ

乞

栖

d
′

嘴

V
゛

浦

r
L

・

″守負
確
品

,瞥

4

イ
V
1
馳
ル

り
―
ト

1.1

鵠
舷
震

r
-
柵
靴
,
一
い
?
』

謬
q

響

鰐
漆
馳
釧
d

悩
鰯

窮
謹
癲
“
.
4
至

鮪楓
雲
゛
墳

顎
k
嶌

一

?:

r
ゝ
“

t
8

内

1

1

』」
12-8

一
-

1

I
r

ク

■j

V
禮ヤ

f
p

▼
一

】4-3

一--ー

ご

コ

1
ノ
〆
も

楕
Q
8
μ
μ
μ
v
β
(

冫
ノ
1
j
?
L

プ
道
村
ピ

1

I

ν
νトI

ー

◆

n

【j

I
冫
四
U
=

ゼ1?

〕
粂
溢

・

ト
机
J
?
L
V
翳
ノ

v
ν
f

r
1
4
リ

J

1

◆
1
樋
e

Z咽

1

◆～

シ
゛
4
公

湯・こ
j4-2

ご

ー

-甲扇

-学

一

V

～

複

疼

コ・

1

西
均 1

1

■
- :11冨

6-
一

?h

一一

磐明
ト? 絹

-

1
1

一

一

\

フ
f

,
+
へ

き
1
勉
販

《

5・
r
-

r
4
4:芒

妬

?\

畝
譲

t
L
-

f

?f

L

-
-

謙

M品

=C
0

Q
大ρ
k

に:

午

h
翻
鹸
為X,把

謹

一什]1・f

-
6

i智秒

鰺
v

,a:::

、.飄・
賑ミ

→

.て1

r
一

富

―?
護
ボ
゛
・

鴫

門
は
凸硼

ワ51-

せ

纏農
艷
虻〕ビ

1

ラ

島

h
読

1

1

15-J
一

】

【

1
1

1

v1ゴコ

へ・

γ

溪
笥

げI

甲h・1

―

ト

1

?シ1

6

I

暴

禾

響

琳―
j1値

1

リ
ν
～

?・ン1

ロ

・ ぺ、・夢

αシ 1愚“
--

年

―

】
1 2 ′7会

1

略

)

4

,、、1丁
1

1

μ【

1

た
界・4

h

A

'11

t

V
r

1
j
て

!ノ]
竺

j

Z1
暢

′
 
j

1

ー
ーー

14-1



第12図版 1S 6゜21゜22住居跡出土遺物

ー
～

P一

-

し

-

傘

L

r
12-6

ー

ー

-

r

r
鹸』

12-1

レ

-一

-

ー

テ
一

一

ー

\一

1

1 自―

U

も

ー

〒

鴎

～

ご4篩
-

一

ご,甲デて更
--

デ～テ
1
゛
、
゛
昧
デ
』

-

jj
一

5・

1

-
τ
n
′
】

-

-

◆

一

一

-

=一
一

-

一

九

k

12-7

―

ーC
1,
-

-

1

峙

1

6r

1

4

1

1ユ
=1

一

区核1-1
-

16-5

杓柏く齢d
1-61

7ヲ1―翫鉦,.副饗iR7↓1庇 l】

u11咄懸″′・π冨得・l藁5111k

絋艷隔砲囃＾嘗・?1j諷l・′
iH,・ ,・1紗11
rニー゛・ 范赫1v
L嗅tIl饗8冫 閤喝a閣ら～ j
r・戸!鰺

粛?トI

1
ビ j

1
.11゛ト

ふ
4 量 1v滝a響

1
h=wノ? 顔,6;牙巴1一

17-J

v

一
・

-

1

-

1

1

か

S
町

J!1トー・

～

ふ

-

1
》
4
冫

-

会

ぢ,?
・×
v

声

ナ

1;

1l

―

ー

v
j

―l1

t1

・

=
一
直
1
量
″
r
1
1

-

L

b

?マ～

◆
?
゜
町ゞ
l

-

島

(
:

1

・
シ
1
-

―?

,p

嶌

i
ε
,
一
律
へ
′
一
守
ψ
ぶ
・

シ
\1
1%'・

啼,

レ
1
一
＾,
1

》
～1
ピ乞いト

)

l

曳

舶

1
・l7-3

1「ヲ〒1喝

1二
叡ji彊瑠

礒秩1:hl1{.:覗dン?111.:J.ll('li::'il',震;l

6

飄・

■



第13図版 S123住居跡出土遺物
一

sト1
1

r

1

一

r 転

請謙己諭Zこ、・1・―6虐K7
ー

hク
-
1 1

-

p

b1

1

一

L了

も

噛

◆

-
一

r

―
V

1
I

町
-9

1
)

-

1

』

- ナ
-

-

18-1

1

一

i

ヤ

て
～

一一
一-

19-9
着

▼
i

一

-

-

1

一

一-
一

1

一

一

P′

P′
一

r
r
一

C
一

一

-

ツ

L1

リ

(

I
I屯

一

\

1
一

L

ー ノ

一一

-

l

19-10

18-10

句

-

一

P′
r

一

C

ー

ノ

一

一
一

も

エ
-

- r

-

-

一

麺
ち

19-11

一
一

a

-

J
I一

19-2
吃
1

-

一

1 r

-

- -
=

A
L
1 ち

1

1

1
＾

し

1

赤

ノ

電

一

1

P′

l

20-6

一 ー
ー

1
1
-

1

-

7
r
- d璽自

-

1

一

-

一

-
・1

L

-

1

1

A
-
j

―4

レ
龜

一
ム

一

\ 】
\

1
1

1
h L
1

P

『j
(1
本 1

1 \

1
i7

a

κ
課

p
ー

E L

-
― 一

一

-1コ
』

叩

▼

r

一

19-5

ぬ
゛・》;

′
静
h
・

S

27-1

ψ

皓
1
L j
ζ

-L

p
蟇
悩
k
l
響
―
-

27-2

一一

了シ

1〒

営袖
▼la1-し1(r

閂重L1
U↓】鵠
米 う

賢▼゛
h

彰卆,1}

もa^
1＾

一

.l
』
一

19-6

國

■■―
一―■
一■一





第15図版 S123住居跡出土遺物

-

『

l

?; Vコ

◆

M1

nレ

～
A

奴
堪

賑

C

!

1

一

-

合1

鴨
d

パ

-

v
欠
γ

(
ヒー,?

/

1′

彎′

・

A

n
ゞ
t

-一

4

1胃♂コ

9
鰍倫

パr

4

L
l
會
1
l
・

シ
も,

l

一

1

◆

)

a

1
--

ビ

r
會
0

凄

普
4
J
)

ゞ

1・

姑
く
い

嗟

▼
、
′

ー

鵠
町

′:゜・-
L
-
=

杷

雫1

一

1,?

1

)1

一

23-1

゛61

麟

礒1{1・1゛9′駕
社.櫨響脳飽敲瞠1i !,.,, ,,,?j;・i,・/.

%Mi's:'l'!:"Ss;!l'l:lh!l"i': a:,:,tl:i&4
震國鮎東通 !;j(' "(" '! lll多j1!砺i1!i?i請諧′L7
蕩駒}・゛・1.・ Ⅷもj(・5イ・ r

駒・・11臀}}?4,1i:l:l:il!<ti駅i&l目赦,即梶鳴
r咥":;jl:?l.,,al,11;1.1,,,:"::,J:lJ:r,I,,al;猛息1ア畝″1私

シ

―

)、
t
-

刈
!
ν

t
]
U
も

馴
鉛

J

1゛

ゾ

1
=
・7

揚

r

1h

一

(・
ト

暴、1・

-

b2

J

-

2

P

1

伽

妙

b

智匡

い

ヘ

―l

j
-
心

1
l

匙

1

▲

馳6・謙
拳

じ

a
0
?

卆

?娠

冫J,
、i′-

ト

・1

r一?
セ

ト.-

-

・)

11

1

一

b
N

r」

歩

1

へ

島

.″・y
吻

≦}

一N

?゜漬ラ・
ノ
d

◆

/;

ζ

ー
1
い

ダ

蒙

1t

◆=

賑 ▲

『7て
!!:'a;'l ゛:a'二1・
1

▼

直

遣
r.

r

ぐ1

1

\
旬

\

紀一号輸
=へ

淋
"

一

へ

y

殿
r

J
』

24-1

―j

"7
ら
レ

會

紳

C]

呻

π
6

ム倖

―

直

.
?
?
り
リ
b
I
l
ト
′
:

一

門

ク

j
d
d

纏
1

:7

r

,1―
1
r

～
-

1

1 噛
O

i1
j
l む

1

L ・1
b

・1.-

ト

響

佑
-

エ

晴
,
i

V
r

・1八・二

1

＾
◆
-

・

-

ア

編★1

ワ

-

-

k4

S何

〉[
1
1

I1

1

噂シ1

1

鴫i韓軸

龜
〔
o

1

N
,

龜

一

ー

1

r

1

◆

ク
ノ

賑・

L

ー

k・
・ムレ b

7

一

一

嚇 r51 ,も飄

!':til&
1L4

1・

1

P

ク1

・
J
ム

11

■
Ⅱ
清
【25-1

1

・

1
-

彎

一

p
一

★
k
v
n
声
P

】

1
旬
ρ

叫

=

》
伽

11

よ

1

一-

?1

ラ

り

～

ー

1レ

ド!.

一

魁
横
?

?シ

v
1
1
脚

2

鮎

～

一

ト

Ⅰ
口

1
冫
o
)
へ
L

r
Δ

」?

kh
一

-

=

コ1曽
り

Z
s

麺.

～U

イ.

董

j會?・

1y・

1

q・

冫
ノ

t

1・斗

.N

I

N

噛

)

『

!

i

智
ぐ

,l

5
1

n

r

1-

一一

-
ベ
一

ゝ
ゞ

～

一

口

b
レ
]

戸
置
竃

1

?
鵞
V

?す

V

ん

L

曳
V
ト\
拘K呻―
二―r4・
も

r,

い
論

1

■
障a■ ■ ■■■■■

噂 目 園園1■ 脳
の 1 5■■ ■■I

-

■1j

1 ■■I船
■ ― ―ぞロ



6図版1第 S123住居跡出土遺物

～

↓、

(

26-5

4

1

喝
へ

鳴

通

一

レ

一ρ
r

ごh1

4ご

l

i、
1
戯
岬
皓

》
髪
組
逸

ユ,
銅

讐
〆

J
i

I

t

r

h
1
l
f
′
-

-

41

9
『4
トー,,イ
紀

4υ1
・ご1ご
-゛量
ヘ(,

{

嗜

t,4

?i

1

r

I

一

1

1

f

V

1
噌

鴨
l

br

弯

禰?

一＾ク・

一

ムB

袂,J
一

―～1

-

1
hこ4

ー

?

▼

I

j

デ
1
(

麹
鎮
Q
゜
e

七?,r

!
詔
麺
城

C・

「
1
、

r
?起

1

l.

←

ゞ1

:テ,

―
鳳

1

26-1

・

h-

か

JV 】

畷橋V』
シ―澱騨弊罎檻醜閣
論騙鴎w-,.,,,l:11,""4,:(';...,:f...':ffl,'

1

:『l:
r

山
＾
W
で
事

1
Ⅰ
X

)
04

1
こ t
7

区1

1

で

ーで

配

4

1ηr

1

?

14

Iィ
「
薔
U
h
n

賑〒
→

・
t
-

=1

1

S
」

1
ペ

吻k
念

1

・;

・1

1で警.

呻

・シ

1

1
゜
P

一

紬 ト
号＾

pク

4゛ ?,;,\.

津F

一l

-

一

r
…
u

7.

1

v
=ぞ3

ツ

・

-

箇

聳.
ゝ-1

ナ

コ

1曽τ

で

声1

1

襲

噌

量
遍
艷

.
2
翳
・
1
゛

彎

ψ1

:一〒1饗
寓
惨
v
J

-

鍮

門
μ
゛
・
-

「
 
.

♂
L

癲
計
]
1
・
、

リ
ン
1
″
 
;
゛
?
?
,
、
゛
旨
′
?
 
J
一
゛
1
′
.
゛
“
?
′
J
゜
゛
声
J
゛
5
゛
・

26-4

1
pt

1
C

-

1

E

薯

1

・

k
賑I

一

--
ク1

一j b

・▼

〈

1曳

イ俳たr′1

1L2【
L

―

ク

駅
璽
?

・
,
L

C
i

勢

-

患

し

ツ

"
-

I

=

a

l

W
m
l橿
V

1

t!=デ1i-76函晶'E'X"Tfl'a'rM!MkiJ
{?【%鞭A麺 WわⅡ

▼綱坑l゛.a"b:!' il1J' ! l藺園馳鰺

j省メ,艷閣間
1デ謙I鮫園購閣

・71
、′・・蓄肋羅副 誦

論メシd官シ1イ.ご(
J; j:.;.,7
?珂護4半

番

″J",.
番,
U

一
-

票



第17図版 IS 24住居跡出土遣物

3-28

1
1
j

j

-

―

一(
一--

-

11
--

ー

゛】
28-11

{,

鵠

-

～

(

【
0

喝
-

1

一

-

『

1
ー

一

-

一
-

祷

し゛

一

一

一

-

-

d

ロ

一

14『

ψ
一

1

-

〆
シ
1
;
゛

ー

-

ぐ

r
 
K

レ

ト一青 r・
r

39

j
2

3
緊

V―轡1

?―

フl

U

-一

ぴ

j

十
1

ー

-

ー

一
1
直

r

シ

-一

一

ー一

-

雪
J
\
4一

-

ち?

＾

1

冫1噂町 -
-

7

-
・

ー

勉

-

一

冫
5g噛苧咄=.

A
r

』

1

k

v
l
,

『〒
1
、 b遣― ～

一

―転1匈-1か一,一

=一一

一

ー

『
トー

4y・

一

1
r

リ

29-2

一一

漣

▼1

～

ρ

一下

1

=

伸

ゴ許陣・々
一

ー

-傘

ド

1

■

ぐ
1r
r
智

1

5ク

゛
華
?
 
z

噂

一

)

-

1-1

4

a

r】

(

-

1
9
シ

-

夏1
N
?
?k・〕

一夛
営J

29-4

34-4

癲
澤
一
ず
゛d一』

～

r1
1

引

y1

一

・

1

-

-

ク

〆
一今

t1

南

l

\1

置.▲

r

1
叩
引
Ⅷ
-

＾?

噂
1
漏
1
掴
勅

b

竃

番

6
判

Q

轡ぎr1
舶

1

\

)

會

争

n
゛
4

1

J

一-

l

ゝC

ー
喝

p\

弓

\

▼

噂
/
′
,
・

1

一7S-A
1 〆 一

～゛

―

ロ

ト

～

曇

婁

・

-
～

「
-

弊
“
゜
一
r
,
赫
し

験
P
2
』

■

■

噛
一

■圃■



第18図版 S1 24～26住居跡出土遣物

何
噂
l
響
タ
▼
略
"
゛
→
w
ダ

2

q

a
U
r
,

ノ
ト-3

板L

ト
コ
口

,

゛
ト
 
、
 
?
?
 
′

Ⅰ
h
V
t
阿
-

―

1
30-1

-

ク

r一

?

ー

33-6

1

1

1

\1
 
L

一

r

j
j

ト

一

一

L

1
-

I1
1

一
声

◆

ー

-一ー

八N

C

1

-

J
l

◆

-

1

-

-

r
j

j

一ー

1

1ぱl.

1

1

1

一

1

ーb1
-
71
-

1
a

賑
1

一1

11

-

r
「

一

r
r

r
r

-

Ⅰ

V

1
1

―

P

-

-
〆〆

゛冫′

-

ー
響

1

1

J

L

1

-

jー一

蔦

-

一一
一

一

―

～,

一

一l

l
132-3

V

F♂

1

シ
ー

-

-

1
-

1

～

(

-

ー

ト

【

―

-

一一
一

1

1
1
1

「

a

ト

―

―

1

―

■:

1
L

j

雪

h1
一

1

)

1

1

・

←
―

番

ー
F
V

ト
▼

1

1
―

ー

L\

1-1
3

h

C
1蟻

4r
-

P

晦
j

―L

31-2
一

[l■u■■■11-■■

糺個11■ 1.1 ■.
Iト ―1

k【1f区門-1
― a



第19図版 S1 29・30住居跡出土遺物
5
G

1 一

一
1

-- --

1
一一

1n-レA
一

町

ー

34-2
―

ー -

1
稼司
『51

酢

1
1
1

丁V5゛丁へ,!:'・:-,壊氷藝ば・1

・. .. 1
゛ ・ 1

・・ 1

▲

」
一

1
r

一

璽
て

枦雫

媚魅糾
l.コ.も

ー

1

臂

rvヵ

炉

伽

j
簗ト

34-7

・わbml

◆
-

一

遣転

34-8

?11

『 一

1瓢影誠
?壜 払h

b-?

株璽QM.f:.11,,,((T.!.・゛1

7ぷ

i欄驚
蔀マ、

嶺―岬r
1輔

塾

?A

〔,2ピ′j:1

▲
一

一

典鷺
N

鮎、
事
クもハ

r

q
￥

な
1
-

?戦
譜l

鵬

麺鴎
..ニー―自

1く

V

『

■
1

【メ

-

僅

X

35-2

--11
1》; ー

へ

1 - ク

1
1シ
r,″、1

～

11
1
j

1
1

(・

r争
武

―

々
l1

1た

ゾ

a

隠」

『-

?L

1

1ス

直

ロ

喝

I

も・

閂
-

1

剃冗
ffl

一

リ

『G・

刺
A

・転

n
=

1

r

n
=

1

11

lト

妃

1

ハ
「

1」起?′1
謙?

1・爾
7? 1

ト、

1
4

←

r中讐

奥

ド
,

1

35-1

通胸亀
ク場験
,戸・゛渕閾 紅′・

鷺ζY翁5・,創動Iタ;(1避幅艷(振(1(
イ謂軸 1

?

一

、
h
警

37-1

1
号
シ
.

1
1

勇
4

r

～ -

駁物
1番

ψ

1～

4

1

ノ
I

1
鴇

覧 4 ～? 才

l

匈

1? n.

噂

←

嚇

4

L

禮

イ,

1

41

嗣

ー

:″i謝↑ポ"1・
一

自

劃61
戸

1

f

々
ご

謙◆

ず
1

4ル1

1
し

7′ヤ、
町

-

゛寛
六b

一

ハ
k遍 1
劃
t

d1

一

禰
μ

声1
4嘴
N恥

1 ツ

- ー

社

ト
▼

卸

4

振

岬Ⅷ一■一 I―― ■
ー ■一■一■ ■一一■

頴 ■■■■■ 圓 ■ ■■■1デ
曙 ■ ■ ■ ■ 閣■■■

ぶ ■ ■ 閣 ― 1■■―

弼1目 日日





第21図版 S1 31住居跡出土遺物

喚
訃 1 17
j
vi,:脣

6諷
1
1

轟j
陶 .

伏 11
顎ffl-H
ヤJ)
ー

1
\

姻

1・

!y・
k゛ゞ?iナ

ー

―.

1

【ダ岬一一-1―

L

ゞ・

1

ζ゛1個
講

本

l
1

V

S

\

レ4

!i

“.閾
』

傘

1

η
～

1
υ

?史

3
-

―

杭キ

Ⅵ

2

軽

-

r

1

き

]】

鴨

1

?フ

l

暉

該

,1 1

謙.
岬

j鋭
一

ハリ
1
t
-
【

?・・ば窮
ヒ.τコ
1

1

?p r
!. 2 F

魔?:

1

如

口糎
l

′?.1

駒

―
L
1

Ⅵ
bj

ψ眞1

.W?・二・9
h

旬

信↓囃

臨?υ
11

閣匣1
1

シ

ゞ1

・割4
冫

91

わ

C

λ
◆
1 t1←隻

?=P1.
一
- 5n

゜1

A

に

40-2

一

ず

嘗

岬

1

(
.
川
靖
1
1
l
ナ
睨

1
薯

1

【

淳問
??冫彊

l

1
1

1

r
.

r1

◆

h

1

一
bぱ

【

h

r

4

ー

1
1

1
1

ム

置

量

r;
一

シ

▲

1
よ～

1
真
・

1

2

,10

1

書

(

4

1タ載廿
w -1l - ==虎國■1りfべ町タ1区i＾9a

40-1

41-3

ナ

鱈r

一ー 一
41-2

一 1- ・ 5F1―

7′・゛
0蝿↑iワ

町″“1・姓・4″

υ、、ご
[二↑闇

ち

-

―

ψ
1辱

I
▲

?1′表

ゞ2レ
l1▲

トゞ
)、

%/
1

1

1
◆

東

L(
一

1〆
り

(

I

吹
～

覧
1
も
訃

番

)

1

々 鳴

1

レ

4

声( 賑1
へ

ト←
} (

1

臥
1ム Ⅰ

々 I

ヘ
ー

4

T ー

1

1

4

41シ
N

J1
一

7

λ
j

1

;

L

玉
Ⅵ

航
陽

あ

――r1

X

一

へJA

Ⅰ
シ

攻11
ヘ

b
゛
屯
べ
身

ャ
14
11

V
～

急
Ⅸ

♂

\
11

?―

一

省

《

-

\ メ

ー

V
V

鶏
爪

扁
一

町シゑ
茅

ν11豐

A醜艦\

【j

少

り?

ゞ

\て゜戸・
χ.

聾.

ー

辱

坂(

t

?1

ー

rシ飄,

融

一
l

ふ

一

蝿

ν1

ト

11・

V

虻

一

逼

＾;

ζ?

1

S 竪

鵞膓

弔
仙4

夷診

一

1

一

t1

一

一4

-

-
ふ-1吻
偏?′

一

暑
澱

?・゛娼a騙
板N 叙1

へ

ュ,銘

L1
一
初

ト

へ
―

-

一
一

胃 レ馳ら 11■■■ロ塵

鷺 1■■■j削 1
■ 1■



第22図版 S1 33住居跡出土遣物

一

1

1

-一ー

一

h

L

j
虐曙
1
1

智
1
山L

j
-

造歇

-

―

】

242

1

一τ

〕

}

-

:コ

～

ぷ

ー

一

42-1

344

二

\

“
廖
名
゛

冫、

(
“
(
九
。
′
l
絢

リ゛

1

\

l4

-

--

自
←1

辱

へ

0

O

一

;

-

彎

-

-

1

)
シ

喀

一
4

ぜ

/

ト

―

神賢゛〉;・.
L:!' 1 ◆

紛～リ

攬l!゛7.,

禮
渭

ー

1

-

A
-

一 喝

-

會

1
警
雪

1

一

―

◆

i

I
-◆

(

i

プ

4

エス
1

/

＾
メ
1

豐

-
P

1

一

?)―
一

1

一

鴫

-

?・ユ

I

r

J

1

L▲

A

一

～]

門
1

蒐
Z
帛
も
4
1

1
A

b

1

輌

噸

L

I
コ
t
智
智

1
-43

243

l町

娯・=#;≧亡=ミ≦=iミr;=!謳!;「1ノ
V響艷

1
t1

j
二二Lm"

一

町

1
,

(

D一

.
l

!
ノ

・\

鴫

-i

ー

《

で
ブ

略

)
)

-

?

冫
I

係

(一

1

-

ず

!?

ヘ

コ1

▼
J
1

I1
1一

1ト

→
ー

1
備
ノ
ソ

ー

-

J

喝p?

一

禰鮎
きト

ト )―

一11区L◆
曾

番壓.?1。,
rs1(7

-

\

4
-

)NV
コ
1

ク

一

J

-一1

1ピ!コ
1■

覇■I冒■■■■■





第24図版 黒褐色土層,表土出土遺物

一

ー 一
一

嬬

1ら \

-
一

一

k
ず

」1

49-3

b

I
44

ー

b

-
一L

-

)嘴

)

ー

』
49-1

馨 1

1
L ツ

1
l

胃

》

ム

噂
扉1 - シ

1
r
V

1気1d

r

r

- -

もー

一 -

【 -
ー

ー 一-

】
一1

1-i5
ー一

ー

r
らK 1

-

11?
・

7

l
一

-

訃喝

▲ f
V

V

一

ran
一]

～

52-2

一

1
一

1

ト
1

トi
畢

L
転

一

b

ト

549-!

一

一

-一

一
-

-

一

-

・

一 一

6

ゝ1

94

r

戸

]

1
叱
′
〔

1

j

?
′
-

1
1
―
一

―
ト

一

-

二

hr

叱

-

つ

4一

?イ
一

-

一

一

I

レ

ー

-

J

り

一ハ
、
{
1

1l

t
ば

一

-1

一

1

一

r

L

「

μ?

(1
ノ

々

L

(
」

:へ-一
/

r

1

Y
し

ナ

-

r1
ν

P

轟

1

1

L

～

1

l

i

?

rコ

(・

-

k
-

(1

ー

-

1j

r-

一

(

1

P了

一

一

V
帽

1
4

―

rb

?′-二―
52-1

ー

-

6

一

t
"

P

鴫

「

一一

二φ・
--

h1

・
ー

1

シ:

I

ー
一

―
一

d

-

・

一

▼事

一一

1

一

一

一

―

◆

―、

―

声

一
一

一

―こ?
-

;

一

-

一-

シ・

J

〒

ワ

一

〒
゛
b

―■■』

r

1喝

】

一

r通

一

11,

ー

b1

一

r
へ

尋1

1

I1

(

雫
1

■■
■■

1

■ ■一 還
■- ■





第26図版 C～K区出土縄文土器,石器

-

54-1

9["
54-6

嘲
V

P1t

54-12

冫゛翫
11 ′1エ

54-18

-
一

r

一

4

一 拳

Q―
1
1
■
- h4)鮎O▲号

1ゝ54-20

t1望

C』ナ◆ジ
)

轟・1l.
一

4

鷹1ご
一

〆本
メ? 耐

V・・傾憑1
)適タ― 口

χ ・1伽

ナ1hヘ :1?1▲爾

鵠
ρ

も

＾鴫―飄,

}・1C L
1

I
-

?2

ゝ転゛
3

丁IW
1一

「

』

′κ
町

▲

q

A
-

～

・
1

-

『
覧
1

a

雫イ
h

-
一

1

■
■
1
1
＾
東

L

ー

・

【

ー ト

一
b

[一五
◆

1

-

1

j

b義
54-3

直 N

-

[・・ヨ
54-5

鵠耘
=♂?

54-2

蜜?.
54-4

=信jア―艷
U

A・ψ.,=で一l
崎

l ト
も

ψ

ν

t ～

◆令
1

f
a

1
・
1

闇
負

L

～管

-

θク“-

54-7

漏L
・・・ぞ=コ

『T
Vbci =:gj

偏゛l
54-8 嬢厖jlC葬

54-9

φ
54-10

1・].2-・゛?゛;1ご.2・
V:VJ:?冫f

j瞥S

ψ1
1 f ちダ
1

1.J

乞
-ぎ l

ぐン゛一A
(゛′一; ・ 一

一

54-15

ψ

ト鵬
ヘ

[1 一
- j

―xr - - A

1 - 一
一 V

辱騨謙,で?′-二 ゛ 54-16

A 自―柳?声r
・='W .V

'WP'54 -14
P f -

竃

▼

―ノ略

父δ
h
一 l

4

4 1

―

*k-<'j'(

2 lI

\ン,

b

54-13

ラし・

着
勺

ー

C
1
1

亀
L;

1嘲
54-24

一

!3)
啄

1

め
噛

へ元ク
54-22

―

7

0
町
1
1

▲

54-17

一
一

一

一

r h-

ナ

1

i'<-,x':-1b＾ j園kへ

V竪愁公4又“1・j
遣 t.bνピ敷r・“・"

昭1臣・・
鮪S11L ーレヘ1々

1吻ム■自1,

-

直ミ
一
I゛ j岡■臥ア

9・

ト

1

i尋

i

＾

Lゞ
1

j
ロ―l ◆

r1
(゙t..

-

レ・.1眉図
・11

ζjぞ1

ト
▲

1
.″:・44頑

八

九
ー

r

1 匿y
置ツL.-
一

一

4ジ

J

く

4
I
」
′
リ

r

一

h6

へ

一

55-l

・プn 』滲

〆.趙鮫
;.￥q凌

1 q

?(・
電

實
l p 1

4職ド 葭
F
k
・

(;
◆h S゛

軸1

゛5::Ⅶ
ー

《

1(′tり轟♂

). 偏
崎

-

54-21

智

書

55-4 -

嘗

・

-

3

r

r4

-麟I1 一

噂

55-3

垣

一

Z\ 一ロ
じ』

\

1

J

r

「

D

へ 1
,、1
4ノ
過7
イ

k 一

55-7

一
一

・ ―

N

1

3

鴨?
嘴

了
遁
へ

◆.

-

1 {

デ

乎

か

1
一 か

-

y ー

-
一
ー

55-8

55-5

勿ら、 ・ 一 」d

66-G

, ・ - ゜ -4“二一-1

翫1b麺λ謙珈は11,
「～■■.

―1ml1]

璽― 1『厘11
h■園■1
■璽■■1





令和４年（2022）２月１日　デジタル版作成
図版は片面印刷のため、裏面の空白頁は省略した。




